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► マニュアルエアコン装着車 



ホ：車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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知つておいていただをたいこと 


[本書の内容について 


本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。 

そのため、お客様のお車にはない装備の説明び記載されている場合びあります。 
また、まの仕様変更によ D 、 内容びお車と一致しない場合びありますのでご了承 
<ださい。 

トヨタ販売店で取り付けられた装備（販売店オプション）の取り扱いについて 
は、その商品に付属の取0扱い説明書をお読み<ださい。 

イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客様のお車の装備と一致し 
ない場合びあります。 


[不正改造について 


• トヨタび国±交通省に届け出をした部品し U がのちのを装着すると、不正改造 
になることびあります。 

♦車高を下げた D 、 ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さない 
部品を装着すると、故障の原因になったり、事故を起こし、重大な傷害を受 
けるおそれびありを険です。 

• 八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには SRS エアバッグ 
び内蔵されているため、不適切に扱ラと、正常に作動しなくなったり、誤っ 
てみくらみ、 重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。 


• なの場合はトヨタ販売店にご相談ください。 

-タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナットの交換 

異なった種類や指定し:!がのちのを使用すると、走行に悪影響をおよぼした 
り、不正改造になることびあります。 

-電装品•無線機などの取り付け、取0はずし 

電モ機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両火災など事故につなび 
るおそれびありを険です。 

♦フロントガラス、および運転席•助手席のドアガラスに着色フィルム（含む 
透明フィルム）などを貼り付けないでください。視界をさまたげるばかりでな 
く、不正改造につなびるおそれびあります。 
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[運転についてのごま意 


他の車や歩行者など、周囲の状況に常にミ主意を払い、ま全運転をむびけて<だ 
さい。 

飲ミ酉運転は絶対しないでください。おミ酉を飲むとま意力と判断力びにぶり、思い 
びけない事故を引を起こすおそれびあります。また、旧気をちよおす薬を飲んだ 
とをも運転を控えてください。 

運転中に携帯電話を使用したり、装置の調節などをしないでください。周囲の状 
況などへのま意び不十分になり、大変を険です。八ンズフ1」一し:!がの自動車電話 
や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。 


[車両 データの 記録について 


お車には、車両の制御や操作に関するデータなどを記録するコンピューターび複 
数装備されており、主になのよラなデータを記録します。 


-エンジン回転数 
-アクセルの操作状況 
-ブレーキの操作状況 
• 車ず 

-シフトポジション 

グレード•オプション装備により記録されるデータ項目は異なります。なお、コ 
ンピューターは会話などの音声や映像は記録しません。 


• データの取り扱いについて 


トヨタはコンピューターに記録されたデータを車両の故障診断 • 研究開発 • 品質 
の向上を目的に取得-利用することびあります。 

なお、なの場合を除を、トヨタは取得したデータを第兰者へ開示または提供する 
ことはありません。 

-お車の使用者の同意（1」ースまは借をの同意）びある場合 
-警察.裁判所.政府機関などの法的強制力のある要請に基づ<場合 
-統計的な処理を行ラ目的で、使用者や車両び特定されないよラに加工した 
データを研究機関などに提供する場合 


15 










[イペント:?—タレ J 一夕一 


お車には、最適な車両性能を維持するためのコンピューターを搭載しています。 
このコンピューターはシステムび正常に作動していることを診断すると共に、衝 
まのとさや衝突に近い状態のとをのデータを記録するイベントデータレコー 
ダー (EDR) を装備しています。 

エアバッグコンピューターに搭載しているイベントデータレコーダーび、衝突の 
とをや衝突に近い状態のとをになのデータを記録します。 

-エアバッグ作動に関する情報 
-エアバッグシステムの故障診断情報 

イベントデータレコーダーは会話などの音声や映像は記録しません。 


参 EDR ~ T 一夕の開71^について 


トヨタおよびトヨタび委評した第兰者は、イベントデータレコーダーに記録され 
たデータを、車の研究開発を目的に取得•流用することびあります。なお、トヨ 
夕およびトヨタび委託した第=者は、取得したデータをなの場合を除を、第=者 
へ開示-提供することはありません。 

-お車の使用者の同意びある場合 
-裁判所命令などの法的強制力のある要請に基づ<場合 
-統計的な処理を行5などの、使用者や車び特定されないよラに加工したデー 
夕を研究機関などに提供する場合 
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[保話および点検について 


保証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載しています 
ので、併せてお読みください。 

曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施して<ださい。 

( 法律で義務付けられています） 


A 警告 

■お 子さまを柔せるときは 

おテさまを車の中に残したままにしないでください。車内び高温になって熱射 
病や脱水症状になり、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあります。 

また、お子さまび車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、ライター' 
発炎筒などでやけどした D、 運転装置を動かして、思わめ事故につなびるおそ 
れびあ0を険です。 

お車にお子さまを乗せる場合は、おテさまのま全を確なするためのま意事項や 
チャイルドシートの取り付けちなどをまとめた「チャイルドシートの取り付け」 
(一 P. 101)をお読みください。 
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本書の中の表示について 


警告•ま意-知識について 


A 警告 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、生命のを険または、重大な 
傷害につなびるおそれびあります。お客様自身と周囲の人々へのを険を避けたり 
減少させたりするため必ずお読みください。 


么ま意 


ここに記載されていることをお守0いただかないと、お車や装備品の故障や破損 
につなびるおそれや、正しい性能を確保でをない場合びあります。 


曰知識 


機能の説明や操作方法の説明し：!外で巧っておいていただをたいこと、巧ってお< 
と便利なことを説明しています。 


I イラスト内の表示について 

Q セーフテイシンボル 

"してはいけません""このよラにしないでください""このよラなこと 
を起こさないでください"といラ意はを表しています。 

操作を示ず矢印 

亡>スイッチなどの操作（押す-まわすなど） 
を术しています D 

〇操作後の作動（フタが開くなど）を示して 
います。 
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1-1 .キーの取り扱い 

キ— 


お客様へ次のキーをお渡ししまず。 

エンジンイモビライザーシステム（一 P . 76) 装着車のキーには、信号 


発信機び内蔵されていまず。 

►パワースライドドア非装着車 



►パワースライドドア装着車 



□ ワイヤレス U モコン付き 
マスターキー 

ワイヤレス機能の作動 UP. 23) 
0 マスターキー （黒色） 

且サブキー（灰色） 

Q キーナンバープレート 


□ ワイヤレス U モコン付き 
マスターキー 
-ワイヤレス機能の作動 
(一口. 23) 

-バワースライドドアの開閉 
レ P' 31) 

且マスターキー （黒色） 

0サブキー（灰色） 

Q キーナンバープレート 
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-1 .キーの取 0 扱い 


曰知識 

■エンジンイモビライザーシステム装着車は 

マスターキー（黒色）を紛失すると、キーの作製にコンピューターの交換び必 
要となるため、紛失しないよラにま意してください。 

■キーの構成について 

車の仕様によ D、 ここで説明している内容とキーの枚数-組み合わせび異なる 
場合びあります。 

■キーナンバープレート 

車の中し U 外のま全な場所（財布の中など）にな管して<ださい。万一、キーを 
紛失した場合、トヨタ販売店でキーナンバーから新しいキーび作製でをます。 
(一 P ' 33ス 

■航空機に柔るときは 

航空機にワイヤレス機能装着キーを持ち込む場合は、航空機内でキーのスイッ 
チを押さないでください。また、かばんなどにな管する場合でち、簡単にスイッ 
チび押されないよラにイ呆曽してください。スイッチび押されると電波び発信さ 
れ、航空機の運行に支障をおよぼすおそれびあります。 
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-1 .キーの取 0 扱い 


A ま意 

■キーの 損傷-故障を防ぐために 

♦キーに 衝撃を与えたり、直射日光のあたる高温な場所に置いたり、めらしたり 
しないで < ださい。 

♦キーを 磁気のあるちのに近付けたり、電磁波を遮断するちのをキー表面に貼り 
付けた0しないで< ださい。 

♦キーを 超音波洗;争機などで洗;争しないでください。 

♦キーは、 不用意に分解しないでください。 

■キー について 

ワイヤレスキーは電波法の認証に適合しています。必ずなのことをお守りくだ 
さい。 

♦電池 交換し U がは、不用意に分解しないでください。分解•改造したちのを使用 
することは法律で禁止されています。 

•おず 日本国内でご使用ください。 


22 





1-2. ドアの開閉のしかた、ロックのしかた 

ワイヤレスリモコン 


ドアを施錠•解錠できまず。また、パワースライドドア 装着 車では、 
パワースライドドアを開閉ずることができまず。 

n 全ドアを施錠ずる 
且全ドアを解錠ずる 


►パワースライドドア装着車 


百 



n 全ドアを施錠ずる 
曰全ドアを解綻ずる 
0パワースライドドアを開閉ず 
る（約1秒巧し続ける） 


►パワースライドドア非装着車 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


曰知識 

■作動の合図 


ドア：非常点滅灯の点滅で巧らせます。 

(施綻は1回、解錠は2回） 

パワースライドドア*:ブヴーで巧らせます。 

(作動開始時に1回、開作動中は継続) 


■作動を件について 

♦周囲の状況によ D 作動可能距離びかわることびあります。確実に作動させる 
ためには、車から約1 m まで近付いて操作してください。 

♦エンジンスイッチにキーび挿し込まれている場合は、ワイヤレスリモコンが 
作動しません。 

■パワースライドドア*について 

なのとをは、ワイヤレス U モコンのスイッチを押してもパワースライドドアび 
作動しません。 


♦パワースライドドアメインスイッチ（一 P . 32) び OFF になつているとき 
♦スライドドアび施錠されているとを（一 P . 30) 

■電池の消耗について 

ワイヤレス機能び作動しない場合は、電池び消耗している可能性びあります。 
電池び弱ったら新しい電池に交換してください。（一 P . 29己） 

■ 解錠操作のセキュリティ機能 

解綻操作後、約30秒し:!内にドアを開けなかったとさは、盗難防止のため自動 
的に施錠されます。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 






■機能び正常に働かないおそれのある状況 

♦なのよラな場合、ワイヤレス機能び正常に働かないおそれびあります。 

-近くにテレビ塔や発電所-放送局-空港など強い電波を発生する設備、電 
波式のオーディオ機器など電波を発生する電子機器' 大型ディスプレイび 
あるとを 

-無線機や携帯電話'コードレス電話などの無線通信機器を携帯しているとを 
-複数のワイヤレスキーび近くにあるとを 
-ワイヤレスキーび金属製のものに接したり、覆われているとを 
-近くで電波式ワイヤレスキーを使用しているとを 
-ワイヤレスキーをパソコンなどの電化製品の近くに置いているとを 
♦金属を含むフィルムや、金属物（トヨタ純正品し:!外のアンテナなど）をバッ 
クドアガラスに貼り付けると、車両後ちからの操作時に、作動可能距離び短 
くなる場合びあります。 

■電池げ切れたとさは 

^P. 2白已 

■パワースライドドア*の反転作動について 

作動中に再度ワイヤレス U モコンのスイッチを押すと、反転作動に切りかわり 
ます。ただし、自動開閉作動び開始して約1砂間は、再度ワイヤレスリモコン 
のスイッチを押しても反転作動に切りかわりません。 


A 警告 

■パ ワースライドドアについて（パワースライドドア装着車) 

^P. 39 

■挟み &み防止機能（パワースライドドア装着車） 

^P. 40 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 


3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 



2已 






1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

フ□ントドア 


ワイヤレス機能-キ ー• ドア□ックスイッチなどを使って施綻-解銳 
でをまず。 


■ワイヤレス機能 

一 P ' 23 

■ キー 

キーを操作ずると、 ドアび次のよラに作動しまず。 



n 全ドアを施錠ずる 
且全ドアを解綻ずる 


■ ドア□ツクスイッチ 



n 全ドアを施錠ずる 
0全ドアを解錠ずる 
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I " キ-を使わずに外側か s フ□ント席を施綻ずるときは 

feiffll 11 □ックレノ（一を施綻側にずる 

Eiir ^ ドア八ンドルを引いたままドアを閉める 

キーびエンジンスイッチに挿し込まれているとをは施錠されません。 


[才ートドア□ック.アン□ック機能 

次の機能を設定-解除ずることびでさまず。 


機能 

作動内容 

シフト連動オート□ック 

エンジン回転中にシフトレバーを P から動 
かすと全ドアび施錠されます。 

シフト連動オートアンロック 

シフトレバーを P に入れると全ドアび解錠 
されます。 

車速感応才ート□ック 

速度び 20km/h しん h になると全ドアび施錠 
されます。 

運転席ドア連動オート 
アン□ック 

エンジンスイッチを "LOCK" にしてから 

10砂し i (内に運転席ドアを開けると全ドアび 
解錠されます。 


□ックレバー 



□ ドアを施錠ずる 
□ ドアを解錠ずる 

運転席ドア-巧手席ドアは、□ッ 
クレバーが施錠側になっていて 
も、車内のドア八ンドルを引くと 
開けられます。 


3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


運転する前に 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■設定•解除のしかた 

LU 下の手順で、さ機能の設定と解除び交互に切り替わりまず。 

1311 m すべてのドアを閉め.エンジンスイッチを " ON " にずる（そ 
の後10秒じ(内に手順2を行ラ） 



シフトレバーを P または N に入 
れ、ドア□ックスイッチの LOCK 
側または UNLOCK 側を約已秒間 
巧して離す 

設定を行ラ機能によってシフトレ 
バーとスイッチの位置を;欠の表か5 
選択します。 

機能を解除するには、同じ手順を行い 
まず。 


機能 

シフトレバーの位置 

ドア□ックスイッチ 
の位置 

シフト連動オート□ック 

P 

LOCK 

シフト連動オートアンロック 

UNLOCK 

車速感応才ート□ック 

N 

LOCK 

運転席ドア連動オートアン 
□ック 

UNLOCK 


設定または解除の切0かえ操作び完了すると、すべてのドアび施綻されたあと、解錠 
されます。 


曰知識 

■ 衝撃感知ドア□ック解除システム 

車び前後左右から強い衝撃を受けると、すべてのドアび解錠されます。衝撃の 
度合いや事故の形態によっては作動しないことびあります。 
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A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中はなのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、不意にドアび開を、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

•シー トベルトを必ず使用する 
参す ベてのドアを施錠する 
♦すべての ドアを確実に閉める 

♦走行 中はドア内側のドア八ンドルを引かない 

ドアび開を車外に放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

特に、運転席は□ックレバーび施錠側になっていてちドアび開 < ため、注意し 
て < ださい。 

■ ドアを開閉ずるとをは 

傾斜地' ドアと壁などのあいだび狭い場所'強風など、周囲の状況を確認し、予 
期せめ動きにち対処でさるよラ、ドア八ンドルを確実にイ呆持してドアを開閉し 
てください。 


3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

スライドドア 


スライドドアは次の方法で施錠•解綻および開閉ずることびできまず。 
また、パワースライドドア装着車は、ドアパンドルやワイヤレス機能 
などを使ってスライドドアを自動開閉ずることもできまず。 


■ スライドドアの施錠-解錠 

► ワイヤレス機能 
一 P' 23 

► ドア□ックスイッチ 
一 P' 26 

►キー 




□ ドアを施錠ずる 
□ ドアを解錠ずる 


□ ドアを施錠ずる 
且ドアを解錠ずる 

車外か5施錠するときは、□ック 
レバーを施綻側にしてスライドド 
アを閉じます。 
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2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■ スライドドアの開閉 

車がまたは車内のスライドドア八ンドルを操作しまず。 

n 開< 

曰閉じる 

□ックび解除されるまで、確実に 
ドア八ンドルを引きます。 


■ スライドドアの自動開閉（パワースライドドア装着車） 

パワースライドドアメインスイッチ（一 P . 32) び ON のとき、次 
の方法でスライドドアを自動開閉でさまず。 

►スライドドア八ンドル 

車がまたは車内のスライドドア八ンドルを操作しまず。 

□ ドアを開< には、ブヴーび鳴 
るまでドア八ンドルを開方向 
に引く 

□ ドアを閉じるには、ブヴーび 
鳴るまでドア八ンドルを閉方 
向に引< 

開閉作動中、ドア八ンドルをを方 
向に操作すると、反転作動します。 
ただし、作動開始か5約1秒間は 
反転作動に切0かわ0ません。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


►パワースライドドアスイッチ 



スイッチを約]秒押し続ける 
開閉作動中に再度スイッチを押す 
と、反転作動します。 

ただし、作動開始から約1秒間は 
反転作動に切0かわ0ません。 


► ワイヤレス機能 
^ P . 23 


I パワースライドドアメインスイッチ（パワースライドドア装着車） 

パワースライドドア六インスイッチが ON のとき、スライドドアの自動 
開閉が可能にな0ます。 



DON 

スイッチ上部にオレンジ色のマーク 
が見えています。 

且 OFF 
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2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


(チャイルド プ□テクター* 


施綻側にずると、スライドドアび 
車内か5開かな< な0まず。 

お子さまび車内か日スライドドアを開 
け5れないよラにでをます。 


日知識 

■スライドド アイージーク□-ザー* 

スライドドアび半ドア状態になったとを、イージークローヴーび働を、スライ 
ドドアび自動で完全に閉まります。 

♦エンジンスイッチの位置に関係なく作動します。 

♦パワースライドドア装着車では、 パワースライ ドドアメインスイッチび OFF 
のとをでも作動します。 

♦車内や車外のドア八ンドルを引いたままドアを閉めたとさは、イージーク 
□ーヴーび作動しないことびあります。 

♦イージーク□ーヴーの作動中でち、車内または車外のドア八ンドルを引いて 
ドアを開けることびでをます。（ロックレバー、またはチャイルドプロテク 
ターび施錠側のとをを除く） 

■チャイルドプ□テクター M ま用時のドアの開けち 

ドアを解錠して車外のドア八ンドルを引くと開をます。 

スライド式 U ヤヴイドガラス装着車で、万一、車内から開ける場合は、 U ヤヴ 
イドガラスを開けて手を出し、車外のドア八ンドルを引いてください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




33 



























1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■パワースライドドアの作動を件（パワースライドドア装着車） 

パワースライドドアメインスイッチび ON で、なの作動条件をすべて満たして 

いるとをに、自動で開閉でをます。（エンジンスイッチの位置に関係なく使用で 

をます） 

♦スライドドアび解錠されているとを（開作動を除く） 

♦エンジンスイッチび "ON" のときは上記に加え、車速び 3km/h 未満かつ 
なのいずれかの条件を満たしていることび化要です。 

-シフトレバーび P のとを 
-バーキングブレーキびかかっているとを 
. ブレーキペダルを踏んでいるとを 

♦作動条件を満たしていても、エンジンスイッチび "ON" のとをは、ワイ 
ヤレス1」モコンで開閉することはでをません。 

■パワースライドドアの作動について（パワースライドドア装着ま） 

♦作動開始時にフヴーび鳴ります。また、閉作動中はフヴーび断続的に鳴ります。 

♦作動を件を満たしていないとをは、自動開閉でをません。（その場合、手動 
で開閉でをます） 

♦パワースライドドアの自動開閉中に、人や異物などにより異常を感知する 
と、ブヴーび鳴り、その位置から反転作動します（連続して2回異常を感知 
すると、ブヴーび鳴り、自動開閉でをなくなります）。ただし、自動で開け 
ているときに全開位置から約 20cm 手前の範囲で異常を感知した場合は、そ 
の位置で作動を停止します。その場合は、パワースライドドアメインスイッ 
チを OFF にし、スライドドアをいったん手動で全閉、または全開にしてか 
ら、操作し直してください。 

参パワースライドドアの自動開閉中に反転操作をすると、連続2回まで反転作 
動し、3回目は反転作動を停止します。その場合は、パワースライドドアメ 
インスイッチを OFF にし、スライドドアをいったん手動で全開、または全 
開にしてから、操作し直してください。 

■パワースライドドアを開けたままバッテリー端子を取りはずしたときは 

(パワースライドドア装着車） 

バッテ U —端子を再接続しても、パワースライドドアを自動開閉でをなくなり 

ます。その場合は、スライドドアを手動でいったん全開にすると、自動開閉び 

巧能になります。 
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■挟み込み防止機旨目（パワースライドドア装着車） 


スライドドアを自動で閉めているとをに、 
センサーび異物の挟み込みなどを感知する 
と、スライドドアび反転作動し、全開位置 
で自動停止します。 


■スライドドアステップライト 

スイッチを ON にしておくと、スライドドアまたはバックドアを開けたとさに 
点に[します 0 

noN 

且日 FF 




3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 



3已 


























1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 
■走行 中の警告 

走行中はなのことをお守りください。 

お守りいただかないと、思いもよらずドアび開を、がに巧げ出されるなどして、 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

•シー トベルトを必ず着用する 

♦すべての ドアを施錠する 

♦すべての ドアを確実に閉める 

♦走行 中は車内のドアノ、ンドルを操作しない 

参 お子さまを乗せるとさは、チャイルドプロテクターを使用してドアび開かない 
よラにする（チャイルドプロテクター装着車） 

■お 子さまを柔せているときは 

なのことを必ずお守りください。 

お守0いただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 

参 お子さまをま内に残さないでください。 

誤って閉じ込められた場合、熱射病などを引を起こすおそれびあります。 

♦お テさまにはスライドドアの開閉操作をさせないでください。 

不意にスライドドアび作動したり、閉めるとさに手•頭-首などを挟んだりす 
るおそれびあります。 
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2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■スライド ドアの操作にあたって 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

♦スライ ドドアを開閉するとをは、十分に周囲のま全を確かめてください。 

参 スライド式 U ヤヴイドガラスを開けた状態でスライドドアを開閉するときは、 
窓から手-足-顔などを出さないでください。（スライド式1」ヤヴイドガラス 
装着車） 

♦人び いるとをは、ま全を確認し動かすことを知らせる r 声かけ」をしてください。 

♦半開 状態ではスライドドアび静止しないため、必ず全開にして < ださい。傾斜 
地での停車時にドアび開いていると、突然動を出すおそれびあります。 

♦坂道では スライドドアの開開スピードび 
まくなります。ドアび体にあたったり挟 
んだりしないよ5、注意してください。 

♦下り坂での 停車時に乗り降りするとを 
は、スライドドアを全開にしておいてく 
ださい。また、途中でドア八ンドルを操 
作しないでください。ドアび突然動を出 
すおそれびあ D ます。 

♦スライド ドアを閉めるとさは、指などを 
挟まないよラ十分ま意してください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■スライド ドアイージーク□-ザー*について 

♦スライド ドアび半ドア状態になったとを、 
イージークローヴーび 働を自動で完全に 
閉まります。また、作動しはじめるまでに 
数砂かかります。指などを挟まないよラに 
ま意して < ださい。骨折など重大な傷害を 
受けるおそれびありを険です。 


♦パ ワースライドドア装着車では、パワースライドドアメインスイッチび OFF 
であってちイージークローヴーび作動するため、指などの挟み込みには十分を 
意してください。 

♦ □ックレバー、またはチャイルドプ□テクターび施錠側のとをは、イージー 
クローヴー作動中に車内のドア八ンドルを操作してち作動は停止しません。 
指などを挟まれないよラにま意して<ださい。骨折など重大な傷害を受ける 
おそれびあ〇を険です。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
















2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■パ ワースライドドアについて（パワースライドドア装着車） 

パワースライドドアの操作時は、なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害につなびるおそれびありを険です。 

• ドア八ンドルを使ってパワースライドドアを開閉するとをは、操作後すぐにド 
ア八ンドルから手を離してください。ドア八ンドルを握ったままスライドドア 
び作動すると、手•指' 腕などに無理な力びかかるおそれびあるので十分ま意 
してくださし、 

参 周辺のま全を確かめ、障害物びないか、身のまわりの品び挟み込まれるを険び 
ないか確認してください。 

♦人び いるとをは、作動させる前に安全を確認し、動かすことを巧らせる「声か 
け」をして<ださい。 

♦スライ ドドアび自動で開閉している途中でパワースライドドアメインスイッチ 
を OFF にしたり、作動条件（一 P. 34) び満たされなくなったりすると、ブ 
ヴーび鳴って作動び停止します。坂道などの傾斜地では、停止させたとを急に 
開いたり閉じたりするおそれびあるため、十分注意してください。 

♦傾斜した 場所では、開いたあとにドアび閉まる場合びあります。ドアは必ず全 
開で静止していることを確認してください。 

♦なのよ ラな場合、システムび異常と判断し自動作動び停止することびありま 
す。手動操作に切りかわり、急にスライドドアび閉まるなどして思わめ事故に 
つなびるおそれびあるため、十分にま意してください。 

-自動作動中、障害物に干渉したとを 

-エンジン停止時でバワースライドドアび自動作動しているとをに、エンジ 
ンスイッチを " ON" にしたりエンジンを始動したりして、バッテ U- 
電圧び急に化下したとを 

♦タイヤ 交換などをする際は、パワースライドドアメインスイッチを OFF にし 
て < ださい。 

OFF にしないと、いたずらや誤ってスイッチにふれたときにスライドドアび 
動を、指や手などを挟んでけびをするおそれびあります。 

♦チャイルド プロテクターを施錠側にしているとさは、パワースライドドアの誤 
操作防止のため、パワースライドドアメインスイツチを OFF にしてくださし、。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■挟み &み防止機旨目（パワースライドドア装着車） 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害につなびるおそれびありを険です。 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させよラとして、体の一部を挟んだりしないで 
<ださい。 

参 挟み込み防止機能は、スライドドアび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動し 
ない場合びあります。指などを挟まないよラにま意してください。 

♦挟み込み 防止機能は、挟まれるちののお状や挟まれちによっては作動しない場 
合びあります。指などを挟まないよラにま意してください。 


40 





2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■スライド ドアについて 

♦スライ ドドアを開閉する前に、運転者はスライドドアびま全に開閉でさるよラ 
にま外および車内のスライドドア付近の状態を必ず確認してください。 

♦スライド ドアの U ヤステップ下のロー 
ラー滑走面に、石などの異物び入り込まな 
いよラにミ主意してください。異物び入り 
込んだままスライドドアを開閉すると、 
スライドドアの故障の原因になります。 


■スライド ドアイージーク□-ザー*について 

♦イー ジーク□ーヴーの作動中は無理な力をかけないでください。 

参 ドアの開け閉めを短時間にくり返すとイージーク□ーヴーび作動しないこと 
びあります。この場合、一度ドアを開け、少し時間をおいてから閉め直すと作 
動します。 

■パ ワースライドドアのセンサーについて（パワースライドドア装着車） 

センサーを刃物などの鋭利なちので傷付け 
ないよラま意してください。センサーび切 
断されると自動で閉めることびでさな<な 
ります。 




:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


A ま意 
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?. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ツクドア 


バックドアは巧の方法で施綻-解錠、および開けることびできまず。 


■バックドアの施錠•解錠 

► ワイヤレス機能 
一 P' 23 

► ドア□ックスイッチ 
一 P' 26 

►キー 



► □ックレバー 



□ ドアを施錠ずる 
□ ドアを解錠ずる 


□ ドアを施錠ずる 
□ ドアを解錠ずる 

車外か5施錠するとをは、□ック 
レバーを施綻側にしてバックドア 
を閉じます。 



































2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


バックドア八ンドルを引いたま 
ま、バックドアを持ち上げる 


バックドア八ンドルをちにまね 
して、バックドアを押し上げる 


曰知識 


バックドアを閉めるとさは、ノ（ックドアス 
トラップを持ってバックドアを引を下げ、 
必ず外から押して閉めてください。 


■バックドアストラップ 



■バックドアを開けるには 
►バックドア八ンドル佳外) 



►バックドアハンドル（車内) 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 
■走行 中の警告 

♦走行 中はバックドアを閉じてください。 

開けたまま走行すると、バックドアび車外のちのにあたったり荷物び巧げ出さ 
れたりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死 t につなびるおそれびあ 
りを険です。走行する前に化ずバックドアび閉まっていることを確認してくだ 
さい。 

♦走行 前にバックドアび完全に閉まっていることを確認してください。 

バックドアび完全に閉まっていないと、走行中にバックドアび突然開を、思わ 
め事故につなびるおそれびありを険です。 

♦ラゲージス ペース、またはシートを スペース アップした場所X’には、絶対に人 
を柔せて走行しないでください。 

急ブレーキをかけたとをや衝突したとをなどに、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦走行 中は車内のドア八ンドルを操作しないでください。 

バックドアび開を車がに放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の 
場合死 t につなびるおそれびあります。 

※スペースアップシート装着車のみ 

■おモ さまを柔せているときは 

なのことを化ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 

参 ラゲージスペース、またはシートをスペースアップした場所*でおテさまを遊 
ばせないで < ださい。 

誤って閉じ込められた場合、熱射病などを引を起こすおそれびあります。 

• おテさまにはバックドアの開閉操作をさせないでください。 

不意にバックドアび作動したり、閉めるときに手•頭-首などを挟んだりする 
おそれびあります。 

^スペースアップシート装着車のみ 
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2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■バック ドアの操作にあたって 

なのことを必ずお守りください。 

お守0いただかないと、体を挟むなどして重大な傷害につなびるおそれびあり 
を険です。 

♦バック ドアを開ける前に、バックドアに貼り付いた雪や氷などの重量物を取り 
除いてください。開いたあとに重みでバックドアび落下するおそれびあります。 

♦バック ドアを開閉するとをは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

♦人び いるとをは、ま全を確認し動かすことを知らせる r 声かけ」をしてください。 

参 強風時の開閉には十分注意してください。 

バ'ックドアび風にあおられ、勢いよく開いたり開じたりするおそれびあります。 

♦半開 状態で使用すると、バックドアび落ち 
て重大な傷害を受けるおそれびあります。 
特に傾斜地では、平坦な場所よりちバック 
ドアの開閉びしにくく、急にバックドアび 
開いた0閉じた0するおそれびあります。 
必ずバックドアび全開で静止しているこ 
とを確認して使巧してください。 

♦バック ドアを閉めるとさは、指などを挟 
まないよラ十分ま意してください。 

♦バック ドアは化ず外から軽く押して閉め 
てください。バックドアストラップで直 
接バックドアを閉めると、手や腕を挟む 
おそれびあります。 


♦バック ドアダンパーステーを持ってバックドアを閉めたり、ぶら下びったりし 
ないで < ださい。 

手を挟んだり、バックドアダンパーステーび破損したりして、思わめ事故につ 
なびるおそれびあ0を険です。 

参 バックドアにトヨタ純正品!;(がのアクセヴ U —用品を取り付けないでくださ 
しんパックドアの重量び重くなると、開いたあとに落ちるおそれびあります。 





4已 






















1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


心ち 意 


■ダン パーステーについて 

バックドアにはバックドアを支えるためのダンパーステーび取り付けられてい 
ます。ダンパーステーの損傷や作動不良を防ぐためなのことをお守り <ださい。 



♦ビニール 片'ステッカー-粘着材などの 
異物をステーの□ッド部（棒部）に付着 
させない 

♦ロッ ド部を軍手などでふれない 

♦バック ドアにトヨタ純正品し U がのアクセ 
ヴ U —用品を付けない 

♦ステ ーに手をかけたり、横ち向に力をか 
けたりしない 


■バック ドアを操作ずるときは 


車内のドア八ンドルや、バックドアの下端に付いている□ック部品などをつか 
んで、バックドアを操作しないでください。ドア八ンドルや□ック部品などび 
破損するおそれびあります。 
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1-3. シート•八ンドル-ミラーの調整のしかた 

フロントシート 



□ 前後位置調整 X ’ 

□ U クライニング調整 

* 助手席は車種によ0固定式にな 
ります。また、シートの意匠は車 
種によ0異なります。 


A 警告 

■ リクライニング調舊について 

♦背ち たれは必要し U 上に倒さないで<ださい。 

必要しツ上に倒しすざると、事故のとをに体びシートベルトの下にちぐり、腹 
部などに強い圧迫を受けたり肩部べルトび首にかかるなどして、重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ D ます。 

♦シート 調整後は、シートびをちんと固定されていることを確認してください。 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 

U ヤシ-卜 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 














1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


スぺースアップシート S 


■スペースアップずるとをは 

因画田車を安全な場所に駐車し、パーキングブレーキを確実にかける 





へッドレストを取りはずず 

解除ボタンを巧しなび日へッドレス 
卜を引を上げます。 （^ P . 巳 3) 


レバーを引いて背をたれを前に 
倒ず 


□ック解除レノ（一を動かしてシー 
卜脚部の□ックを解除し、シート 
全体を窓側に起こず 

シートを起こしたあとは、手でしっか 
りと支えてください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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-3. シート-八ンドル-云ラーの調整のしかた 




シート脚部を折りたたむ 


シート固定バンドを取り出ず 
プレートを手前に引いて、固定バンド 
を取り出します。 


プレートをフックに掛けてから、 
バンドの端を引いてたるみをなく 
し、シートを確実に固定ずる 

バンドの端をマジックテープで確実 
に固定しまず。 

シートを軽くゆさぶり、確実に固定さ 
れていることを確認してください。 


■ちとにをどずとさは 

スペースアップしたとさと逆の手順で操作を行いまず。 


已〇 












































































1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


口知識 

■ スぺ ースア ップシート * について 

前倒しから起こした状態で、レノ（一を前側に引をなびら後ちに倒すと、背ちた 
れを3段階ラしろに倒すことびでをます。 


A 警告 

■シー ト調舊について 

♦背ち たれはお要し:!上に倒さないで < ださい。 

必要しツ上に倒しすざると、事故のとをに体びシートベルトの下にちぐり、腹部 
などに強い圧迫を受けたり肩部ベルトび首にかかるなどして、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦シート 調整後は、シートびをちんと固定されていることを確認してください。 

■ スぺースアップシート * について 

スペースアップシートを操作するとをは、なのことをお守りください。 
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 

♦走行 中に操作をしない 

♦平坦な 場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトレバーを P にする 
♦操作 中は、可動部や結合部に手足を挟まないよラにま意する 
♦お テさまに操作させない 

• スペースアップして広げた場所に人を乗せて走行しない 
♦スペース アップして広げた場所にお子さまび入らないよラま意する 

♦スペース アップ操作をしたあとは、シートを軽くゆさぶり確実に固定されてい 
ることを確認する 


* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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-3. シート-八ンドル-云ラーの調整のしかた 


A 警告 

■ス ぺースアップシート * をもとにちどしたあとは 

次のことを必ずお守りください。お守りいただかないと、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場含死 t につながるおそれがあります。 

♦シートを 前後-上下に輕くゆさぶり、確実に固定する 
♦シートベルトを 挟み込まないよラにする 
♦へッ ドレストをもとどおりに取り付ける 


已2 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 






□ 上がる 
曰下がる 

下げるときは、解除ボタンを押し 
なびら操作しまず。 


曰知識 


■へッドレストを取りはずずとさは 



■へッドレストの高さについて 


解除ボタンを押しながら取りはずします。 



必ずへッドレストの中むが両耳のいちばん 
上のあたりになるよう調整して<ださい。 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 


1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 

調整式ヘッドレスト* 


運転する前に 
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-3. シート-八ンドル-云ラーの調整のしかた 


A 警告 

■へッ ドレストについて 

なのことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦へッ ドレストは、それぞれのシート専用のちのを使用する 
参へ ッドレストを正しい位置に調整する 

♦へッ ドレストを調整したあとは、固定されていることを確認する 
♦へッ ドレストをはずしたまま走行しない 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 

シー トベルト 


走行前にずベての柔員は必ずシートベルトを正しく着巧してください。 


• 肩部べルトを肩に十分かける 

首にかかった0、肩からはずれな 
いよラにして < ださい。 

• 腰部べルトを必ず腰骨のでき 
るだけほい位置に密着させる 

♦背ちたれを調整し、上体を起 
こし、深く腰かけて座る 

• ねじれびないよラにずる 

n ベルトを固定ずるには、"力 
チッ"と音びずるまでプレー 
卜をバックルに挿し込む 
曰ベルトを解除ずるには、解除 
ポタンを巧ず 


トベルトプリテンシ ヨナー （フ□ントシートベルト) 


前方か5強い衝撃を受けたとき、 
シートベルトを引を込むことで適 
切な乗員拘束効果を確保しまず。 

前方か日の衝撃び弱いとをや、横やラ 
しろか日の衝撃、横転のとをは通常は 
作動しません。 



正しく着用するには 



着けち-はずしち 
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-3. シート-八ンドル-云ラーの調整のしかた 


曰知識 

■緊急時シートベルト固定機構 

急停止や衝撃びあったとをベルトび□ックされます。急に体を前に倒したり、 
シートベルトをすばやく引を出しても□ックする場合びあります。一度ベルトを 
巻をちどし、ゆっくり動かせば、ベルトを引を出すことびでをます。 

■巧娠中の女性の場合 



医師にま意事項を確認の上、必ず正し<着 
用してください。（一 P . 已已） 

巧娠中のちち、通常の着用のしかたと同じ 
よラに、腰部ベルトび腰骨のでをるだけ低 
い位置にかかるよラにお腹のふくらみの下 
に着用してください。また、肩部ベルトは 
確実に肩を通し、お腹のふくらみを避けて 
胸部にかかるよラに着用してください。 

ベルトを正しく着用していないと、衝突し 
たとをなどに、母体だけでなく胎おまでび 
重大な傷害を受けた0、最悪の場合死じに 
つなびるおそれびあ0ます。 


■疾患のあるちの場合 

医師にミ主意事項を確認の上、必ず正しく着用してください。 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


■お子さまのシートベルトの使いち 

この車の シー ト ベル ト は、シー ト ベル トを装着するのに十分な、大人の体格を 
持った人用に設計されています。 

♦シートベルトび正しい位置で着用でをないルさなお子さまの場合は、おテさ 
まの体に合ったチャイルドシートを使用してください。（一 P . 101) 

♦シートベルトび正しい位置で着用できるお子さまの場合は、シートベルトの 
着用のしかたに従ってください。（一 P . 已已） 

■ シートベルトプリテンシヨナーについて 

シートベルトプ1」テンシヨナーは、一度しか作動しません。玉まを衝突などで 
連続して衝撃を受けた場合でち、一度作動したあとは、その後の衝突では作動 
しません。 
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-3. シート-八ンドル-云ラーの調整のしかた 


A 警告 

急ブレーキや事故の際のけびを避けるため、なのことを必ずお守りください。 
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

■シー トベルトの着用について 

♦全員び シートベルトを着用する 
♦シートベルトを 正しく着用する 

♦シー トベルトは一組につを一人で使用する 
お子さまでち一組のベルトを複数の人で使用しない 

♦お テさまは U ヤシートに座らせる 

♦背ち たれはお要し U 上に倒さない 
上体を起こし、シートに深く座る 

♦肩部べ ルトを腕の下に通して着用しない 

♦腰部 ベルトはでさるだけない位置に密着させ着用する 

♦シー トベルト八ンガーにかかった状態で 
シートベルトを使用しない 


■お 子さまを柔せるときは 

おテさまをシートベルトで遊ばせないでください。万一べルトび首に巻を付い 
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

誤ってそのよラになってしまい、バックルちはずせない場合は、八ヴ=などで 
シートベルトを切断してください。 
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-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■シー トベルトの損傷-故障について 

♦ベル トやプレート 'バックルなどは、シートやドアに挟むなどして損傷しない 
よラにしてください。 

♦シー トベルトび損傷したときは、シートベルトを修理するまでシートは使用し 
ないでください。 

♦プレートび バックルに確実に挿し込まれているか、シートベルトびねじれてい 
ないかを確認して < ださい。ラまく挿し込めない場合はただちにトヨタ販売店 
に連絡してください。 

♦ちし 重大な事故にあったとさは、明らかな損傷び見られない場合でち、シー 
卜.シートベルトを交換してください。 

参プ U テンシヨナー付シートベルトの取り付けや取りはずし.分解.廃棄など 
は、トヨタ販売店！;(がでしないでください。 

不適切に扱ラと、正常に作動しなくなり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ0ます。 

■プリ テンシヨナー付シートベルトについて 

シートベルトプ1」テンシヨナーび作動すると 、 SR S エアバッグ/プ U テンシヨ 
ナー警告なび点なします。その場合はシートベルトを再使用することびでさな 
し、ため、 必ずトヨタ販売店で交換してください。 
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1-3. シート-バンドル-ミラーの調整のしかた 

八ンドル 


A ンドル位置を運転しやずいように調壁できまず。 



ITI13E054 


八ンドルを持ち、レノ（一を下げる 


八ンドルを上下に動かし、適切 
な位置にずる 

位置びミ夹定した5、レバーを上げ 
て八ンドルを固定してください。 


A 警告 
■走行 中の警告 

走行中は八ンドル位置の調整をしないで<ださい。 

運転を誤0、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0 
ます。 

■/\ン ドル位置を調舊したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと八ンドルの位置び突然かわり、思わめ事故につなびり、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死こにつなびるおそれびあります。 
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1-3. シート-バンドル-ミラーの調整のしかた 

インナー5ラー 


座った姿勢に合わせて、後方を十分に確認できるよラにミラーの位置 
を調壁ずることができまず。 


[上下調壁のしかた 



インナー S ラー本体を持って、上 
下方向に調整ずる 


I 防眩機能 

► 手動防に S ラー 

レバーを操作ずることで、後続車のへッドランプによる反射光を減少 
させます。 


□ 通常使巧時 
曰防眩時 
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-3. シート-八ンドル-云ラーの調整のしかた 


► 自動防眩三ラー 

後続車のへッドランプのまぶしさに応じて反射光を自動的に減少さ 
せます。 



自動防眩機能の切り替え ON/ 日 FF 
ON のとさはインジケーターび点灯 
します。 

エンジンスイッチを " ON " にした 
ときは、ミラーは常に自動防腔機能び 
ON になっています。 

ボタンを押すと OFF にな0インジ 
ケーターび消灯します。 


曰知識 

■センサーの誤動作防止（自動防眩 S ラー装着車) 



センサーの誤操作を防ぐため、センサーに 
みれたり、センサーを覆ったりしないでく 
ださい。 


A 警告 


■運転 中の警告 

運転中は=ラーの調整をしないでください。 

運転を誤って、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
0ます。 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 

アウター5ラー 


マニュアルタイプ 



S ラー全体を手で動かして調整 
ずる 

調整後は運転席に座って、後ちお 
認び十分でをることを確認してく 
ださい。 


電動タイプ 

スイッチで鏡面の角度調整をします。 



調整ずるミラーを選ぶには、ス 
イッチを巧ず 

□左 
0ち 


ミラーの鏡面を調整ずるには、 
スイッチを巧ず 

n 上 
0ち 
且下 
n 左 
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1-3. シート.八ンドル.云ラーの調整のしかた 


I アウタ ー S ラーを}各納ずるとさは 

► マニュアルタイプ 



運転席側：手で後方に押して格納 
する 




助手席側：手で前方に押して格納 
する 


ボタンを巧してアウター S ラーを 
格納ずる 

□ 格納状態 

曰復帰状態 

もう一度巧すと、ちとの位置にもど0 
ます。 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


曰知識 

■アウター S ラーの作動を件（電動アウター S ラー装着車) 

エンジンスイッチび " ACC " または" ON " のとを 


A 警告 

■走行して いるとさは 

走行中は;欠のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、運転を誤って重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t 
につなびるおそれびあります。 

♦5 ラーの調整をしない 
• S ラーを格納したまま走らない 

走行前に必ず、運転席側および助手席側の=ラーをちとの位置にちどして、 
正しく調整する 

■ S ラーび動いているとをは（電動アウタ ー S ラー装着車） 

手をふれないでください。 

手を挟んでけびや、5ラーの故障などの原因になるおそれびあ0ます。 



呂已 







1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 

巧助ミラー 


■ フ□ントアンダー= ラー 

発進時またはご < 1を速時に、車両前面を確認ずるとさに役立ちまず。 
► 電動アウター S ラー非装着車 




後退時の視界確保に貢献しまず。 



S ラー全体を手で動かして調整 
する 

調整後は運転席に座って、後方確 
認び十分でをることを確認してく 
ださい。 

^車種にょ〇形状び異な〇ます。 
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A ま意 

■補助 5ラーについて 

♦補助 5ラーの鏡面部に巧れび付着しているとをは、やわらかい巧などを使用し 
てミちれをふさ取ってください。 

♦車両 直前 • 直左部や後方の確認は直接確認するか、インナー5ラー.アウター 
5ラーなどち併用し十分ま意して行ってください。 


-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 
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1-4. ドアガラス-スライド式リヤサイドガラスの開け方、閉め方 

パワーウインドウ 


スイッチでドアガラス（運転席•助手席）を開閉できまず。 

スイッチを操作して、ドアガラスをなのよラに動かしまず。 



□ 閉める 

B 自動全閉（運転席のみ） X ’ 

B 開ける 

□ 自動全開（運転席のみ） X ’ 

* 途中で停止するとをは、スイッチを 
反対側へ操作します。 


I ウインドウ□ックスイッチ 



スイツチを巧ずと、目力手席のドアガ 
ラスび作動不可になりまず。 

お子さまび誤ってドアガラスを開閉 
することを防止できます。 
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1-4. ドアガラス-スライド式リヤサイドガラスの開け方、閉めち 


曰知識 
■作動を件 

エンジンスイッチび " ON " のとを 

■エンジン OFF をの作動（運転席ドアガラスのみ） 

エンジンスイッチを " ACC " または " LOCK " にしたあとでも、約4已秒間 
はドアガラスを開閉でをます。ただし、そのあいだに運転席ドアを開閉すると 
作動しなくなります。 

■挟み込み防止機旨目（運面席ドアガラスのみ） 

ドアガラスを閉めているとをに、窓砕とドアガラスのあいだに異物び挟まると、 
作動び停止し、少し開をます。 

■バッテリーを再接続したとさは 

運転席ドアガラスの自動開閉や挟み込み防止機能などび作動しな<なります。 
パワーウインドウを適切に作動させるために、下記の初期設定を行ってください。 

feiril 11半分まで運転席のドアガラスを開ける 

feifrfi 21スイッチを弓 I を上げて運転席のドアガラスを全開し、そのままスイッチ 
を1秒間な持する 

初期設定び完了すると、スイッチ上の " AUTO " の文字び点滅から点なにかわ 
ります。 
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1-4. ドアガラス-スライド式リヤサイドガラスの開けち、閉めち 


A 警告 

■ ドアガラスを開閉ずるとをは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

• ドアガラスを開閉するとをは、柔員の手- 
腕 •頭- 首などを挟んだり巻を込んだり 
しないよラにしてください。特にお子さ 
まへは手などを出さないよラ声かけをし 
て < ださい。 

♦お 子さまには、ドアガラスの操作をさせ 
ないでください。 

ドアガラスに挟まれたり巻を込まれたり 
するおそれびあ0ます。 

■挟み &み防止機旨目（運転席ドアガラスのみ） 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、柔員の手•腕•頭-首などを挟ん 
だりしないで < ださい。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それび友0ます。 

参 挟み込み防止機能は、ドアガラスび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな 
い場合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを引を続けた状態で 
は作動しません。指などを挟まないよラにま意して < ださい。重大な傷害を受 
けるおそれびあ〇を険です。 



A ま意 

■ ドアガラスを開閉ずるとさは 

なのことをお守りください。 

•運転席 スイッチと助手席のスイッチを同時に逆ち向に動かさない 
• ドアガラスの全開-全閉後に同じち向にスイッチを押し続けない 
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1-4. ドアガラス-スライド式リヤサイドガラスの開けち、閉め方 

スライド式リヤサイドガラス* 



開けるとさは、ノブを押して 
□ックをはずし、ガラスをスラ 
イドさせる 

閉めるときは、"カチッ"と音びす 
るまでガラスをスライドさせ、巧 
実に□ツクされたことを確認して 
<ださい。 


A 警告 

■スライ ド式リヤサイドガラスを開閉ずるときは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦ U ヤヴイドガラスを開閉するとをは、乗員の手' 腕' 頭-首などを挟んだ D 
卷を込んだりしないよラにしてください。特におテさまへは手などを出さな 
いよラ声かけをしてください。 

♦お テさまには、 U ヤヴイドガラスの操作をさせないでください。 

U ヤヴイドガラスに挟まれたり巻を込まれたりするおそれびあります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

















1-5 .給油のしかた 

給油□の開け方 


巧の手順で給油□を開けてくださし、。 


■ 給油する前に 

ずべてのドアとドアガラスを閉め、エンジンスイッチを " LOCK 
にして < ださい。 




キャップをゆつ<りまわして開 
ける 



キャップを八ンガーにかける 
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-已.給油のしかた 


■給油□のキャップを閉めるとさは 

キャップを"カチッ"と音びずる 
までまねして閉める 

手を離すと、キャップびを方向にみし 
ちど0ます。 


曰知識 

■燃料の種類 
無鉛レギュラーガソ U ン 

■エタノール混合燃料について 

エタノール混合燃料（エタノールの混合率3%しツ下、含酸素化合物の含酸素率 
1.3%し U 下）ち使用することびでをます。 

■燃料タンク容量（参考値） 

70 L 
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-已.給油のしかた 


A 警告 
■給油に ついて 

給油するとさは;欠のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦ボデ ーなどの金属部分にふれて体の静電気を除まする 
除ましないと放電による乂巧で燃料に引火するおそれびあります。 

♦キャップを ゆるめたとさに、"シュー’’といラ音びする場合は、その音び止まっ 
てからゆっ<0開ける 

キャップを開けるときは、キャップのツマミ部分を持ち、ゆっくりと開けます。 
ゆっくりと開けないと気温び高いとをなどに、給油□から燃料び噴を返すお 
それび友0ます。 

♦給 ミ由□に、静電気を除去していない人を近付けない 

♦気化した 燃料を吸わないよラにする 
燃料の成分には、有害物質を含んでいるちのちあ0ます。 

♦喫煙し ない 

引火して火災を弓 I を起こすおそれびあります。 

参 車内にちどったり、静電気を除ましていない人や帯電しているちのにふれない 
再び帯電する可能性びあります。 

■給油 時のを意 

♦給 ミ由するとをは給油□にノズルを確実に挿入してください。 

ノズルを浮かして継ざ足し給油を行ラと、オートストップび作動せず、燃料び 
こぼれる場合びあります。 

♦正常に 給ミ由でをない場合は、スタンドの係員を呼んで指示に従ってください。 

■キャップ 交換時の警告 

トヨタ純正品し U 外のキャップを使用しないでください。 

純正品を使わないと火災などを引を起こし、その結果重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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-已.給油のしかた 


A ま意 

■給油ず るとをは 

指定のガソ U ン-置ミ由を使巧してください。 

指定し U 外のガソ1」ンや他の燃料（粗悪ガソ1」ン' 軽ミ由-打油-高濃度アルコー 
ル含有燃料）を使用したり、燃料をこぼした D しないでください。 

なのよラな状態になるおそれびあります。 

♦エン ジンの始動性び悪くなる 
参 ノッキングび発生する 
参 エンジン出力び低下する 
♦排気 制御システムび正常に機能しない 
♦燃料 系部品び損傷する 
♦塗装び 損傷する 
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1- 已.盜難防止システム 

エンジンイモビライザーシステム 


キーに信号発信機が内蔵してあり、あ5かじめ登録されたキーじ(外で 
はエンジンを始動でさません。 

車両か5離れる場合は、車内にキーを残さないでください。 


キーをエンジンスィッチから 
抜くと、システムの作動を知ら 
せるためにインジケーターび点 
滅しまず。 

登録されたマスターキー、または 
サブキーをエンジンスイッチに 
挿し込むとシステムび解除され、 
インジケーターび消なします。 



白知識 

■メンテナンスについて 

エンジンイモビライヴーシステムのメンテナンスは不要です。 

■システムが正常に作動しないとを 

♦キーび金属製のちのに接したり、覆われているとを 

♦キーび他の車両のセキュ U ティシステム巧キー（信号発信機内蔵キー）と重 
なつているとさや接近しているとを 


A ま意 

■エンジン イモビライザーシステムを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。 
システムび正常に作動しないおそれびあります。 


7已 






















1-7 .ま全にお使いいただくために 

正しい運起を勢 


:欠の条件に合った正しい姿勢で運転してください。 

n まっすぐ座り、背をたれから 
背を離さない（一 P . 47) 

B シートをペダルび十分に踏み 
込めるよラなシート位置にず 
る （一 P . 47) 

□ 各装置び操作しやずい背をた 
れの角度にずる（一 P . 47) 
□ SRS エアバッグび自分の陶の 
方へ向くよラな八ンドルの位 
置にする（一 P . 60) 

且へッドレストの中央び耳のい 
ちばん上のあた0になるよラ 
にずる※（一 P . 已 3) 

B シートベルトび正しく着用で 
きる（一 P . 已已） 

&調整式へッドレストのみ 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■走行 中は 

♦走行 中は運転席の調整をしないで < ださい。 

運転を誤るおそれびあります。 

♦背 もたれと背のあいだにクッシヨンなどを入れないでください。 

正しい運転姿勢びとれないばかりか、衝突したとを、シートベルトやヘッド 
レストなどの効果び十分に発揮されずに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死!::につなびるおそれびあ0ます。 

♦フ □ントシートの下にちのを置かないでください。* 

ちのび挟まるとシートび固定されず、思わめ事故の原因になって、重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。また、調整機構の 
故障の原因にな0ます。 

前後位置び固定式のシートを除く 

■シー トを調整ずるときは 

♦同乗者び シートにあたってけびをしないよラにま意してください。 

♦シートの 下や動いている部分に手を近付けないでください。 

指や手を挟み、重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグは柔員に重大なを害びおよぶよラな強い衝撃を受け 
たときにふく 5み、シートベルトが体を拘束ずる働きと併せて乗員へ 
の衝撃を緩和させまず。 



n 運転席 SRS エアバッグ 

(運転者の頭や陶などへの衝撃を緩和) 


0 目力手席 SRS エアバッグ 

(目力手席乗員の頭や胸などへの衝撃を緩和) 
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曰知識 

■ SRS エアバッグび展開ずると 

• SRS エアバッグとの接触により、巧撲やすり傷などを受けることびあります。 
•作動音と共に白いガスび発生します。 

♦エアバッグモジュールの各部品（八ンドルの八ブ.エアバッグカバ— r ン 
フレーター）び数分間熱くなることびあります。エアバッグそのちのち熱く 
なります。 

♦フロントウインドウガラスび破損することびあります。 

■ SRS エアバッグび作動ずるとを 

• SRS エアバッグは、衝撃の強さび設定値（移動ち変おもしない固定された壁 
に、車速約20〜30 km / h の速度で正面衝突した場合の衝撃の強さに相当 
する値）し iLh の場合に作動します。 

-駐車している車や標識のよラな衝撃によって移動や変形するちのに衝突 
した場合 

-もぐり込むような衝撃の場合（例えば、車両前部びもぐり込む、下に入り 
込む、トラックの下敷をになるなど） 

♦衝突を件によってはシートベルトプ U テンシヨナーのみ作動する場合びあ 
ります。 


■衝突がで作動ずるとき 

なのような状況で、車両下部に強い衝撃を受けたときも、 SRS エアバッグび作動 
する場合びあります。 



♦縁石や歩道の端など、固いちのにぶつ 
かったとを 

♦深い穴や溝に落ちたり、乗りこえたとを 

♦ジャンプして地面にぶつかったり、道路 
から落下したとを 
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■ SRS エアバッグが作動しないとさ 

SRS エアバッグは、側面や後方からの衝撃-横転または低速での前方からの 
衝撃では、通常作動しません。ただし、それらの衝撃び前方への減速を十分に引 
を起こす場合には、 SRS エアバッグび作動することびあります。 



♦側面からの衝突 
♦後ちからの衝突 
♦横転 


-7. 安全にお使いいただ<ために 
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-7. 安全にお使いいただくために 


■ トヨタ販売店に連絡が必要な場合 

なのよラな場合には、でさるだけ早くトヨタ販売店へご連絡ください。 
♦いずれかの SRS エアバッグびふくらんだとを 




• SRS エアノ（ッグはふくらまなかったび、事 
故で車両の前部を衝突したとを、または破 
損-変あなどびあるとを 


♦八ンドルのパッド部分.ダッシュボード 
の助手席 SRS エアバッグ付近び傷付い 
たり、ひび割れたり、その他の損傷を受 
けたとを 
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A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦運転者と 柔員すべてびシートベルトを正しく着用してください。 

SRS エアバッグはシートベルトを補助するためのものです。 

♦助手席 SRS エアバッグは強い力でふくらむため、特に乗員びエアバッグに 
近付をすざると、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。乗員び SRS エアバッグのふくらむ場所に近い場合は特にを険で 
す。シートの背もたれを調整して、シートをでさるだけ SRS エアバッグから 
離し、まっすぐに座ってください。 

♦お テさまびシートにしっかり座っていないと、 SRS エアバッグのふくらむ衝 
撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
おモさまびルさくてシートベルトを使用できないときは、チャイルドシートで 
しっかり固定してください。 

参 シートの縁に座ったり、ダッシュボード 
にちたれかかったりしない 



-7. 巧全にお使いいただ<ために 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


■ SRS エアバッグについて 



♦お テさまを助手席 SRS エアバッグの前に 
立たせたり、ひざの上に抱いたりしない 

♦運転者 および助手席乗員は、ひざの上に 
何ち持たない 


♦ダッ シュボード•八ンド V レのパッド部分な 
どには何も取り付けたり、置いたりしない 


♦ SRS エアバッグシステム構成部品の周辺は、強<たた<など過度の力を加え 
ないで < ださい。 

SRS エアバッグが正常に作動しなくなるおそれがあります。 

♦ SRS エアバッグがふ< らんだ直後は、構成部品が熱<なっているため、ふれ 
ないで < ださい。 

♦ SRS エアバッグがふくらんだあとに、もし呼吸が苦しく感じたら、ドアや 
ドアガラスを開けて空気を入れるか、安全を確認して車外に出て<ださい。 
皮膚の炎症を防ぐため、残留物はでさるだけ早<洗い流して<ださい。 

♦ SRS エアバッグが収納されているパッド部に傷が付いていたり、ひび割れが 
あるとをは、そのまま使用せずトヨタ販売店で交換して<ださい。 


84 
























A 警告 

■改造- 廃棄について 

トヨタ販売店への相談なしに、なの改造-廃棄をしないで<ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして、重大な 
傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

• SRS エアバッグの取りはずし-取り付け.分解.修理 

♦八ン ドル-インストルメントパネル-ダッシュボード周辺の修理-取りはず 
し-改造 

♦フ □ントフエンダー-フ□ントバンパーなどの修理-改造 

•グ U ルガード（ブルバー-カンガルーバーなど）-除雪装置-ウインチなどの 
取り付け 

♦サスペンションの 改造 

♦ CD プレーヤー-無線機などの電化製品の取り付け 


-7. 巧全にお使いいただ<ために 
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1- ス安全にお使いいただくために 

子供き用シート 


子供専用シートの固定機構を使巧して、子供専用シートを固定ずるこ 
とがでさまず。 


I 知っておいていたださたいこと 


• おモさまの年齢や体格に合わせて、適切なモ供専巧シートをお選び< 
ださい。 

• モ供専用シートの取り付け方法および取りはずし方は、それぞれのモ 
供専用シートに付属の取り扱い説明書をお読みください。 

• この車は2006年10月1曰施行の保安基準に適合した IS 0 FIX 対応 
チャイルドシート固定専用バーを標準装備していまず。 


I 子供専用シートの適合性一覧表について 

■ 質量グループについて 

ECE R 44 の基準に適合ずるモ供専用シートはおモさまの体重によ 
0次の5種類に分類されまず。 

グループ 0 :1 0 kg まで 

グルー プが ： 1 3 kg まで 
グループ I : 9 ~1 8 kg 
グループ n :] 已〜 25 kg 
グループ in : 22 〜 36 k 邑 

この本では代表的な;欠の3種類の子供専用シートをシートベルトで固定 
する方法を紹介します。 

《 ECE R 44 は、子供専用シートに関する国際法規です。 

■サイズ等級、固定具について 

モ供専用シートに表おされる分類記号と、それにとをなラ取り付け器 
具の記号にな0まず。 
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► ベビーシ _ 



ECE R 44 基準のグループ0、が 
に相当 


チヤイルドシート 



ECE R 44 基準のグループ0 +、I 
にホ目当 



ECER 44 基準のグループ n 、 の 
に相当 


-7. 巧全にお使いいただ<ために 
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-7. 安全にお使いいただくために 


1シート位置別モ供専用シート適合性一覧表（シートベルトでの取り付け) 


GL 政が 


着席位置（または他の場所） 


フ□ント 
シート 


U ヤシート 


1列目シート 


2列目シート 


3列目シート 


質量 
グループ 


0 

(10 k 呂 X 

まで） 


L1 


L1 


L1 


L1 


L1 


L1 


L1 


L1 


が 

(13 k 旨 X 

まで） 


L1 


L1 


L1 


L1 


L1 


L1 


L1 


L1 


(目〜 

18 kg ) 


前向さ 
UF* 1 


ラしろ 
向を X 


L2 文 


L 2^ 


L 2^ 


L 2^ 


L 2^ 


L 2^ 


L2: 


L2: 


(1 己〜 UF 
25 kg ) 




L3, 


L3, 


L 3^ 


L3 ※ と 3 


L3 


《 2.3 


L3 ※ と 3 


L3 ※ と 3 


L3 ※ と 3 


m 

(22 - UF&1 
36 kg ) 


L3 


《吕,3 


L3 


《2,3 


L3 


《吕,3 


L 3^ 


L3 


《2,3 


L3 


《2,3 


L3 


《2,3 


L3 


《2,3 


助手席側 


内側 

運転席側—— 

窓側 


助手席側 


内側 

運転席側—— 

窓側 


助手席側 


運転席側 


助手席 
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♦ 表に記入する文字の説明 

UF :この質量グループでの使用を許可されたミ凡用（ユニバーサル）カテコ'リーの前 
向を子供専用シートに適しています。 

L 1 :この質量グループでの使用を許可された「トヨタ純正 NEO G - Child に日 baby 」、 
「トヨタ純正 NEO G - Child に日 tether 」 に適しています。 

L 2 :この質量グループでの使用を許可された 

「トヨタ純正 NEO G - Child に日 tether 」 に適しています。 

L 3 :この質量グループでの使用を許可された「トヨタ純正ジュニアシート」に適し 
ています。 

X :子供専用シートを取0付けることはでをません。 

&1:フ□ントシートの背わたれを直立状態にしてください。 

前後位置び調整可能なシートは、フ□ントシートをいちばんラしろに下げてく 
ださい。 

調整式へッドレスト装着車でジュニアシートを取り付ける際は、へッドレスト 
をはずして < ださい。 

子供専用シートを取0付ける隙は、へッドレストをはずしてください。 

U ヤシートの背わたれを直立状態にしてください。 

子供専用シートの装着については子供専用シートの取り扱い説明書わご確認<ださい。 
表に記載されていない子供専用シートを使用する場合は、子供専用シート製造業ちまた 
は販売業ちにご相談ください。 


-7. 安全にお使いいただ<ために 



89 



-7. 安全にお使いいただくために 


グルー プ 


0 

(10 k 呂 X 

まで） 

が 

(13 k 旨 X 

まで） 


L1 


L1 


L1 


L1 


L1 


L1 


L1 


L1 


L1 


L1 


L1 


L1 


L1 


L1 


L1 


L1 


(目〜 

18 kg ) 


前向さ 
UF * 1 


ラしろ 
向を X 


L2 文 


L2 文 


L2 文 


L2 文 


L2 文 


L2 文 


L2; 


L2: 


n 

(1 己〜 UF 《] 

25 kg ) 

m 

に2〜 UF 《] 
36 kg ) 


L3’' 


L3 


《吕,3 


L3 


L3 


《吕,3 


《吕,3 


L 3^ 


L3 ※ と 3 


L3 


《吕,3 


L3 


《吕,3 


L3 


L3 


《 2.3 


《2,3 


L3 ※ と 3 


L3 ※ と 3 


L3 ※ と 3 


L3 


《 2.3 


L3 


《2,3 


L3 


《2,3 


GL 


着席位置（または他の場所） 


フ□ン I 
シ—卜 


窗置 


リヤシ-卜 


1列目シート 


2列目シート 


3列目シート 


助手席側 


運転席側 


運転席側 


運転席側 


内側 


窓側 


内俩 


窓側 


内俩 


窓側 


内俩 


窓側 


助手席 
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♦ 表に記入する文字の説明 

UF :この質量グループでの使用を許可されたミ凡用（ユニバーサル）カテコ'リーの前 
向を子供専用シートに適しています。 

L 1 :この質量グループでの使用を許可された「トヨタ純正 NEO G - Child に日 baby 」、 
「トヨタ純正 NEO G - Child に日 tether 」 に適しています。 

L 2 :この質量グループでの使用を許可された 

「トヨタ純正 NEO G - Child に日 tether 」 に適しています。 

L 3 :この質量グループでの使用を許可された「トヨタ純正ジュニアシート」に適し 
ています。 

X :子供専用シートを取0付けることはでをません。 

&1:フ□ントシートの背わたれを直立状態にしてください。 

前後位置び調整可能なシートは、フ□ントシートをいちばんラしろに下げてく 
ださい。 

ジュニアシートを取0付ける隙は、へッドレストをはずしてください。 

子供専用シートを取0付ける隙は、へッドレストをはずしてください。 

リヤシートの背わたれを直立状態にして<ださい。 

子供専用シートの装着については子供専用シートの取り扱い説明書わご確認<ださい。 
表に記載されていない子供専用シートを使用する場合は、子供専用シート製造業者また 
は販売業をにご相談ください。 


[子供専用シートのリスト 


質量グループ 

モ供専用シート 

カテ j’u — 

0 (10kg まで） 

トヨタ純正 NEO G-Child ISO baby 

況用 

トヨタ純正 NEO G-Child ISO tether 

況用 

0+ (13k 呂まで） 

トヨタ純正 NEO 白 - Child ISO baby 

ミ化用 

トヨタ純正 NEO G-Child ISO tether 

況用 

I ( 目〜 1 8kg) 

トヨタ純正 NEO G-Child ISO tether 

ミ化用 

n (1 己〜 2 己 kg) 

トヨタ細正ジュニアシート 

況用 

n に 2 〜 3 巨 k 邑） 

トヨタ純正ジュニアシート 

ミ化用 


-7. 安全にお使いいただ<ために 



表に記載されていない子供専用シートを使用する場含は、子供専用シート製造業者また 
は販売業者にご相談ください。 
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t シート位置別子供専用シートの適合性一覧表 
( ISOFIX 対応トップテザーアンカーでの取り付け) 


► GLLU 外 


質量グループ 

サイズ等級 

固定具 

車両 IS 日 FIX 位置 

助手席側 U ヤシート 

2列目シート 

3列目シート 

キヤ1」コット 

F 

IS 0/ L 1 

X 

X 

白 

に日/に 

X 

X 

0 (10 k 巨まで） 

E 

IS 0/ R 1 

IL 1 《 

IL 1 《 

0+ (13 kg まで） 

E 

IS 0/ R 1 

IL 1 * 

IL 1 * 

D 

IS 0/ R 2 

X 

X 

C 

IS 0/ R 3 

X 

X 

I ( 目〜1 8 kg ) 

D 

IS 0/ R 2 

X 

X 

C 

IS 0/ R 3 

X 

X 

臣 

に日 / F 2 

lUF .》 

1に※ 

巨1 

IS 0/ F 2 X 

IUF * 

1に※ 

A 

IS 0/ F 3 

IUF * 

1に※ 

n ( 1 己〜 2 己 k 旨） 


(1) 

X 

X 

の (22 - 36 kg ) 


川 

X 

X 
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♦ 表に記入する文字の説明 

(1) サイズ等級表示 （ A から G ) のない子供専用シートの各シート位置でのに日 FIX 
対応子供専用シート固定機構の取り扱いについては、子供専用シート製造業ちま 
たは販売業者にご相談ください。 

IUF :この質量グループでの使用を許可されたミ凡用（ユニバーサル）カテコ'リーの 
に日 FIX 対応の前向さ子供専用シートに適しています。 

IL 1 :この質量グループでの使用を許可された「トヨタ純正 NEO G - Child に日 
baby 」 に適しています。 

IL 2 :この質量グループでの使用を許可された「トヨタ純正 NEO G - Child に日 
tether 」 に適しています。 

X :に日 FIX 子供専用シートを取0付けることはでをません。 

※：子供専用シートを取0付ける際は、へッドレストをはずしてください。 

リヤシートの背もたれを子供専用シートが搭載でをるところまで倒して<ださ 
い。 

倒した状態で子供専用シートを搭載し、安定するところまで背ちたれを起こし 
て < ださい。 

子供専用シートの装着については子供専用シートの取0扱い説明書わご確認<ださ 


-7. 安全にお使いいただ<ために 
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► GL 


質量グループ 

サイズ等級 

固定具 

車両倍0円 X 位置 

運転席側1」ヤシート 

1列目シート 

2列目シート 

キヤ1」コット 

F 

に日/ L 1 

X 

X 

G 

IS 0/ L 2 

X 

X 

0 (10 kg まで） 

E 

に日/ R 1 

IL 1 * 

IL 1 * 

0+ (13 kg まで） 

E 

IS 0/ R 1 

IL 1 《 

IL 1 《 

D 

IS 0/ R 2 

X 

X 

C 

IS 0/ R 3 

X 

X 

I ( 目〜1 8 kg ) 

D 

IS 0/ R 2 

父 

X 

C 

IS 0/ R 3 

X 

X 

巨 

IS 0/ F 2 

IUF * 

’に※ 

巨1 

IS 0/ F 2 X 

lUF .》 

1 に※ 

A 

に日 / F 3 

lUF .》 

1 に※ 

n ( 1 己〜 2 己 k 旨） 


(1) 

X 

X 

のに2〜 36 k 邑） 


(1) 

X 

X 
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♦ 表に記入する文字の説明 

(1) サイズ等級表示 （ A から G ) のない子供専用シートの各シート位置でのに日 FIX 
対応子供専用シート固定機構の取り扱いについては、子供専用シート製造業ちま 
たは販売業者にご相談ください。 

IUF :この質量グループでの使用を許可された沉用（ユニバーサル）カテコ‘リーの 
に日 FIX 対応の前向き子供専用シートに適しています。 

IL 1 :この質量グループでの使用を許可された「トヨタ純正 NEO G - Child に日 
baby 」 に適しています。 

IL 2 :この質量グループでの使用を許可された「トヨタ純正 NEO G - Child に日 
tether 」 に適しています。 

X :に日 FIX 子供専用シートを取0付けることはでをません。 

※：子供専用シートを取0付ける際は、へッドレストをはずしてください。 

リヤシートの背もたれを子供専用シートが搭載でをるところまで倒して<ださ 
い。 

倒した状態で子供専用シートを搭載し、安定するところまで背ちたれを起こし 
て < ださい。 

子供専用シートの装着については子供専用シートの取0扱い説明書わご確認<ださ 


-7. 安全にお使いいただ<ために 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


[旧 OFIX 子供専巧シートのリスト 


質量 グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

旧0円 X 子供専用シート 

カテ— 

0 (10 k 巨まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 日 G-Child 
ISO baby 

準況巧 

0+ (13 k 巨まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 日 G-Child 
ISO baby 

準況巧 

I ( 目〜1 8 kg ) 

巨 

IS 0/ F 2 

トヨタ純正 NE 日 
G-Child ISO tether 

準況用 

I ( 目〜1 8 kg ) 

巨1 

IS 0/ F 2 X 

トヨタ純正 NE 日 
G-Child ISO tether 

準況巧 

I ( 目〜1 8 kg ) 

A 

IS 0/ F 3 

トヨタ純正 NEO 
G-Child ISO tether 

準況用 


表に記載されていない子供専用シートを使用する場合は、子供専用シート磬造業ちまた 
は販売業ちにご相談ください。 


曰知識 

■ 旧0円 X 対応チャイルドシート固定専用バーについて 

この車に標準装備されている旧0円 X 対応チャイルドシート固定専用バーは、 
ECER 44 に適合している子供専用シートの取り付け専用です。それし U 外のち 
のを使用することはでをません。 

■モ巧専用シートの選択、使用について 

♦おテさまに最適なテ供専用シートについては、テ供専用シート製造業ち、ま 
たは販売業者にご相談 < ださい。 

•おテさまび成長し、適切にシートベルトび着用でさるよラになるまでは、お 
モさまに合ったテ供専用シートを使用してください。 

♦体び十分に大をく、テ供専用シートび不要なおテさまは、セカンドシート、 
またはヴードシートに乗せて車のシートベルトを使用してください。 
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■シートベルトで取り付けるタイプのテ供専用シートの選択について 

「シート位置別テ供専用シート適合性一覧表」 UP . 88. 90) を参照し、テ供専 
用シートを取り付け可能な位置と、対応するテ供専用シートの種類（記号）を 
ご確認の上、適したちのを選択してください。 

■ ECE R 44 適合の旧0円 X 対応テお専用シートの還択について 

「シート位置別テ供専用シートの適合性一覧表」（一 P . 日2, 94) を確認して、適 
切なシートを選択してください。 

feiirfi 11おテさまの体重から、該当する「質量グループ」を確認する 

(例 1) :体重び 12 kg の場合、質量グループは「〇+」になります。 

(例 2) :体重び1已 kg の場合、質量グループは「 I 」になります。 

Ejai 21サイズ等級を選択する 

お Ml I で艦おした-「質量グループ」から該当するサイズ等級を確認し 
ます。※ 

(例 1) :質量グループび「〇+」の場合、サイズ等級はに」 • 「□」 ' に」 
び該当します。 

(例 2) :質量グループび「 I 」の場合、サイズ等級は 「 A 」 '旧」•旧1」 ' 
に」 ' の」び該当します。 

* ただし、該当のサイズ等級でわ適合性一覧表の「車両旧 0 FIX 位置」に 
「 X 」 と記載されているちのは選択でをません。また、 riu と記載され 
ている場合は、 nsOFIX 子供専用シートの U スト」 （^ P . 9日）で指定 
されている製品を使用してください。 


-7. 安全にお使いいただ<ために 
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1-7. 安全にお使いいただくために 



子供専用シートに表示されているマーク/ 
ラベルを確認して、基準に適合したシート 
であることを確認する 

ミ化用（ユニバーサル）テ供専用シートには、 
なに示すマーク-ラベル類び表示されてい 
ます。※ 

表示されている位置-記号などは、商品に 
よ0異な0ます。 



n 旧0円 X 対応テ供専巧シートであること 
をのすをの 

サイズ等級び示されています。（表示され 
る文字は、製品により異なります） 

fcififi 2 1で確認したサイズ等級に適合し 
ているものを選択してください。 



0 ミ化用（ユニバーサル）テ供専用シートの 
認可 マーク 

UNIVERSAL は況用品の認可であること 
をあらわし、併せて、巧象となるお子さ 
まの体重の範囲び記載されています。 



□ トップ テヴー(一 P .102) を示す マーク 

商品の取り付け装置の位置により、意匠 
は異なります。 
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I 旧0円 X 巧席子巧専用シートの種類（サイス等級別） 


A - IS 0/ F 3 

全高前向を幼お用チャイルドシート 

B - IS 0/ F 2 

ほ型前向を幼お用チャイルドシート 

B 1- IS 0/ F 2 X 

低型前向さ幼お用チャイルドシート 
( B - IS 0/ F 2 と別形状のもの） 

C - IS 0/ R 3 

大型後向を幼お用チャイルドシート 

D - IS 0/ R 2 

ル型後向を幼お用チャイルドシート 

E - IS 0/ R 1 

後向を乳児巧チャイルドシート 

F - IS 0/ L 1 

左向を位置用チャイルドシート（キャ U コット） 

G - IS 0/ L 2 

ち向を位置巧チャイルドシート（キャ1」コット） 


I 助手席にテ供専用シートを取り付けるとき 

助手席に子供専用シートを取り付ける場合には、調整び可能なシートは助手席 
シートをしツ下のよラに調整し、テ供専用シートを前向をに取り付けてください。 


♦背ちたれを直立状態にする 
♦シートをいちばんラしろに下げる 

♦ジュニアシートを取り付ける際は、 へッ 
ドレストをはずす（調整式へッドレスト 
装着車） 


■キャリコットについて 

キャ1」コットは横向をに取り付けることのでをるベビーシートのことです。 
詳し<はテ供専用シート製造業者、または販売業者にご相談<ださい。 



-7. 安全にお使いいただ<ために 


運転する前に 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■子供 専用シートを使巧しない場合 

♦テ 供専用シートを使用しないときであっても、シートに適切にしっかりと取 
り付けた状態にしてください。ゆるめた状態で客室内に置くことは避けてく 
ださい。 

♦テ 供専巧シートの取りはずしび必要な場合は、車両からはずしてな管するか、 
ラゲージルーム内に容易に動かないよラに収納してください。 


100 





1- ス安全にお使いいただくために 

チャイルドシートの取り付け 


シートベルトを正し<着巧でさない小さなお子さまを乗せるとさは、 
チヤイルドシートをお使いください。 

取り付け方剤ホ、必ず商品に付属の取り扱い説明書に従ってくださし、。 

&に日 FIX 対応チヤイルドシート固定専用ノ く一を使用する場含は、取0付け装置が 
装着されたシートのみ 

シートベルトによる取り付け 
(^P. 1 02) 


IS0FIX 対応チヤイルドシート 
固定専用バー UP . 104) 

下記のシートに装備されていま 
ず。（固定専用バーが装備されてい 
ることを示すタグがシートに付い 
ています） 

► GLLU 外 

2列目- 3列目 U ヤシート 
(共に助手席側のみ） 

► GL 

1列目- 2列目 U ヤシート 
(共に運転席側のみ） 
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1-7. 安全にお使いいただくために 



トップテヴーアンカー 
(一 P ' 1 04) 

テヴーべルトを固定するとをに使 
います。 

トップ テヴー アンカーはチャイル 
ドシート固定専用バー装着席の 
シートクッシヨン後方に装備され 
ています。 


トベルトで固定ずる 



背ちたれの角度を調整する 

レバーを引をながら、いったん背わた 
れを前に倒し、一段目の固定位置まで 
起こします。 （^ P . 47、 48) 


前後位置の調整が可能なシート 
は、位置をいちばんラしろにする 
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rroi7Ei33 


調整式へッドレスト装着車でジュ 
ニアシートを取り付ける際は、 
へッドレストを取りはずず 


チヤイルドシートにシートベルト 
を取り付け、プレートをバックル 
に"カチッ"と音びずるまで挿し 
込む。ベルトびねじれていないよ 
ラにずる 

チヤイルドシートに付属の取0扱い 
説明書に従い、シートベルトをチヤイ 
ルドシートにしっかりと固定させて 
<ださい。 

チヤイルドシートにシートベルト 
の固定機構び備わっていない場合 
は、□ッキングクリップ刷売）を 
使用して固定ずる 

□ツキングク I 」ツプの購入にあたっ 
ては、トヨタ販売店にご相談くださ 
し、。（□ツキングク U ツプ品番： 

7311白-吕201 0) 


取り付け後はチャイルドシートを軽くゆさぶり、しっかりと固定されて 
いることを確認してください。 


手順 


手順 


手順 


-7. 安全にお使いいただ<ために 
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-7. 安全にお使いいただくために 


旧 OFIX 対応チャイルドシート固定専用パ‘一&トツプテザーアンカーで固定する 


■ 子供専用シートの取り付けち 



手順 


fjs^ 



背ちたれの角度を調整する 

レバーを引をながら、いったん背ちた 
れを前に倒し、一段目の固定位置まで 
起こします。 （^ P . 48) 


へッドレストを取りはずす 


固定専用 バーの 位置を確認して、 
チヤイルドシートをシートに取り 
付ける 

固定専用バーは、シートクッションの 
後ちにあ0ます。 

チヤイルドシートの取り付け金具を 
チヤイルドシート固定専用バーに取 
り付けます。 

取0付けちまは、それぞれの商品に 
付属の取0扱い説明書に従って<だ 
さい。 
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-7. 安全にお使いいただくために 



手順 



トップテヴーアンカーにフックを 
固定し、テヴーベルトを締める 
テザーべルトは、背をたれとアシストク’ 
U ップのあいだを通してください。& 

テヴーベルトをピンと張り、フックが 
しっかり固定されていることを確認し 
ます。 

&背をたれの背面にアシストグ U ップ 
び装着されているシートのみ 


取り付けたチヤイルドシートを軽 
くゆさぶり、確実に固定されてい 
ることを確認する 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


曰知識 

■旧0円 X 対応チャイルドシート固定専用バ ー& トップテザーアンカーについて 

この侶0円 X 対応チャイルドシート固定専巧バ ー& トップテヴーアンカーには、 
八イ エース 指定の道路運送車両の保ま基準に適合するテ供専用シート（旧0円 X 
巧広チャイルドシート固定専用バー&トップテヴーアンカー対応のトヨタ純正 
チャイルドシート）のみ取り付けることびでをます。チャイルドシートの選択 
にあたっては、トヨタ販売店にご相談ください。 


A 警告 

■チ ャイルドシートについて 

♦事故 や急停止の際、効果的におテさまを保護するために、必ずお子さまの年齢 
や体の大ささに合ったシートベルトまたはチャイルドシートを使用してくださ 
し、おモさまを腕の中に抱くのはチャイルドシートのかわりにはなりません。 
事故の際、おモさまびフロントガラスや乗員、車内の装備にぶつかり、重大な 
傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦お テさまの年齢や体の大ささに合ったチャイルドシートを使用して、1」ヤシー 
卜に取り付けてください。 

♦チャイルドシートに よっては、取り付けびでをない、または取り付けび困難 
な場合びあります。必ずチャイルドシートに付属の取り扱い説明書をよくお 
読みの上、確実に取り付け、使用ち法をお守り<ださい。使用ち法を誤った 
り、確実に固定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


10巨 







A 警告 

■チ ャイルドシートを取り付けるときは 

♦なの ことを必ずお守りください。お守りいただかないと、チャイルドシートび 
しっか0固定されず、事故の際などに重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t 
につなびるおそれびあります。 

テヴーべルトは必ず背ちたれとアシス 
トグ1」ップのあいだを通す 
(背ちたれ背面にアシストグ1」ップび装 
着されているシートのみ） 


カップホルダーを格納し、収納ポケット 
内にある荷物を取り出しておく 
(背ちたれ背面にカツプホルダーび装着 
されているシートのみ） 


♦お テさまをシートベルトで遊ばせないでください。万一、ベルトび首に卷き付 
いた場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれ 
びあ0ます。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、八サミ 
などでシートベルトを切断してください。 

♦シー トベルトのプレートとバックルび固定されていて、ベルトびねじれていな 
いか確認してください。 

♦チャイルドシートを 左ちに動かして、しっかり固定されているか確認してくだ 
さい。 

♦チャイルドシートを 固定したあとは、シートを調整しないでください。 




-7. 安全にお使いいただ<ために 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チ ャイルドシートを取り付けるときは 

♦助手席に チャイルドシートを取り付ける 
場合には、チャイルドシートをうしろ向を 
に取り付けないでください。 

ラしろ向をに取り付けていると、事故など 
で助手席 SRS エアバッグびふくらんだと 
を、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 
♦助手席の 前後位置調整び可能な車両の場 
合、助手席に前向をにチャイルドシート 
を取り付けるとをには、助手席シートを 
いちばんラしろに下げて取り付けてくだ 
さい。 

助手席 SRS エアバッグはかなりの速度と 
力でみ <らむので、お守0いただかない 
と、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ0ます。 

♦ジュニア シートを使巧している場合は、肩部ベルトび常にお子さまの肩の中む 
にくるようにしてください。ベルトを首から離すと共に肩から落ちないように 
してくださし、お守りいただかないと、事故や急ブレーキの際に重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦旧 0円 X 対応チャイルドシート固定専用バーを使用するとをは、周辺に障害物 
びないか、シートベルトび挟まっていないかなどを確認してください。 



IT017E127 
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A 警告 

■チャイルド シートを使用しないときは 

♦車両に チャイルドシートを搭載するとをは、適切なち法で確実にシートに取り 
付けてください（一 P . 102, 104) 。チャイルドシートを使用しない場合で 
も、シートにしっかり固定されていない状態で、車室内に置くことは避けて 
<ださい。 

♦チャイルドシートの 取りはずしび必要な場合は、車両から降ろしてイ呆曽する 
か、ラゲージスペース、またはシートをスペースアップした場所 ‘ x に収納し、 
しっかりと固定しておいてください。 

※スペースアップシート装着車のみ 


-7. 安全にお使いいただ<ために 
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運おずるとをに 


2-1 .運転のしかた 

運転にあたって . 112 

エンジン（イグニッション） 

スィッチ . 123 

オートマチックトランス 

ミッション . 126 

ち巧指示レバー . 128 

パーキングブレーキ . 129 

ホーン（警音器） . 130 

2-2 .メーターの見方 

計器類 . 131 

表示灯/警告灯 . 139 

2-3. ライトのつけ方- 
ワイパーの使い方 

ライトスイッチ . 143 

フォグライトスイッチ . 146 

ワイパー&ウォッシャー 
(フ□ント） . 148 

ワイパー&ウォッシャー 
( U ヤ） . 1已1 


2 

2-4. その他の走行装置の使い方 


ク I 」アランスソナー& 

バック ソナー . 1已3 

バック モニター . 163 

運転を補助ずる装置 . 174 

2-5. さまざまな状況での運転 

荷物を積むとをのま意 . 176 

寒;令時の運転 . 178 




















2-1 .運転のしかた 

運起にあたって 


安を運転をむびけて、巧の手順で走行してください。 

■ エンジンをかける 

一 P ' 123 

■発進ずる 

固圆〇]ブレーキペダルを踏んだまま、シフトレバーを D にずる 
(^ P . 1 26) 

固画回パーキングブレーキを解除ずる（一 P .129) 

固圆互ブレーキペダルから徐々に足を離し、アクセルペダルをゆつ 
<0踏み発進ずる 

■停車ずる 

Einrn シフトレノ（一は D のまま、ブレーキペダルを踏む 
固画 回必要に応じて、パーキングブレーキをかける 

長時間停車する場合は、シフトレバーを P または N にします。 

レ P ' 1 26) 

■ 駐車ずる 

Enm シフトレノ（一は D のまま、ブレーキペダルを踏む 
固画回パーキングブレーキをかける（一 P .129) 

固画回シフトレバーを P にずる（一 P . 12日） 

お道の途中で駐車をする場合は、必要に応じて輪止めを使用して<だ 
さし、。レ P . 319) 

固画因エンジンスイッチを" LOCK " にしてエンジンを停止ずる 
固画回キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠ずる 
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2-1 .運転のしかた 


I "上り坂の発進のしかた 

固画〇] パーキングブレーキをしっか0かけ、シフトレバーを D にずる 
EaiMI 2 I アクセルペダルをゆっくり踏む 

ElMTI 車び動さ出ず感触を確認したら、ノ（ーキングブレーキを解除し、 
発進する 


口知識 

■雨の曰の運転について 

♦雨の曰は視界び悪くなり、またガラスび曇ったり、路面びすべりやすくなっ 
たりするので、慎重に走行してください。 

♦雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 

♦雨の曰の高ま走行などでは、タイヤと路面のあいだに水膜び発生し、八ンド 
ルやブレーキび効かなくなるおそれびあるので、スピードは控えめにしてく 
ださい。 

■運転ち標識の取り付け 

磁石式の巧む運転者標識や高齢運転者標識などを樹脂バンノて一やアル=ボデー 
部に取り付けることはでをません。 

■環境に配慮した運転 

環境に配慮した運転をしているとを、エコ 
ドライブインジケーターランプび点なしま 
す。 

必要し i (上にアクセルペダルを踏んだとをや 
停ま中は消灯します。 

なの場合、エコドライブインジケーターラ 
ンプは作動しません。 

♦シフトポジシヨンび D 1；(外のとを 
♦車まび約 lOOkm / hrn 上のとき 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■発進ず るときは 

エンジンびかかったまま停車しているとをは、常にブレーキペダルを踏んでく 
ださい。ク U —プ現象で車び動を出すのを防ざます。 

■運転ず るとをは 

♦踏み 間違いを避けるため、フレーキペダルとアクセルペダルの位置を巧握しな 
い状態で運転しないでください。 

-アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進して思わ 
め事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるお 
それびあ0ます。 

-後退するとさは体をひねった姿勢となるため、ペダルの操作びしにくくな 
ります。ペダル操作び確実にでをるよラま意してください。 

-車を少し移動させるとをも正しい運転姿勢をとり、ブレーキペダルとアク 
セルペダルび確実に踏めるようにしてください。 

. ブレーキペダルはち足で操作して<ださい。左足でのブレーキ操作は緊急 
時の反応び遅れるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

参 燃えやすいちのの上を走行したり、可燃物付近に車を停めたりしないで < ださ 
しん排気管や排気ガスは高温になり、可燃物び近< にあると火災につなびるお 
それびあ D を険です。 

♦シフト レバーを前進側のシフトポジションに入れたまま惰性で後退したり、 
R に入れたまま惰性で前進することは絶対にやめてください。 

エンジンび停止し、ブレーキの効をび悪くなったり、八ンドルび重くなった 
りして、思わめ事故や故障につなびるおそれびあります。 

♦車内で 排気ガス臭に気付いたら、ドアガラスやスライド式 U ヤヴイドガラス* 
などを開け、バックドアび閉まっていることを確認してください。多量の排気 
ガスび旧気を招を事故の原因になるほか、重大な健康障害におよぶか、最悪の 
場合死 t にまるおそれびあります。 

すみやかにトヨタ販売店で点検整備を受けて<ださい。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦車両び 動いているあいだは、シフトレバーを P に入れないでください。 
トランス5ッシヨンにダメージを与えたり、車両のコント □ -ルびでをなく 
なるおそれびあります。 

♦車両び 前進しているあいだは、シフトレバーを R に入れないでください。 
トランス5ッシヨンにダメージを与えたり、車両のコント □ -ルびでをなく 
なるおそれびあります。 

♦車両び 後退しているあいだは、シフトレバーを D に入れないでください。 
トランス5ッシヨンにダメージを与えたり、車両のコント □ -ルびでをなく 
なるおそれびあります。 

♦走行 中にシフトレノ（一を N にすると、トランスミッシヨンとエンジンの動力伝 
達び解除され、エンジンブレーキび効かな<なります。 

♦通常 走行時は、走行中にエンジンを停止しないでくださし'1。走行中にエンジン 
を停止してち八ンドルやフレーキの操作は可能ですび、操作力補助びな<なり 
ます。その場合は八ンドルとブレーキの操作び困難になるため、ま全を確認し 
た上で、すみやかに道路脇に停車して<ださい。 

なお、通常の方法で車両を停止することびでさないよラな緊急時は、 P . 34已 
を参照してください。 

♦急な 下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。 
フットブレーキを連続して使いすざると、ブレーキびオーノ（ー ヒートして正常 
に機能しなくなります。（一 P . 12己） 

♦走行 中は八ンドル•シート-アウターミラー■インナーミラーの調整をしない 
で<ださい。運転を誤り、思わめ事故の原因になって重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

参す ベての乗員は頭や手、その他の体の一部を車から出さないよラにして<だ 
さい。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦オフ □ー ド走行をしないでください。 

やむを得ずオフロー ドを走行するとをは、慎重に運転してください。 

また 4 WD 車でち、このまは本格的なオフロード走行を目的とした車両では 
ありません。 



11日 





2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦ミ 度ミ可などの水中走行はしないで < ださい。 

電装品のショートやエンジンの破損など、重大な車両故障の原因になるおそれ 
びあ0ます。 

♦シートの 上や付近に荷物を置いて走行しないで<ださい。 

急ブレーキをかけたとをや、旋回しているとをなどに荷物び飛び出したりして 
柔員にあたったり、荷物を破損したり、荷物に気をとられたりして、思わめ事 
故につなびるおそれびあ D を険です。 

■ずべ りやずい路面を運転ずるとをは 

♦急 ブレーキ.急加速.急八ンドルはタイヤびス U ップし、車両の制御びでさな 
<な0、思わめ事故につなびるおそれびあ0を険です。 

♦シフ トアップやシフトダウンによるエンジンブレーキなど、エンジン回転数の 
急な変化は、車び横すべりするなどして、思わめ事故につなびるおそれびあり 
危険です。 

♦水たまり 走行後は、ブレーキペダルを軽く踏んでフレーキび正常に働くことを 
確認してください。ブレーキバッドびめれるとブレーキの効をび悪くなった 
り、めれていない片方だけび効いたりして八ンドルをとられ、思わめ事故につ 
なびるおそれびあ D を険です。 

■シフ トレバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気を付けてください。 

シフトレバーび P または N じ(かにあると、車び急発進し、思わめ事故につなび 

るおそれびありを険です。 

■きしみ やひつかき音び聞こえた5 (ブレーキパッドウエアインジケーター) 

でさるだけ早くトヨタ販売店で点検を受け、ブレーキパッドを交換してください。 

化要なとさにパッドの交換び行われないと、□ーターの損傷につなびる場合びあ 

ります。 

ブレーキパッドやディスク□ーターなどの部品は、役割を果たすと共に摩耗して 

いをます。摩耗の限界をこえて走行すると故障を引を起こすばかりでなく、事故 

につなびるおそれびありを険です。 


11白 





2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■停車ず るとをは 

♦空ぶ かしをしないでください。 

シフトレバーび P または N 1；(がにあると、車び急発進して思わめ事故につな 
びるおそれびありを険です。 

♦長時間 エンジンをかけたままにしないでください。 

どラしてち必要な場合は、開かれた場所に車を停め、排気ガスび車内に入って 
こないことを確認してください。 

参 まび動を出すことによる事故を防ぐため、エンジン回転中は常にブレーキぺダ 
ルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてください。 

♦坂道で 停車するとをは、前後に動を出して事故につなびるのを防ぐため、 
常にブレーキペダルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけて<だ 
さい。 

♦停ま 中に空ぶかしをしないでください。 

排気管び過熱し、可燃物び近 < にあると火災につなびるおそれびありを険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■駐車ず るとをは 

♦炎天下では、 メガネ-ライター-スプレーち-炭酸飲料のちなどを車内に放置 
しないでください。放置したままでいると、なのよ5なことび起こるおそれび 
ありを険です。 

-ライターやスプレー宙からガスびちれたり、出火する 
-プラスチックレンズ•プラスチック素材のメガネび、変形またはひび割れ 
を起こす 

-炭酸飲料の宙び破裂して車内を巧したり、電気部品びショートする原因に 
なる 

♦ライターを ま内に放置したままにしないでください。ライターをグローブボッ 
クスなどに入れておいたり、車内に落としたままにしておくと、荷物を押し込 
んだりシートを動かしたとさにライターの操作部び誤作動し、火災につなびる 
おそれびありを険です。 

♦ウインドウ ガラスなどには吸盤を取り付けないでください。また、インス 
トルメントパネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かないで 
ください。 

吸盤や容器びレンズの働ををして、車両火災につなびるおそれびありを険です。 

参 シルバー色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウイ 
ンドウを開けたまま放置しないでください。直射日光び曲面ガラスの内側に反 
射し、レンズの働さをして火災につなびるおそれびありを険です。 

参 まから離れるとさは、必ずパーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P にし 
てエンジンを停止し、施錠してください。 

エンジンびかかっているあいだは、車から離れないでください。 

♦エンジン 回転中または停止直後は排気管にふれないでください。 

やけどをするおそれびあります。 

♦降雪 時や雪び積もった場所では、エンジンをかけたままにしないでください。 
まわりに積ちった雪で排気ガスび滞留して車内に入0、重大な健康障害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 


118 






2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■排気ガス について 

排気ガスには無色-無臭で有害な一酸化炭素 （ C 0) び含まれているため、排 
気ガスを吸い込むと、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあります。 

♦換気び 悪い場所ではエンジンを停止して<ださい。 

特にま庫内など囲まれた場所では排気ガスび充満し、重大な健康障害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

♦排気管は とをどを点検してください。排気管の腐食などによる巧や亀裂、およ 
び継ぎ手部の損傷、また、排気音の異常などに気付いた場合は必ずトヨタ販売 
店で点検整備を受けて<ださい。そのまま使用すると排気ガスび車内に侵入 
し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死甘こつなびるおそれびあります。 

■仮 旧ずるとをは 

必ずエンジンを停止してください。 

エンジンをかけたまま仮眠すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アク 
セルペダルを踏み込んだりして、事故やエンジンの異常過熱による火災び発生 
するおそれびあります。さらに、風通しの悪い場所に停めると、排気ガスび車 
内に侵入し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 



119 





2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■ブレーキを かけるとさは 

♦ブレーキび めれているとさは、普段よりちま意して走行してください。 
ブレーキびめれていると、制動距離び長くなり、ブレーキのかかりに、左ちの 
違いび出るおそれびあります。また、パーキングブレーキびしっかりとかから 
ないおそれちあります。 

♦ブレーキ 倍力装置び機能しないときは、他の車に近付いたりしないでくださ 
し、また、下り坂や急カーブを避けてください。 

この場合ブレーキは作動しますび、通常よりち強 < 踏む必要びあります。また 
制動距離ち長< なります。 

♦万ー エンジンび停止したとさは、ブレーキペダルをくり返し踏まないでくだ 
さい。ペダルを踏むたびに、ブレーキのアシストカの蓄えを使い切ってしま 
います。 

•つ' レーキシステムは2つの独立したシステムで構成されており、一方の油圧シ 
ステムび故障してち、ち5—ちは作動します。この場合、ブレーキペダルを通 
常よ0強<踏む必要びあ D 、 制動距離び長<なります。一ちのブレーキシステ 
ムしか作動していなしが態で走行しないでください。ただちにブレーキの修理 
を受けてください。 

■万一脱輪した とさは （4 WD 車） 

いずれかのタイヤび宙に浮いているとをは、むやみに空転させないでください。 
駆動系部品の損傷や、車両の飛び出しによる思わめ事故につなびるおそれびあ 
りを険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A ま意 

■運転 中は 

♦運転 中にアクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏まないでください。アク 
セルペダルとブレーキペダルを同時に踏むと、駆動力を制御する場合びありま 
す。 

♦坂道で 停車するために、アクセルペダルを使ったり、アクセルペダルとブレー 
キペダルを同時に踏んだりしないでください。 

■駐車ず るときは 

必ずシフトレバーを P にしてください。 P にしておかないと、車び動を出した 
り、誤ってアクセルペダルを踏み込んだとをに急発進するおそれびあります。 

■部品の 損傷を防ぐために 

♦パワー ステア U ングポンプの損傷を防ぐため、八ンドルをいっぱいにまわした 
状態を長く続けないでください。 

♦ディスク ホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するとをは、でさる 
だけゆっくり走行してくださし、 

■ 走行中にタイヤ占りてンクした S 

なのよラなとさはタイヤのパンクや損傷び考えられます。八ンドルをしっかり 
持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。 

参八ン ドルびとられる 
♦異常な 音や振動びある 
♦車両び 異常に傾< 

タイヤびバンクした場合の対処法は P . 318を参照してください。 
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2-1 .運転のしかた 


A ま意 

■冠 水路走行に関ずるを 意 

大雨などで冠水した道路では、なのよラな重大な損傷を受けるおそれびあるた 
め、走行しないでください。 

♦エンス トする 

♦電装 品びショートする 

•水を 吸い込んでのエンジン破損 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったとをはおずトヨタ販売 
店でなの点検をして < ださい。 

参 ブレーキの効を具合 
参 電動ファンシステム 

♦エンジン. トランスミッション.トランスファー (4 WD ま）' デイファレン 
シャルなどのオイルやフルードの量および質の変化 

♦プ □ペラシャフト-各ベア U ング-各ジョイント部などの涵滑不良 
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2-1 .運転のしかた 

エンジン（イグニッシヨン）スイッチ 


■エンジンのかけ方 

m でパーキングブレーキがかかっていることを確認する 
m 互シフトレバーが P の位置にあることを確認する 
1ち3麵 I 3 I ブレーキぺ夕 V レをしっかり踏む 
固画互エンジンスイッチを " START " の位置にまねす 

■エンジンスイッチの位置の切りかえ 

□ LOCK " ( OFF ) 

-ステアリング□ックがかか0 
ます。 

-シフトレバーの位置が P のと 
を、キーを抜を挿しすることが 
でをます。 

且 " ACC " 

シガレットライターなどの電装品 
び使用でをます。 

且 " ON " 

すべての電装品が使用でさます。 

□ START " 

エンジンが始動でをます。 
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2-1 .運転のしかた 


曰知識 

■キーを “ ACC " か6 " LOCK " にまわずには 

E 逊甜1 I シフトレノく一が P の位置にあることを確認する 



キーを押し込みながら " LOCK " までまわ 
す 


■エンジンが始動しないときは 

エンジンイモビライヴーシステムが解除されていない可能性があります。 
UP . 7目） 


■ステアリング□ックを解除ずるには 



八ンドルを左ちに動かしながら、エンジン 
スイッチをまねしてください。 


■キー巧を忘れ警告ブザー 

キーが挿してあり、エンジンスイッチが "ACC " または " LOCK " のとを、 
運転席ドアを開けると警告音が鳴ります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■エンジンを 始動ずるとをは 

必ず運転席に座って行ってください。このとをミ夫してアクセルペダルは踏まな 
いで<ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

■走行 中の警告 

走行中はエンジンスイッチを " LOCK " にしないでください。 

緊急時、走行中にエンジンを停止したい場合には " ACC " にしてください。 
ただし、緊急時!;(外は走行中にエンジンスイッチにふれないでください。走行 
中にエンジンび停止すると思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


A ま意 

■バッ テリーあがりを防止ずるために 

エンジンびかかっていないとをは、エンジンスイッチを " ACC " または" ON " 
にしたまま長時間放置しないでください。 

■エンジンを 始動ずるとき 

♦一度に 30砂しツ上スターターをまわさないでください。 

♦エンジンび; 令えた状態で空ぶかししないでください。 

♦もし エンジンび始動しにくかったり、ひんぱんにエンストする場合は、ただち 
にエンジンの点検を受けてください。 



12已 







2-1 .運転のしかた 

オート7チックトランスミッション 


状況に応じてシフトポジションを選択してください。 
■シフトレバーの動かしち 



んだまま操作しまず。 

P と D のあいだの操作は、ブレーキペダルを踏み、車を完全に止めて 
か日行ってください。 


■ シフトポジシヨンの使用目的 


シフトポジション 

目的 

P 

駐車またはエンジン始動 

R 

後退 

N 

動力び伝わらない状態 

D 

通常走行 X ’ 

3 

坂道走行 

2 

下り坂走行 

L 

急な下り坂走行 


^燃費向上や騒音の低減のために、通常は D ポジシヨンを使用してください。 


12巨 






























2-1 .運転のしかた 


曰知識 

■ リバース警告ブザー 

シフトレバーを R に入れるとブヴーび鳴り、 R にあることを運転者に知らせます。 

■シフトレバーを P か S シフトできないときは 

一 P . 336 

■ AI - SHIFT について 

AI - SHIFT は、運転者の運転操作と走行状況により、自動的に最適なシフトレン 
ジに切りかえます。 

AI - SHIFT は、シフトレバーを D にしているときに、自動的に作動します。 


A 警告 

■すべりやすい 路面では 

急なアクセル操作和、シフト操作を行わないでください。エンジンブレーキカ 
の急激な変化が、横すベりやスピンの原因になりますので注意して<ださい。 
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2-1 .運転のしかた 

方向指示レパー 


レイ（一操作により、巧のように運転者の意思を表示ずることびでき 
まず。 



n 左折 
曰ち折 

□ 左側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レバーを離すまで、左側ち向指示 
なび点滅します。 

□ ち側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レバーを離すまで、ち側ち向指示 
なび点滅します。 


口知識 一 

■作動を件 

エンジンスイッチが " ON " のとを 
■表示巧の点滅が異常に速くなつたとをは 

方向指示口の電球が切れていないか確認して<ださい。 
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2-1 .運転のしかた 

パーキングブレーキ 


n パーキングブレーキをかける 
には、ブレーキペダルを踏み 
ながら 、パーキングブレーキ 
レバーをいっぱいまで引く 
且ノ （ー キングブレーキを解除ず 
るには、レバー裏側にあるボ 
タンを押しなび日左にまわし 
完全に奥までをどず 


曰知識 

■を季のパーキングブレーキの使用について 

「寒;令時の運転」（一 P . 178)の記載を参照してください。 


A を意 
■走行 前のを意 

ノてーキングブレーキを完全に解除してください。 

パーキングブレーキをかけたまま走行すると、ブレーキ部品び過熱し、ブレーキ 
の効をび悪くなったり、早く摩耗したりするおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 

ホーン（警音器) 



白知識 

■/\ンドル位置を調舊したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと、ホーンび鳴らない場合びあります。（一 P . 己 0) 
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2-2. メーター の見方 

計器類 


►アナ□グ一夕一 



□ 水温計 

エンジン冷却水の温度を示します。 

曰スピード ーター 
車両の走行速度を示しまず。 

且 燃料計 

燃料残量を示しまず。 

Q 時計 

時刻を表示します。 

且 時計調整ボタン 

時刻を調整します。（一 P . 136) 
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2-2. メーターの 見ち 


曰オドーター/トリップーター/一夕一照度調整表示 
♦オドーター 

走行した総距離を表示します。 

♦ 卜 U ップーター 

リセットしてからの走行距離を表示します。 

区間距離は、卜 U ップ A - トリップ目の2種類で使い分けることができまず。 
♦ 六 ーター 照度調整表示 
メーター照度を調整でをます。 

〇表お切りかえボタン 

オド六ーター/トリップ六ーター/;一夕一照度調整表示の切0かえがでをまず。 
また、トリップ; ><- 夕一表示中に巧し続けると、走行距離び日にもどります。 
(^ P . 1 35) 
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2-2. メーターの 見ち 


► オプテイト□ン;ーター 


□ 旦 



□白白 □ 


□ タコ;>(一夕一 

毎分のエンジン回転数を示しまず。 

曰 スピード ーター 
車両の走行速度を示します。 

曰燃料計 

燃料残量を示します。 

Q 時計 

時刻を表示します。 

且時計調整ボタン 

時刻を調整します。（一 P . 136) 
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2-2. メーターの 見ち 


曰オドーター/トリップーター/一夕一照度調整表示 
♦オドーター 

走行した総距離を表示します。 

♦ 卜 U ップーター 

リセットしてからの走行距離を表示します。 

区間距離は、卜 U ップ A - トリップ目の2種類で使い分けることができまず。 
♦ 六 ーター 照度調整表示 
メーター照度を調整でをます。 

〇表お切りかえボタン 

オド六ーター/トリップ六ーター/;一夕一照度調整表示の切0かえがでをまず。 
また、トリップメーター表示中に巧し続けると、走行距離び日にもどります。 
(^ P . 1 35) 

□ 水温計 

エンジン;令却水の温度を示します。 
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2-2. メーターの 見ち 


表巧の切りかス _ 

ボタンを巧ずごとに次のよラに切りかわりまず。 

n オドメーター 
□ 卜 U ップメーター A’x J 
□ 卜 U ップメーター巨※] 

□ メーター照度調整表示 X ’ 2 
(アナ□グメーターは、車幅な点な時 
のみ表示されます） 

^ J 押し続けると0にちど0ます。 

^ 2押し続けると照度を調整できます。 




口已 


















































2-2. メーターの 見ち 


II 寺計 




時間調整ボタンを巧し続けて、時 
刻表示を点滅させる 

表示び点滅しているあいだ、時間を設 
定できます。 


時間調整ボタン/表お切りかえボ 
タンを巧して時間を設定ずる 

□ 時間を進める 
□ 時間ををどず 


ボタンを巧し続けると、早送0/早ち 
どしされまず。 


固歴を時間の設定後、約5秒じ(上そのままにして設定を確定ずる 
点滅状態び解除され、現在時刻の表示にな0ます。 


13已 










































2-2. メーターの 見ち 


曰知識 

■メ—夕—.ディスプレイの作動を件 

エンジンスイッチび " ON " のとを 

■ メーター照度の調整について 

► アナログ メーター 

ライトスイッチび ON のとを4段階に調整することびでをます。 

► オプティト□ン メーター 

ライトスイッチび OFF のとを4段階、 ON のとを已段階に、それぞれ巧る 
さを調整することびでをます。 

■時計の作動を件 

♦エンジンスイッチび " ON " のとを 

♦アナログメーターはエンジンスイッチを " ACC " または " LOCK " にし 
てち、約10分間は表示び消えません。 

■時計の正時合わせについて 

時間調整ボタンを短く押すと、正時に合わせることびでをます。 

• 0-29 分は切り下げられます。 

♦ 30 〜已9分は切り上げられます。 

(例）1:〇〇〜1:29の場合は1:00に、1:30〜1:已9の場合は2:00になります。 
■バッテリー端テの脱着をしたとを 
バッテ U —端テの脱着を行5と、時計のデータは U セツトされます。 
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2-2. メーターの 見ち 


心ち 意 


■エンジン や構成部品への損傷を防ぐために 

♦タコ メーターの針びレツドゾーン（エンジンの許容回転数をこえている範囲） 
に入らないよ5にしてください。（オプテイトロンメーター装着車） 

•水温 計の針び H のレツドゾーンに入ったときは、オーバーヒートのおそれびあ 
るので、ただちにま全な場所に停車して<ださい。完全に;令えたあと、エンジ 
ンを確認してください。（一 P . 341) 
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2-2. メーター の見ち 

表示な/警告な 


メ—夕—. センターパネル内の表示幻.警告'灯でお車の状況をお知5 
せしまず。 

►アナ□グ メーター 



► オプテイト□ン メーター 



ITO22E015a 
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2-2. メーターの 見ち 


►センターパネル（マニュアルエアコン装着車） 

n 助手席シートベルト非着用 
警告灯 

0ク U アランスソナー表示な* 


►センターパネル（オートエアコン装着車） 

n 目力手席シートベルト非着用 
警告灯 

0ク U アランスソナー表示な* 
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* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 



































































2-2. メーターの 見ち 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 


表示打 

システムの作動状況を表おします。 


0 今 

方向指;表术灯 
レ R 128) 

A 




zOOz 

尾灯表术灯 
(^ P . 143) 

参 参 

因 

• S • 




=pN 

へッドライト 

P 


上向き表示な（一 P . 143) 

R 



N 

が 

フ□ントフォグフイト 

D 

表示な* (一 P . 14货 

3 


エコドフイブインジケー 

B 

L 


夕ーランプ（一 P . 1 13) 



セキュ U ティ表示な 
(^P. 7 目） 

ク U アランスソナー表示灯 4 
(^ P . 1己 3) 

シフトポジション表示な 

UP. 1 26) 


作動確認のためにエンジンスイッチを"日 N " にずると点灯し、数秽後に消灯 
しまず。点灯しない場合や点灯したままのとをは、システム異常のおそれがあ 
りまず。トヨタ販売店で点検を受けてください。 
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2-2. メーターの 見ち 


■警告打 

万一のシステム異常などを警告しまず。（一 P . 314) 


(①）口が 

り 

が 

(©) 


ホ ※] ホ 



% 2 

《3 

養：％ を 

曲 

A 

PASSENGER を .' 

PASSENGER 

ぶ 


(点滅) 


^作動確認のためにエンジンスイッチを"日 N " にすると点灯し、数抄後 
またはエンジンをかけると消なしまず。点灯しない場合や点灯したままの 
ときは、システム異常のおそれがあります。トヨタ販売店で点検を受けてく 
ださい。 

2 マニュアルエアコン装着車 
3オートエアコン装着車 


A 警告 

■ ま全装置の警告なが点なしないときは 

ABS 和 SRS エアバッグなどの安全装置の警告口が、エンジンスイッチを"日 N " 
にしてち点なしない場含や点灯したままの場含は、事故にあったとさに正し<作 
動せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場含死 t につながるおそれがあります。 
ただちにトヨタ販売店で点検を受けて<ださい。 


142 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
































2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 

ライトスイッチ 


自動*または手動でへッドライトなどを点灯できまず。 

レバーの端をまわずと、次のよラにライトび点灯しまず。 

□ 車幅灯-尾な-番号なを点な 
□ 上記ライトとへッドライトを 
点灯 

且ヘッドライト. 車幅ななどを 
自動点灯-消灯 
(コンライト X ’装着車） 

&コンライトは、エンジンスイッチ 
び" ON " のとをに使用でをます。 


[八イビームにずる 

□ ライト点打時八イビームに切0 
かえ 

レバーを もとの位置へもどすと □一 
ビームに ちど0ます。 

曰レバーを引いているあいだ、八イ 
ビームを点好 

ライトが消灯していてち、八イビーム 
が点灯します。レバーを離すと、□一 
ビームにちどる、または消灯します。 

:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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2-3. ライトのつけち.ワイバーの使いち 


I 手動光軸調壁ダイヤル（八□ゲンへッドライト装着車) 

乗車人数や荷物の量などによる車の姿勢の変化に合わせて、へッドライト 
の光軸を調整することびでをまず。 



n 上向さに調整 
0下向さに調整 


■目盛り設定の目を 


柔員の状況 

ダイヤル位置 

運転席のみ柔車時 

0 

10名乗車時 

2 
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2-3. ライトのつけち.ワイバーの使いち 


曰知識 

■ライトセンサー(コンライト装着車） 

センサーの上にちのを置いたり、センサー 
をふさぐよラなちのをウインドウガラスに 
貼らないでください。周囲からの光びさえ 
ざられると、自動点な-消な機能び正常に 
働かな<な0ます。 


■ライト消'し忘れ防止機能（コンライト装着車） 

ライトスイッチの位置び AUTO でライトび点な時、エンジンスイッチを " ACC " 
または " LOCK " にして運転席ドアを開けると、へッドライトと尾ななどび消な 
します。再びライトを点好する場合は、エンジンスイッチを " ON " にするか、 
一度ライトスイッチを OFF にもどし、再度 ♦ または10の位置にします。 

■ライト消し忘れ警告ブザー 

へッドライト-尾灯び点なしている状態でエンジンスイッチからキーを抜いて 
運転席ドアを開けると、ライト類の消し忘れを警告するフヴーび鳴ります。 
(コンライト装着車は、ライトスイッチの位置び AUTO しが1の場合に作動します） 

■才ートレべリングシステム（ディスチヤージへッドライト装着車） 

通行人や対向車びまぶし<ないよラに、乗車人数-荷物の量などによる車の姿 
勢の変化に合わせて、へッドライトの光軸を自動で調整します。 


A 迂意 

■バッ テリーあがりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でライトを長時間点なしないでください。 
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2-3. ライトのつけち.ワイパーの使いち 

フォグライトスイツチ* 


雨や霧などの悪天傾下での視界を確保しまず。 

►フ□ントフォグライトスイツチ* 



□ 消打ずる 
□ 点灯ずる 


14白 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 














2-3. ライトのつけち.ワイバーの使いち 


► U ヤフォグライトスイッチ* 

ON / OFF を切りかえる 
作動中は作動表示なび点なします。 


□知識 一 

■点'打を件 

フロントフォグライト：へッドライトまたは車幅なび点なしているとさに使用 
でをます。 

U ヤフォグライト：へッドライトまたはフロントフォグライト*び点灯し 
ているとさに使用でをます。 

■リヤフォグライト*について 

♦ U ヤフォグライトび点灯しているとをは、1」ヤフォグライトスイッチの作動 
表示打び程色に点なします。 

♦雨や霧などで視界び悪いとさに後続車に自分の車の存在を知らせるために 
使用します。視界び悪いとさし U がに使用すると後続車の迷惑になる場合びあ 
ります。必要なとさし U 外は使用しないでください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-3. ライトのつけ方.ワイパーの使いち 

ワイパ ー& ウォッシャー（フロント) 


:欠のようにレイ V - を操作して、ワイパーの作動を選択しまず。 


►間欠式ワイパー 



n 間欠作動 （ INT ) 
且ほ速作動 ( L 0) 

0 高速作動 （ HI ) 

Q —時作動 （ MET ) 



且ウォッシャー液を出ず 
ワイパーび 連動 して 作動 します。 
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2-3. ライトのつけち.ワイバーの使いち 


•間欠時間調整式ワイパー 

INT を還おしているとさ、間欠作動の頻度を調整ずることびでさ 
ます。 




且間欠ワイパーの作動頻度(減) 
□ 間欠ワイパーの作動頻度(増) 
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2-3. ライトのつけち.ワイバーの使いち 



口知識 
■作動を件 

エンジンスイッチが " ON " のとを 

■ウォッシャー液が出ないときは 

ウォッシャー液量が不足していないのにウォッシャー液が出ないときは、ノ刀レ 
のつまりを点検して < ださい。 


A ミち意 

■フ □ントガラスび乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあります。 

■ウ ォツシャー液び出ないときは 

ウォツシャースイツチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルが つまったときは 

ノズ j しびっま ったとをはトヨタ販売店へご連絡ください。 
ピンなどで取り除かないでください。 

ノス) レび損傷するおそれびあります。 
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2-3. ライト①つけち.ワイパーの使い方 

ワイパ ー& ウォツシャー（リヤ) 


:欠のよラにレイ V — の端をまわして、ワイパーの作動を選択しまず。 

n 間欠作動 ( INT ) 

且通常作動 （ ON ) 

且ウォッシャー液を出ず 
(ワイパー作動中） 

□ ウォッシャー液を出ず 
(ワイパー停止中） 


口知識 

■作動を件 

エンジンスイッチが " ON " のとを 

■ウォッシャー液が出ないときは 

ウォッシャー液量が不足していないのにウォッシャー液が出ないときは、ノズル 
のつまりを点検して < ださい。 




1已1 















2-3. ライトのつけち.ワイバーの使いち 


A ま意 

■窓ガラスび 乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあります。 

■ウ ォッシャー液び出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルび つまつたとをは 

ノズ j レびつまつたとをはトヨタ販売店へご連絡ください。 
ピンなどで取り除かないでください。 

J ス) レび損傷するおそれびあります。 


1已吕 





2-4. その他の走行装置の使い方 

クリアランスソナ ー& バックソナ ー* 


クリアランスソナ ー& バックソナーは、車両と障害物とのおおよその 
距離を超音波センサーによって感知して、インストルメントパネルに 
ある表示'灯とブザー音で運転ちにお知5せしまず。 


►マニュアルエアコン装着車 



►オートエアコン装着車 



□ 作動表示 

且ク U アランスソナー表示 
0バックソナー表示 
Q メインスイッチ 


n メインスイッチ 
B 作動表お 

且ク U アランスソナー表示 
Q バックソナー表示 


:車両型式で異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■使用ずるとをは 


►マニュアルエアコン装着車 



六インスイッチを巧す 
作動表示が点灯します。 

同時に、約1秒間クリアランスソ 
ナー表示-バックソナー表示が点 
灯し、ブヴーが鳴0ます。 

再度押すと解除され、作動表示が 
消打します。 



六インスイッチを巧す 
作動表示が点灯します。 

同時に、約1秒間クリアランスソ 
ナー表示-バックソナー表示び点 
灯し、ブヴーが鳴ります。 

再度押すと解除され、作動表示が 
消灯します。 



□ フ□ント コーナー センサー 
且 U ヤ コーナー センサー 
0パックセンサー 


巧4 








































































































2-4. その他の走行装置の使い方 


ク U アランスソナー&バックソナーび作動したとさ、障害物と車両との 
おおよその距離を表示な-ブヴー音の変化でお知らせしまず。 

■ コーナー センサー 


[障害物に近付いたとさの表示'灯-ブザー音の変化 


障害物までの 
おおよその距離 

距離表示 

ブヴー音 

約已〇〜 37 .已 cm 

み。 0 

:因 

〇 S 〇 

(点滅） 

ピッピッピッ 
(断続音） 

約 37 .己〜 2 己 cm 

.."か.- 〇 

:因 

〇宣〇 

健い点滅） 

ピピピピ 
(速い断続音） 

約 2 已 cm UTF 

参 〇 

因 

0^0 

ピー（連続音） 


(点な） 



運転するとさに 


1已已 












2-4. その他の走行装置の使いち 


■パックセンサー 


障害物までの 
おおよその距離 

距離表示 

ブヴー音 

約1己〇〜 60 cm 

〇 〇 
。震。 

つ、 

娟い点滅） 

ピッ ピッ 
(遅い断続音） 

約目日〜4己 cm 

〇 〇 

因 

°;装° 

(点滅） 

ピッピッピッ 
(断続音） 

約4己〜吕已 cm 

〇 〇 

因 

。章-。 

健い点滅） 

ピピピピ 
(速い断続音） 

約 35 cm UTF 

〇 〇 

因 

〇 S 〇 

(点な） 

ピー（連続音） 


1已己 










2-4. その他の走行装置の使い方 


障害物を複数圏所で同時に感知したとき 


障害物を複数箇所で同時に感知したとさは、次のよラにブヴー音びかわ 
りまず。 

• 感知でさる最ち近い領域に障害物びある（ブヴー連続音作動中）と 
さ、他の部位で新たに障害物を感知ずると、ブヴー音は「ピピピピ 
ピピピピー」をくり返しまず。 

• 感知でさる最ち近い領域に障害物びある（ブヴー連続音作動中）と 
さ、他の部位でをブヴー連続音作動領域に障害物を感知ずると、ブ 
ヴー音は「ピピピピー」をくり返しまず。 


運転するとさに 


1已7 






2-4. その他の走行装置の使いち 


I 障害物を感知できる範囲 

感知でさる範囲は次のとお0でず。ただし、障害物びセンサーに近付さ 
すざると感知でさません。 

障害物の形状-条件によっては、感知でをる距離び短くなることや感知 
でさないことびありまず。 



n 約已 Ocm 
曰約1曰 Ocm 


1已8 







































2-4. その他の走行装置の使い方 


曰知識 
■作動を件 

メインスイッチび ON で、それぞれなの条件びすべて満たされているとをに作 
動します。 

►フロント コーナー センサー； 

♦エンジンスイッチび "ON" のとを 
♦シフトレバーび P し U 外にあるとを 
♦車両の速度び約 lOkm/h しツ下のとを 
► U ヤコーナーセンサー.バックセンサー； 

♦エンジンスイッチび "ON " のとを 
♦シフトレバーび R にあるとを 
■クリアランスソナ ー& バックソナーの 異常表示-警報 

障害物を感知していないとをに、ソナーの異常び発生した場合は、クリアランス 
ソナー表示好び点滅すると同時に、異常を知らせるブヴーび約7秒間鳴ります。 
(一 P. 315, 316) 

いつたん異常び検知されると、エンジンスイッチび "ON" 、およびメインス 
イッチ UP . 1已 3) び ON のとき、異常び解消されるまで常に異常表示された 
ままになります。 

■オーディオ（装着車のみ）- エアコンの 使用時は 

音楽やファンの音などにより、ク U アランスソナ ー& バックソナーのブヴー音 
び聞さとりづらくなる場合びあります。 



1已9 





2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■使 巧時のを意 

必ずなのことをお守りください。 

お守りいただかないと、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
♦車両のを 度び約1 Okm / h をこえないようにしてください。 

♦ソナ ーの感知範囲' 作動を度には限界びあ D ます。車を前進' 後退するとを 
は、必ず車両周辺（特に車両側面など）ソナー感知範囲外の安全を確認し、ブ 
レーキで 車を を 十分に制御し、ゆっくり運転してください。（また、制動距離 
は雨-砂利などの路面状況により変化するため注意して<ださい） 

-ソナーの感知範囲は車両コーナー部と後部のバンパー周辺に限られます。 

-障害物の形状•条件によっては感知でをる距離び短くなることや、感知で 
をないことびあります。 

-障害物の感知後、表示なび作動してブヴーび鳴るまでにを少時間びかかり 
ます。極なま走行時でち、表示打び作動してブヴーび鳴る前に、障害物ま 
で約2已 cm 1；(内（バックソナーは約3已 cm 1；(内）に接近するおそれび 
あります。 

♦ソナ ーび感知する範囲にはアクセヴ U —用品などを取り付けないでください。 
ク U アランスソナー&バックソナーび正常に作動せず、思わめ事故につなび 
るおそれびありを険です。 

♦異常 表示（一 P . 31已，31己）び出ている場合、まずセンサーの状態を確認し 
て <ださい。氷•雪-ミ尼びないのに異常表示び出ている場合は、センサーの異 
常び考えられますのでトヨタ販売店で点検を受けて<ださい。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■センサー について 

なのとを、ク U アランスソナ ー& バックソナーび正常に作動しないことびあり、 
思わめ事故につなびるおそれびあ0を険です。ま意して運転して<ださい。 

♦センサーに 氷-雪•ミ尼などび付着したとを（取り除けば、正常に復帰します） 

♦センサー 部び凍結したとを（解ければ、正常に復帰します） 

特に低温時には凍結などにより異常表示び出たり、障害物びあってち感知しな 
いことびあります。 

♦センサーを 手などでふさいだとを 
参 炎天下や寒;令時 

♦凸凹 道-坂道-砂利道-草むら走行時など 

♦他 車のホーン.オートバイのエンジン音.大型車のエアブレーキ音.他車の 
ク1」アランスソナーなどの超音波を発生するちのび近付いたとを 

♦どしゃぶり の雨や水しぶをびかかったとを 
♦車両 姿勢び大をく傾いたとを 

♦巿 版のフェンダーポール-無線機アンテナをまに付けたとを 
参 背の高い縁石や直角の縁石に向かって進んだとを 
♦標識な どの物体によっては感知距離び短 < な D ます。 

♦バン ノ f 一真下付近は感知しません。 

センサーより化い物体や細い巧などは、一度感知してち接近すると突然感知し 
なくなることびあります。 

♦セ ンヴーに障害物び近付をすざたとを 

♦バンパー やセンサー部付近にちのをぶつけたとをや、たた < などの強い衝撃を 
与えたとを 

• けん弓Iフックを取り付けたとを 
• トヨタ純正品し:!外のサスペンションを取り付けたとを 

障害物の形状-ま件によっては感知でをる範囲び短くなることや、感知でをな 
いことびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■正 おに感知でをないことげある障害物 

なのよ5なちのは感知しないことびあります。注意して運転してください。 

♦針金 .フェンス.□-プなどの細いちの 

♦綿- 雪などの音波を吸収しやすいちの 

♦鋭角 的なおのちの 

♦背の ほいちの 

参 背び高く上部び張り出しているちの 

特に人は巧類の種類によってち検知でをない場合びありますので、常に目視で 
確認してください。 


ま意 

■使用 時のを意 

なのとを、ソナーの異常などにより装置び正常に作動しなくなっているおそれ 
びあります。トヨタ販売店で点検を受けてください。 

• メインスイッチを ON にしてもブヴーび鳴らないとを 

♦障害物を 感知していない状態で、ク U アランスソナー表示•バックソナー表示 
び点滅し、ブヴーび鳴ったとを 

•センサー 部付近にものをぶつけたとをや、たたくなどの強い衝撃を与えたとを 
♦パンパ ーをぶつけたとを 

• ブヴー音びしないのにク U アランスソナー表示•バックソナー表示び点なした 
ままのとを 

■洗車 時のま意 

高圧洗車機を使用して洗まするとさは、センサー部に直接水をあてないでくだ 
さい。強い水圧により衝撃び加わり、正常に作動しなくなるおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

バックモニター* 


車両後方の映像とガイド線をモニター画面に映し出し、駐車時などの 
後退操作を補助ずる装置でず。 

本文中で使用している画面のイラストは例であり、イラストと実際に 
映し出される映像では車両の映り込みなどび異なることびありまず。 





ITO24E034 


エンジンスイッチび" ON " の 
とき、シフトレバーを R にずる 
と、バック モニターの 画面び表 
おされます。 

巧のと を、 バック モニターの 画面 
び解除されます。 

-シフトレバーを R じ1外にしたと 
を 

■バック モニターの 画面を表示し 
て、已分が経過したとを 




:車両型式で異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


[画面の表示/巧表示 



バックモニターの画面び表示され 
ているとさ 、インナー己ラーの 
AUTO ボタンを巧して、画面の 
ON モードと OFF モードを切0 
替えることびでさまず。 

ON モード：画面び表示され、緑色の 
インジケーターび点なし 
ます。 


OFF モード：画面が非表示にな0、程 
色のインジケーターび 
点灯します。 

エンジンスイッチを " LOCK " から 
" ON " にすると、バック モニターの 
画面は日 N モードになります。 


[画面の見方について 



ガイド線は画面に表示されまず。 
ガイド線は車両や路面の状況によ 
0、誤差を生じることびありまず。 

n 車幅延長線（青色） 

車をまっすぐ後退させたとさの 
進路の目安をおします。 

実際の車幅より広<表示しま 
す。 


0距離目安線（青色） 

バンノ（一後端から約1 m 先をお 
します。 


且距離目安線（赤色） 

バンノ VD —後端から約日.己 m 先を 
巧し9 〇 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


[バックモニター のま意点について 


バックモニターは、バンパー後端 
から車の後方が映0ます。 


車や路面の状況によ0、映る範囲 
は異なることびあります。 

ノ くンノ く一の両端付近やノ くンノ（一の 
下にあるちのは映りません。 

力ラのレンズの特性により、画 
面に映る映像の距離感覚は実際の 
距離とは異な0ます。 

力方ラより高い位置にあるわのに 
ついては、 モニターに 映日ないこ 
とびあ0ます。 

字光式ナンバープレートを装着し 
ていると、画面上に映0込むこと 
びあ D ます。 


バックモニターのカメラは、ナン 
バープレートの左上側にあ0ま 
す。 


カメラのレンズび巧れていると、鮮明な画像を見ることびでさませ 
ん。水滴•雪-ミ尼などのミちれび付着したとさは水洗いし、柔らかい巧 
でふさ取ってください。巧れびひどいとさは、中性洗剤で洗い流して 
<ださい。 


■ 画面に映る範囲について 




• カメラのお手入れについて 



16已 



















































2-4. その他の走行装置の使い方 


■ 画面と実際の路面との誤差について 

距離目安線や車幅延長線と駐車スペースの区画線び画面では平行に 
見えてち、実際は平行ではないことびありまず。必ず直接確かめてく 
ださい。 

車幅延長線と駐車スペース左ちの区画線の間隔び画面では左ち巧等 
に見えてを、実際は左ち巧等ではないことびありまず。必ず直接確か 
めて < ださい。 

距離目安線は、平 b な路面に巧しての距離の目安をおしていまず。そ 
のため、なの状態のとをは、画面のガイドと実際の路面上の距離•進 
路に誤差び生じまず。 

• 急な上り坂び後方にあるとさ 



実際の距離よ0手前に距離目安線 
び表示されまず。そのため、上0 
あにある障害物は実際より遠くに 
あるように見えまず。同様にガイ 
ド線と実際の路面上の進路にち誤 
差び生じまず。 


16呂 

























2-4. その他の走行装置の使い方 


急な下りあび後方にあるとさ 



実際の距離よ0ラしろに距離目安 
線び表示されまず。そのため、下 
りあにある障害物は、実際より近 
くにあるように見えまず。同様に 
ガイド線と実際の路面上の進路に 
を誤差び生じまず。 



乗車人数、積載量などにより車び 
傾いているとさは、実際の距離、進 
路と誤差び生じまず。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■立体物び近くにあるとき 

車幅延長線-距離目安線は路面に巧して表示されているため、立体物 
の距離を判断ずることびできません。張り出しのある立体物（トラッ 
クの荷台のよラな障害物）び近くにあるとさは、なのことにご注意く 
ださい。 

• 車幅延長線について 



後方や周囲の安全を直接確認して 
ください。画面では、トラックの 
荷台び車幅延長線の外側にあり、 
ぶつか日ないように見えてち、実 
際は荷台び進路上に張り出してい 
るためぶつかることびありまず。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


後方や周囲の安全を直接確認して 
<ださい。画面では、距離目安線 
により日の位置にトラックび駐車 
してあるよラに見えまずび、実際 
には A の位置まで後退ずると、ぶ 
つかりまず。画面では A 、 B 、 C の 
順に近<見えまずび、実際の距離 
は A と C は同じ距離で、巨は A と 
C より遠い距離にありまず。 


• 距離目安線について 



•曰 

5■凸 一 

ITO24E041 


運転するとさに 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


I 知っておいていたださたいこと 


■が障とお考えになる前に 

下記のよラな症状になったとさは、考えられる原因と処置を参考に、 
ちラー度確認してください。 

処置をしてち直らないとさは、トヨタ販売店で点検を受けてくださ 
し、。 


症状 

考元られる原因 

処置 

画面び見に<い 

•夜間など暗いところで使 
用するとを 

-レンズ付近の温度び高 
し、または低いとを 
•外気温び化いとを 
-カメラに水;商び付いたと 
さ 

-雨天時など湿度び高いと 
を 

•カメラ付近に異物（ミ尼な 
ど）び付いたとを 
•カメラにすり傷び付いた 
とを 

•白壁や巧るいちのび画面 
に映り込んだとを 
•太陽やへッドランプの光 
び直接カメラのレンズに 
友たったとを 
•堂光打.ナト1」ウムな- 
水銀ななどの照明下で使 
用したとを 

車両周囲の状況を直接確認 
しなびら、運転してくださ 
し、。 

(カメラ及びその周辺環境 
び改善されてから、バック 
モニターを ご使用くださ 
ぃ） 

画面び不辭明 

カメラのレンズに水ミ商. 

雪-ミ尼など異物や巧れび付 
着しているとを 

カメラのレンズを水洗い 
し、柔らかい巧でふを取つ 
て <ださい。巧れびひどい 
とさは、中性洗剤で洗い流 
してください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


症状 

考元られる原因 

処置 

画面がずれている 

カメラ部に強い衝撃が加 
わったとを 

トヨタ販売店で点検を受け 
て < ださい。 

ガイド線び大を< 
ずれる 

カメラの位置がずれている 
とさ 

トヨタ販売店で点検を受け 
てください。 

•車び傾しにいるとき（重 
い荷物の積載やバンクし 
てタイヤ空気圧び化いと 
きなど） 

•傾斜地で使用するとを 

車両周囲の状況を直接確認 
しなびら、運転してくださ 
い。 


曰知識 

■バック モニターを 使用ずるときは 

インナー5ラーの防眩機能び解除されます。 

■バック モニターの 設定について 

エンジンスイッチが"日 N " かつシフトレバーが R のとを、下記の設定がでを 
ふ9 0 

♦画面を継続的に非表示にするには 

AUTO ボタンを12秒し心 b 押し続けると、なのよ5に画面び切替 D、 画面び 
継続的に非表示になります。 

. ボタンを押し続けると、画面び非表示になり、約日砂後にいったん画面び 
表示されます。それから約日砂後に画面び非表示になり、インジケーター 
び程色に点なします。 

-エンジンスイッチを " LOCK " から " ON" にしても画面び表示されな 
くなります。 

参画面を表示するには 

AUTO ボタンを押します。（インジケーターび緑色に点灯します） 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■バック モニターを 使用ずるとさは 

後退するとをは、必ず目視や5ラーなどで後ちや周囲の安全を直接確認しなび 
ら慎重に後退してください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦バック モニターは、後退操作を補助する装置です。バックモニターを過信しな 
いで < ださい。 

とくに周辺に駐車している車や障害物などに接触しないよラにしてください。 

♦画面 だけを見なびら後退することは絶対にしないでください。 

画面に映っている映像と実際の状況は異なることびあ D、 画面だけを見て後退 
すると車をぶつけたり、思わめ事故を引を起こすおそれびあります。 

♦後退 するとをは、ブレーキペダルを踏んで速度調整しなびら、ゆっくり後退し 
て < ださい。 

♦駐車 時の道路事情' 路面やまの状況などによ0、八ンドル操作のタイ5ング • 
操作量は異なります。十分理解した5えで、バックモニターをご使用 < ださい。 

♦駐車 するとをは、必ず駐車スペースに車を駐車でをるかを確認してから後退し 
てください。 

♦なのよ ラな状況では、使用しないでください。 

-雪道、凍結した道などのすベ0やすい路面 
-タイヤチェーン、応急用タイヤを使用しているとを 
-バックドアび完全に閉まっていないとを 
-カーブや坂道など平坦-まっすぐではない道路 
♦が 気温び化い場合、画面び暗<なったり、映像び薄れたりすることびありま 
す。とくに動いている物の映像び歪む、または画面から見えなくなることびあ 
ります。 

♦タイヤ サイズを変更した場合、画面に表示されるガイド線の位置に誤差び生じ 
ることびあります。 

♦カメラの レンズの特性により、画面に映る人や障害物は、実際の位置や距離と 
異なります。（一 P. 1己日） 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■駐車ず るとを 

♦柔車 人数•積載量などにより、画面のガイド線の示す位置は変わります。必ず 
後ちや周囲のま全を直接確認しなびら運転して<ださい。 

♦車 幅延長線は、実際の車幅より広 < 表示されます。後退するとをは、必ず後方 
や周囲のま全を直接確認しなびら運転して<ださい。 


A ま意 

■カメラの 取り扱いについて 

参バ ックモニターび正常に作動しなくなるおそれびありますので、なのことにご 

ま意ください。 

-カメラ部を強くたたいたり、ものをぶつけたりして、強い衝撃を与えない 
でください。カメラの位置、取り付け角度びずれるおそれびあります。 

-カメラ部は防水構造となっていますので、取りはずし-分解-改造をしな 
いで < ださい。 

-カメラのレンズを強くこすったり、硬いブラシや研磨剤などでみびいたり 
するとレンズび傷付を、映像に悪影響をおよぼすおそれびあります。 

-カメラのカバーは樹脂でできていますので、有機溶剤•ボディワックス- 
ミ由膜取り剤- ガラスコート剤などを付着させないでください。付着したと 
をは、すぐにふを取ってください。 

-寒いとさにお湯をかけるなどして急激な温度を化を与えないでください。 

-洗車時に高圧洗を機でカメラやカメラ周辺に直接水をあてないで < ださ 
し、。強い水圧により衝撃び加わり、装置び正常に作動しなくなるおそれび 
あります。 

参 カメラ部をぶつけたとさは、カメラの故障などのおそれびあります。早めに 

トヨタ販売店で点検を受けて<ださい。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

運起を補助する装置 


走行の安全性や運転性能を高めるため、走行状況に応じて巧の装置び 
自動で作動しまず。ただし、これ5の装置は補助的なちのなので、過 
信せずに運転には十分にを意してください。 

■ ABS (アンチ□ックブレーキシステム） 

急ブレーキ時やすべ0やすい路面でのブレーキ時にタイヤの□ックを防ぎ、 
スリップを抑制します。 

■ ブレーキアシスト 

急ブレーキ時などに、よ0大きなブレーキカを発生させます。 


口知識 

■ ABS • ブレーキアシストの作動音と}忘動 

♦エンジン始動時や発進直後、フレーキをくり返し踏んだとさに、エンジン 
ルームから作動音び聞こえることびありますび、異常ではありません。 

♦上記のシステムび作動すると、なのよ5な現象び発生することびあります 
び、異常ではありません。 

-車体や八ンドルに振動を感じる 

* 車両停止後ちモーター音が聞こえる 

- ABS の作動時に、ブレーキペダルがル刻みに動< 

- A 目 S の作動終了後、ブレーキペダルが少し與に入る 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■ ABS の効果を発揮でをないとを 

♦タイヤの グ U ップ性能の限界をこえたとさ(雪で覆われた路面を過剰に摩耗し 
たタイヤで走行するとをなど） 

♦雨で めれた路面やすべりやすい路面での高速走行時に、八イド□プレーニング 
現象び発生したとを 

■ ABS び作動ずることで、制動距離び通常よりも長くなるとき 

ABS は制動距離を短くする装置ではありません。なの状況では、常に速度を控 
えめにして前車と安全な車間距離をとってください。 

♦ミ 尼-砂利の道路や積雪路を走行しているとを 

♦タイヤ チェーンを装着しているとを 

♦道路の つなざ目など、段差をこえたとを 

♦凹凸の ある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとを 

■タイヤを 交換ずるとをは 

4輪とも指定されたサイズで、指定のメーカー•ブランド-トレッドパターン 
(溝模様）のタイヤを使用し、推奨された空気圧にしてください。（一 P . 3已 2) 
異なったタイヤを装着すると、 ABS び正常に作動しません。 

タイヤ、またはホイールを交換するとをは、トヨタ販売店に相談してください。 

■タイヤと サスペンションの取り扱い 

問題びあるタイヤを使用したり、サスペンションを改造したりすると、運転を 
補助するシステムに悪影響をおよぼし、システムの故障につなびるおそれびあ 
ります。 
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2-5. さまざまな状況での運転 

巧物を積むとまの注意 


安まで快適なドライブをずるために、荷物を積むときは巧のことをお 
守りください。 

• でさるだけ荷物はラゲージスペース、またはシートをスペースアツ 
プした場所’ X に積む 

♦荷物びを全な位置に置かれているか確認ずる 

♦走行中のバランスを維持ずるために重さび偏日ないよラに積む 

• 燃費び悪化しないよラにずるために、不要な荷物は積まないよラに 
する 

※スペースアップシート装着車のみ 


A 警告 


■積んで はいけないちの 

なのよ5なちのを積むと引火するおそれびあ〇を険です。 
♦燃料び 入った容器 
•スプ レー宙 
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2-5. さまざまな状況での運転 


A 警告 

■荷物を 積むときは 

なの警告をお守りください。お守りいただかないと、思わめ事故につなびるお 
それびあ〇を険です。 

♦でさる だけ荷物はラゲージスペース、またはシートをスペースアップした場 
所’叫こ積んでください。 

※スペースアップシート装着車のみ 
♦なの 場所には荷物を積まないで<ださい。 

お守 D いただかないと、ブレーキペダル•アクセルペダルを正しく操作でをな 
かったり、荷物び視界をさえざったり、荷物び柔員に衝突したりして、思わめ 
事故につなびるおそれびあ0を険です。 

-運転席足元 

-助手席-1」ヤ席（荷物を積み重ねる場合） 

-インストルメントパネル 
-ダッシュボード 

♦室内に 積んだ荷物はすべてしっかりとま定させてください。 

を定していないと、急ブレーキや事故の際に投げ出され、乗員を傷付けるおそ 
れびあります。 

♦シー トし i (がの場所には、絶対に人を柔せて走行しないで<ださい。 

柔員は、適切にシートベルトを着用させ、座席に座らせてください。 
お守りいただかないと、急ブレーキや衝突の際に、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■荷物の 重量-荷重のかけちについて 

参 荷物を積み過ざないで < ださい。 

♦荷重を 不均等にかけないよラにしてください。 

これはタイヤに負担をかけるだけでなく、八ンドル操作性やブレーキ制御の 
ほ下により思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死こ 
につなびるおそれびあります。 
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2-5. さまざまな状況での運転 

寒を時の運起 


寒を時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいた上で適切 
に運転してください。 

■ をの前の準備 

♦次のちのはそれぞれ外気温に適したをのをお使いください。 

-エンジンオイル 
-を却水 

-ウォッシャー液 

♦バッテ U —の液量-比重を点検してください。 

♦を用タイヤ （4 輪）やタイヤチェーン（後部タイヤ用）を用意し 
て < ださい。 

タイヤは4輪とを同ーサイズで同一銘柄のをのを、タイヤチェー 
ンはタイヤサイズに合ったちのを用意してください。 

(タイヤについて： 一 P . 260) 

■ 運転する前に 

状況に応じて次のことを行ってください。 

• ドアやワイパーび凍結したとさは無理に開けたり動かしたりせ 
ず、めるま湯をかけるなどして氷を解かし、ずぐに水分を十分に 
ふさ取ってください。 

• フ□ントウインドウガラス前の外気取り入れ口に雪び積をって 
いるとさは、エアコンのフアンを正常に作動させるために、雪を 
取り除いて < ださい。 

• 足まわりに氷び付いているとさは、氷を取り除いてください。 

• フェンダー部分やブレーキ装置に雪や氷び付いているときは、取 
り除いて < ださい。 
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2-5. さまざまな状況での運転 


■運転するとをは 

ゆっくりスタートし、速度を控えて走行してください。 

■駐車ずるとをは 

パーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結して解除でさ 
な < なるおそれびあ0まず。 

パーキングブレーキはかけずに、シフトレバーを P に入れて駐車 
し、輪止めをしてください。 (^P. 319) 


□知識 

■寒を地用ワイパーブレードについて 

♦降雪期に使用する寒を地用ワイパーブレードは、雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分を3’ムで覆ってあります。トヨタ販売店で各車指定のブレードを 
おホめください。 

♦高速走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスびふを取りにくくなるこ 
とびあります。その場合には速度を落としてください。 

■タイヤチェーンについて 

取り付け-取りはずし-取り扱し巧法については;欠の指示に従ってください。 
♦ま全に作業でをる場所で行ラ 
♦後2輪に取り付ける 

♦タイヤチェーンに付属の取り扱い説明書に従5 
♦取り付け後0.已〜1 .0 km 走行したら締め直しを行ラ 
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2-5. さまざまな状況での運転 


A 警告 

■を 用タイヤ装着時の警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコントロールび不能とな D 、 重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦指定 サイズのタイヤを使用する 
♦空気 圧を推奨値に調整する 

♦装着す るを用タイヤの最高許容速度や制限速度をこえる速度で走行しない 
♦を 用タイヤを装着する際は、必ず4輪とち装着する 

■タイヤ チェーン装着時の警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、ま全に車を運転することびでをずに、思わめ事故につ 
なびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦装着した チェーンに定められた制限速度、もしくは30 km / h のどちらか化い 
ちをこえる速度で走行しない 

♦路面の 凹凸や巧を避ける 
♦急 八ンドル-急ブレーキを避ける 

♦カーブの 入り□手前で十分減速して車のコント□ールを失ラのを防ぐ 

■駐車 時の警告 

ノてーキングブレーキをかけずに駐車するとをは、必ず輪止めをしてください。 

輪止めをしないと、車び動を思わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。 
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2-5. さまざまな状況での運転 


A ま意 

■タイヤ チェーンの使用について 

トヨタ純正タイヤチェーンのご使用をおすすめします。 

トヨタ純正品し U がのタイヤチェーンの中には、使用すると車体にあたり、走行 
のさまたげとなるおそれびあるちのちあります。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

■フ □ントウインドウガラスに付いた氷を除去ずるときは 

たたいて割らないで<ださい。 

ウインドウガラスの内側（車内側）び割れるおそれびあります。 
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2-5. さまざまな状況での運転 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 

マニュアルエアコン* 


エアコン （を房- 吹き出し□切りかえ 



ITI31E001 


I エアコンの設定 

■ 基本設定 

臣圆[1]フアンを作動開始する、または風量を調整するには、フアン 
調整レバーをち（増）か左（減）へ操作する 
風量は4段階に調整で をます。 

エアコン （:令房-除湿機能）の 日 N • OFF を 切 0 かえるには （ A/C ) 
を 押します。（巧すたびに機能の 日 N •日 FF び 切り かわ 0ます ）^ 

送風を止めるときは、レバーを日 FF の位置にします。 

固画[司温度をかえるには、温度調整ダイヤルをち（暖）か左（冷）へ 
まわす 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 










































111互巧さ出し□を切りかえるには、吹さ出し□切りかえダイヤル 
をまわす 

ノブの位置を各吹き出し□のあいだにずると、吹き出し□を細かく逞 
択できます。 



上半身に送風 


上半身と足元に送風 



ITO31E07 化 


足元に送風 


-1 .エアコン. デフ ォッガーの 使いち 


室内装備の使いち 
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3-1. エアコン.デフォッガーの使いち 



足元に送風-ガラスの量りを取る 
内外気切0かえレバーをの位 
置にして使用しまず。 



ガラスの量0を取る 

内外気切0かえレバーをの位 
置にして使用しまず。 

( A/C ) を巧して エアコン （を房-除湿 

機能）を ON にすると、曇りび早く取 
れます。 


■外気導入-内気循環を切りかえるには 

内外気切りかえレノ（一を左ちに動かず 

内気循環にずるには、レバーの位置をだを}にします。 
外気導入にずるには、レバーの位置をミ Sp にします。 
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;- l . エアコン.デフォッガーの使い方 


I 風向きの調壁と吹き出し□の開閉 

n 風向さの調整 

ノブ. ダイヤルを操作して、上下左ち 
に風向きを調整します。 

0吹さ出し□の開閉 

閉めるときは、ノブをいっぱいまで下 
に動かします。 
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1-1. エアコン.デフ ォッ ガーの使いち 


曰知識 

■内気循環について 

内気循環を使ラとガラスび曇る場合びあります。 

■吹を出し□を♦み‘にしたとを 

頭寒足熱を目的とした吹を出し□であり、温度調整の設定によっては、足元に 
は、上半身に送風される風よりも暖められた風び送風されます。 

■が気温度び0 ° C 1 U 下のとを 

( a / c ) を押してち;令房-除湿機能び働かない場合びあります。 

■エアコンの臭いについて 

参エアコン使用中に、ま室内がのさまざまな臭いびエアコン装置内に取り込まれ 
て混ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭し)びすることびあります。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時はか気導入にしておく 
ことをおすすめします。 

■ PTC ヒーター* 

エンジンを間時の暖房効果を高めます。なのを件をすべて満たすと、自動的に 
作動します。 

♦フアンび作動しているとを 

♦温度調整ダイヤルをいちばんち（暖）にまわしたとを 
♦エンジン;令間時 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





;- l . エアコン.デフォッガーの使い方 


A 警告 

■フ □ントガラスの量りを防止ずるために 

湿度び非常に高いとさにエアコンを化い設定温度で作動させているとをは、 
かを出し□切りかえダイヤルを巧巧の位置に合わせないでください。 

外気とガラスの温度差でガラスの外側び曇り、視界をさまたげる場合びあり 
ます。 


A 汪意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

エンジン停止中は、必要しツ上にエアコンを使用しないでください。 


室内装備の使いち 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 

オートエアコン* 


設定温度に合わせて吹き出し□と風量を自動で調壁しまず。 



[才ート設定で使うとき 


lElHll I 



を押す 


吹き出し□と風量が自動で調整されます。 

エアコン （冷房-除湿機能）の日 N • OFF を切りかえるには 
します。（巧すたびに機能の日 N • OFF び切0かわります） 



を押 


ElMTI 設定温度を上げるとさは 
側を押す 



の"▲-側を、下げるとさは 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 













































お好みの設定で使ラとき 


■ 基本設定 

Enm 風量をかえるには、い j の"▲"(増）側か"▼"(減）側を巧ず 


エアコン （を房.除湿機能）の ON . OFF を切りかえるには II N ;) を巧 
します。（巧すたびに機能の ON . OFF び切りかわります） 


送風を止めるとさは 


を巧します。 


設定温度をかえるには、温度を上げるときはい"ソの 
を、下げるとさは" ▼" 側を巧ず 


Ea 团13 1吹さ出し□を切りかえるには、 


を押ず 


押すたびに吹を出し□び切0かわ0まず。 

還択した吹き出し□に従って次のようにさ風されまず。 


上半身に送風 



側 


-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使いち 
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3-1. エアコン.デフォッガーの使いち 



上半身と足元に送風 



外気導入-内気循環を切りかえるには 

を巧ず 

押すたびに外気導入-内気循環が切0かわ0ます。 


内気循環を選択しているとさは、 


貪 


の表示灯び点灯します。 
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フ□ントガラスの量りを取るには 




n 風向さの調整 

ノブ. ダイヤルを操作して、上下左ち 
に風向きを調整します。 

0 □欠さ出し□の開閉 

閉めるときは、ノブをいっぱいまで下 
に動かしまず。 


-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使いち 
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3-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


曰知識 

■才ート設定の作動について 

風量は温度設定と外気の状態により自動で調整されます。なのよ5な制御をす 
る場合びあります。 



を押した直後、温風や;令風の準備びでをるまでしばらく送風び停止 


する 

♦暖房時、を風を上半身に向けて送る 

■内気循環について 

内気循環を使5とガラスび曇る場合びあります。 

■内が気切りかえについて 

設定温度や室内温度などにより、自動的に内気循環または外気導入へ切りかわ 
る場合びあります。 

■フ□ントガラスの量りを取るとき 

外気温によって、自動的に外気導入に切りかわる場合びあります。 

■ が気温度が0 ‘ C 1 U 下のとさ 



を押しても;令房-除湿機能び働かない場合びあります。 
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■のき出し□を*み’にしたとき 


頭寒足熱を目的とした吹を出し□のため、設定温度によっては、足元に送られ 
る風び上半身に送られる風より暖められて送風されます。 

■エアコンの臭いについて 

♦エアコン使用中に、車室内がのさまざまな臭いびエアコン装置内に取り込まれ 
て混ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭し)びすることびあります。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時は外気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、オート設定での使用時には 
エアコン始動直後、しばらく送風び停止する場合びあります。 

■ PTC ヒーター* 

エンジンを間時の暖房効果を高めます。なの条件をすべて満たすと、自動的に 
作動します。 

♦フアンび作動しているとを 
•最大日ちち時 
♦エンジン;令間時 
♦か気温び化いとを 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使いち 
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3-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


A 警告 


■フ □ントガラスの量りを防止ずるために 

湿度び非常に高いとさにエアコンを低い設定温度で作動させているとをは、 



を押さないでください。外気とガラスの温度差でガラスのが側び曇り、 


視界をさまたげる場合びあります。 


A ま意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

エンジン停止中は、エアコンを化要し:!上に使用しないでください。 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 

U ヤクー ラー 


後部座席付近をを房ずることびできまず。 


リヤ クーラーを 使用ずる前に 

フ□ントエアコンのエアコン（を房-除湿機能）スイッチび ON に 
なっていることを確認し、 U ヤクーラーメインスイッチを ON にし 
て < ださい。 


'マニュアルエアコン装着車 




{ aTc ) if ON になっていること 
を確認ずる（一 P . 1 84) 


© 


び日 FF のときは、 IJ ヤクー 


ラーの冷房- 除湿機能が作動せず、 
送風のみとなります。 


同 


を押す 


押すたびにメインスイツチの日 N ■ 
OFF び切0かわ0ます。 

( ON のとをは作動表示灯が点灯 
します） 


室内装備の使いち 
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3-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


►オート エアコン 装着車 



ITI31E115a 



■ リヤ クーラーを 使用ずるには 



^び ON になっていること 
を確認ずる（一 P . 1 90) 

び OFF のとさは、 U ヤクー 

ラーの; 令房- 除湿機能び作動せず、 
ち風のみとな0ます。 

を押す 

押すたびに六インスイツチの日 N • 
OFF び切0かわ0ます。 

( ON のとをは作動表示打び点な 
します） 


フアン調整レバーをち（増）か 
左（減）に操作する 

送風を止めるときは、レパーを 
OFF の位置にします。 
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風向きの調壁と吹き出し□の開閉 
■操作部 



n 風向さの調整 

ノブを上下左ちに動かして、風向をを 
調整します。 

且□欠さ出し□の開閉 

閉めるときは、ノブをいっぱいまで左 
に動かします。 


-1 .エアコン. デフ ォッガーの 使いち 


室内装備の使いち 
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1-1. エアコン.デフォッガーの使いち 



n 風向きの調整 

吹を出し口を動かして、風向さを調整 
します。 

曰吹を出し口の開閉 

閉めるときは、吹を出し□のフィンを 
閉じるち向に動かします。 

開けるとさは、矢印の位置を押しま 
す。 


/ K ま意 

■バッ テリーあびりを防ぐために 

エンジン停止中は、必要 じ (上に U ヤクーラーを使用しないでください。 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 

IJ ヤヒーター 


車内の後方部分を暖房ずることびできまず。 

■ リヤ ヒーターを 使用ずる前に 

U ヤヒーターメインスイッチを ON にしてください。 

►マニュアルエアコン装着車 




同 


を巧す 


巧すたびにメインスイッチの ON ' 
OFF び切0かわ0ます。 ( ON のと 
さは作動表示なび点なします） 


V^REAR^ 


を押す 


押すたびに六インスイツチの日 N • 
OFF が切0かわ0まず。 ( ON のと 
をは作動表示灯が点灯します） 


室内装備の使いち 
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1-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


■ リヤ ヒーターを 使用ずるには 



フアン調整レバーを上（増）か 
下（減）に操作ずる 

ち風を止めるとさは、レバーを 
OFF の位置にします。 


A ま意 

■バッ テリーあびりを防ぐために 

エンジン停止中は、必要じ(上に U ヤヒーターを使用しないでください。 
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3-1 .エアコン.テフォッガーの使いち 

リヤウインドウデフ ォッ ガー層り取り） 


リヤウインドウの量りを取るときにご使用ください。 
►マニュアルエアコン装着車 

ON / OFF を切りかえる 



I 」ヤウインドウデフォッガーは、 
約1巳分で自動的に OFF にな0 

よ 9 〇 


オートエアコン装着車 



日 N / OFF を切りかえる 

リヤウインドウデフォッガーは、 
約1日分で自動的に OFF になり 
ます。 


曰知識 


■作動を件 

エンジンスイッチが " ON " のとを 


室内装備の使いち 
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► CD プレーヤー & AM / FM ラジオ* 



IT032R003A 


3-2. 才ーデイオの使いち 

オーデイオの種類 


► AM / FM ラジオ* 



。非 

00000000 

00000000 

00000000 

指 ssss 扣 
00000000 
00000000 

韶識端 

00000000 

00000000 


0000000 


00000000 




\1|/, 00000000 

/■ M ノ foooooooo 

(W 如 

/ W 、300000000 

/f/L\ Aoooooooo 


00000000 
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* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 



















































































3-2. オーディオの使い方 


タイトル 

参照ページ 

ラジオの使い方 （ AM / FM ラジォ） 

P . 206 

ラジオの使い方 

( CD プレーヤー & AM / FM ラジオ） 

P . 209 

CD プレーヤーの使い方 

CCD フレーヤー & AM / FM ラジオ） 

P . 211 

MP 3/ WMA ディスクの聞を方 

( CD プレーヤー & AM / FM ラジオ） 

P . 217 

快適に聞くために 

P . 224 

アンテナ 

P . 227 


□知識 — 

■携帯電話の使用 

オーディオを聞いているとをに、車内または車の近くで携帯電話を使用した場 
合、オーデイオの スピーカーから 雑音び聞こえることびあります。 


A ま意 

■バッ テリーあびりを防ぐために 

エンジン停止中にオーディオを長時間使用しないでください。 
■才ー ディオの取り扱いについて 

オーディオに飲み物などをこぼさないよラにミ主意してください。 


室内装備の使いち 
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3-2. 才ーデイオの使いち 

ラジオの使い方 (AM / FM ラジオ) 


電源 


曰里 



放送局の自動設定 


ITI32E013 


I 放送局を記憶させる 

■手動設定 


EHm SEEK (高い周波数）、または遇りまい周波数）を巧して、 
お巧みの放送局を探ず 


C へ H まむまご& ピッ"と音び鳴るまで巧し続ける 


チヤンネルの表示び点滅しまず。 


20己 
















































3-2. オーディオの使い方 


IE111I3I 


CH 


または 


CH 


を押して記憶させたいチヤンネルを選択する 


AM • FM 各6局まで記憶させることびでさます。 


16 甜部 4 I 


CH 


または 


を"ピッ"と音が鳴るまで押し続ける 


点滅していたチャンネル表示が通常表示にもどります。 

自動設定 


[AM.FM 1 
AUTO.P 


を"ピッ"と音が鳴るまで押し続ける 


受信感度のよい周波数が低い順に6局まで記憶されます。記憶が終了すると 
" ピッピッ"と音が鳴0ます。 


交通情報を受信ずる 


(^■' 111 ^ 


を押ず 


ちラー度巧すと解除されます。 


室内装備の使いち 
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3-2. オーディオの使いち 


曰知識 

■交通情報について 

♦新車時は、1620 kHz にセットしてあります。 


♦ AM ラジオモードのとを、 



を"ピッ"と音び鳴るまで押し続ける 


と、その周波数を変更することびできます。ただし、バッテ U - との接続び 
断たれたとさは、1日 20 kHz にちどります。 



を押してラジオを受信しているとをは、 


TUNE 

TUNE 

SEEK 

SEEK 

V 

へ 


CH 

CH 

V 

へ 


を操作してち周波数は切りかわりません。 

■バッテリーとの接続び断たれたときは 


CH 

CH 

V 

へ 


に設定されていた放送局び消去されます。 


■受信感度について 

♦アンテナの位置びそのとさどをでかわるため、電波の強さびかねつたり、障 
害物や電車、信号機などの影響により良好な受信状態を保つことび難しい場 
合びあります。 

参放送局を自動設定しているとを、自動選局や自動記憶びでさないことびあり 
ます。 


♦アンテナについては、 P . 227を参照してください。 
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3-2. 才ーデイオの使いち 

ラジオの使い方 ( CD プレーヤー& AM / FM ラジオ) 



放送局を記憶させる 


手動設定 


lEJai 1 I 


をまわず、または 


© 
源 Kk 
© 


の " A " (高い周波数）側、 


または" V "りまい周波数）側を巧して、お好みの放送局を探ず 

固画回記憶させたいスイッチ胃〜胃を"ピッ"と音び鳴るま 
で巧し続ける 

AM . FM 各6局まで記憶させることびできまず。 

■ 自動設定 

回^を"ピッ"と音び鳴るまで巧し続ける 

受信感度のよい周波数びほい順に日局まで記憶されまず。記憶び終了すると、 
"ピッピッ"と音び鳴ります。 


室内装備の使いち 
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3-2. オーディオの使いち 


I 交通情報を受信ずる 

を押す 

ちラー度巧すと解除されまず。 

曰知識 

■交通情報について 

♦新車時は、1日 20 kHz にセットしてあります。 

♦AM ラジオモードのとを、を"ピッ"と音び鳴るまで押し続ける 
と、その周波数を変更することびでをます。 

TUNE-FILE - 

• を押してラジオを受信しているとをは、^ - 

AUDIO CTRL 1- _ ) _ I 

m 〜-@を操作しても周波数は切りかわりません。 

■バッテリーとの接続が断たれたとさは 

m 〜 ^1に設定されていた放送局び消去されます。 

■受信感度について 

♦アンテナの位置びそのとさどをでかわるため、電波の強さびかわったり、障 
害物や電車、信号機などの霞響により良好な受信状態をなつことび難しい場 
合びあります。 

♦放送局を自動設定しているとを、自動選局や自動記憶びでさないことびあり 
ます。 

♦アンテナについては、 P . 227を参照してください。 
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3-2. 才ーディオの使いち 

CD プレーヤーの使い方 ( CD プレーヤー& AM / FM ラジオ) 



CD を挿入ずる 


CD を1枚、挿入ずる 


CD を取り出ず 


] を巧して CD を取り出ず 


巧を選ぶ 


© 

SEEK 

TRACK 

© 


の"八"（な曲側、または" V "揃曲側対甲して、聞きたい 


巧の番号を表示させる 


室内装備の使いち 
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3-2. オーディオの使いち 


1 

早ちどし•早送りずる 


早もどしずるときは m (♦〇を、早巧りずる户ホは 、 m (►►) 


を巧し続ける 

1 

リピート （ RPT ) 再生ずる 

UJ ( RPT ) を押ず 

1 

ランダム （ RAND ) 再生ずる 


Cn ( RAND ) を巧ず 


(表示を切りかえる 

I text I を押す 

押すごとに、次のように表示び切りかわります。 
曲番および経過時間^ CD タイトル^曲名 
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3-2. オーディオの使い方 


曰知識 

■表示について 

ディスプレイに一度に表示でさるのは12文字までです。 

CD タイトル、または曲名び13文字しツ上の場合は、臣司を1砂け上押し続 
けることにより、13文字目じ(降を表示でをます。 

表示でさるのは最大で24文字です。 

臣を]をちラー度1秒しツ上押す、または約6秒！;(上操作しないまま放置す 
ると、もとの12文字目までの表示にもどります。 

記録されている内容によっては、正しく表示されなかったり、表示自体されな 
いことびあります。 

■ランダム再生-リピート再生の解除 

もう一度 ( RAND ) または^1 ( RPT ) を押します。 

■エラー表示 

"ERROR " ；ディスクび巧れているとをや、裏表逆などで読み取りびでをない 
とを、ちしくはプレーヤー内部に異常びあるとをに表示されます。 

■再生巧能な CD 

なのマークの付いたディスクび再生でをます。 

記録状態やディスクの特性•傷 • ミちれ • 劣化により再生でをないことびあります。 

咖°離抽腹恒抽帽陌抽腹恒 

UUUC—A^ DIGITAL AUDIO DIGITAL AUDIO D に ITAL 占 UDIO 

D に ITAL … D。( text 1 I: りん I 化し lU (Rewritable) 

コピープ n テクト機能付 CD などは使用でさません。 


室内装備の使いち 
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3-2. オーディオの使いち 


■ CD プレーヤー保護機首目 

プレーヤー内部を保護するため、使用中に異常び生じたとさは自動的に再生を 
停止します。 

■ CD をプレーヤー内部に、またはプレーヤーか6兩び出した状態のままで長時間 
放置ずると 

CD び傷付を使用でをなくなるおそれびあります。 

■レンズクリーナ ー 

レンズク U —ナーを使用しないでください。使用すると、プレーヤーび故障する 
おそれびあります。 
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3-2. オーディオの使い方 


A 迂意 

■使用で きない CD• アダプター 

なのよラな CD • ScmCD アダプター' DualDisc を使用しないでください。 
使用すると、プレーヤーび故障したり、 CD の出し入れびでをなくなるおそれび 
あります。 

♦直径 1 2 cm または 8 cm の円おし义外の CD 


•低 品質またはをおしている CD 


♦記録 部分び透明または半透明の CD 


•セ □ノ V ン テー プ- シール • CD - R 巧ラベル 
などを貼った CD や、はびしたあとのある 
CD 



室内装備の使いち 
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3-2. オーディオの使いち 


A ま意 

■ CD プレーヤーの取り扱いについて 

なのことをお守りいただかないと、 CD び聞けなくなったり、 CD プレーヤーび 
正常に働かな < なるおそれびあ0ます。 

• CD 挿入□に CD し U 外のちのを入れない 

• CD プレーヤーにオイルを塗ったりしない 

• CD は直射日光を避けてな管する 

• CD プレーヤーを分解しない 

♦一度に 2枚し i (上の CD を挿入しない 


ITO32R021 



216 






























3-2. 才ーディオの使いち 

MP 3/ WMA ディスクの聞を方 ( CD プレーヤー& AM / FM ラジオ) 



fMP 3/ WMA ディスクを挿入ずる、または取り出ず 

挿入口にディスクを1枚挿入ずる。ディスクを取り出ずときは (^3 
を巧ず 


I "早もどし•早送りずる 

早もどしするときは m (一）を、早送りずるときは m (►►) を 
押し続ける 


室内装備の使いち 
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3-2. オーディオの使いち 


I フオルダを選ぶ-最初のフォルダにもどる 

■次フォルダを選ぶ 


FDLDEB の " A " 側を巧ず 
© 


■前フォルダを選ぶ 


© 

-の‘‘ V ’’ 側を 巧ず 


最初のフオルダにもどるには、 
押し続けます。 


© 

FOLDER CO V 
© 


側を"ピッ " と音び鳴るまで 


[ファイルを選択ずる 


をまわして、または 


© 

SEEK 

TRACK 

© 


の " A " (次ファイル）側、または 


V "(前ファイル）側を押して、聞きたいファイルを探ず 


I リピート （ RPT ) 再生ずる 

■ ファイルをくり返して再生ずる 

胃 ( RPT ) を巧ず 

■ フオルダをくり返して再生ずる 

cn ( RPT ) を"ピッ"と音び鳴るまで巧し続ける 


■ランダム （ RAND ) 再生ずる 

■特定のフオルダの中か5無作為にファイルを再生ずる 

m ( RAND ) を巧ず 

■ ディスクの中か5無作為にずべてのファイルを再生ずる 
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( RAND ) を"ピッ"と音が鳴るまで押し続ける 
















































3-2. オーディオの使い方 


I "表示を切りかえる 

I text I を押す 

押すごとに、次のように表示が切0かわりまず。 

フォルダ番号•ファイル番号•経過時間^フォルダタイトルーファイル名 
^ディスクタイトル （ MP 3 のみ）一曲名^アーティスト名 

U 知識 

■表示について 

ディスプレイに一度に表示でさるのは12文字までです。 

フォルダま号-フォルダタイトル-ファイル名などび13文字し U 上の場合は、 

臣司をけ少し U 上押し続けることにより、13文字目し如きを表示できます。 
表示でさるのは最大で24文字です。 

臣司をもラー度1秒じ(上押す、または約己秒し i (上操作しないまま放置すると、 
もとの12文字目までの表示にもどります。 

記録されている内容によっては、正しく表示されなかったり、表示自体されない 
ことびあ0ます。 

■ランダム再生-リピー ト 再生の解除 

もう一度 ( RAND ) または^1 ( RPT ) を押します。 

■エラー表示 

" ERROR " :ディスクび巧れているとをや、裏表逆などで読み取りびでをない 
とを、もしくはプレーヤー内部に異常びあるとをに表示されます。 

" N 0 MUSIC " :ディスク内に MP 3 / WMA ファイルび収録されていないと 
をに表示されます。 

■再生巧能な CD 

なのマークの付いたディスクび再生でをます。 

記録状態やディスクの特性' 傷' 巧れ' 劣化によ0再生でをないことびあります。 

咖昼歷证瞪區 

DIGITAL AUDIO DIGITAL AUDIO 

(Rewritable I 


室内装備の使いち 
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3-2. オーディオの使いち 


■ CD プレーヤーな護機能 

プレーヤー内部を保護するため、使用中に異常び生じたとさは自動的に再生を 
停止します。 

■ディスクをプレーヤー内部に、またはプレーヤーか6祇び出した状態のままで 
長時間放置ずると 

ディスクび傷付を使用でをなくなるおそれびあります。 

■レンズクリーナ ー 

レンズク U —ナーを使用しないでください。使用すると、プレーヤーび故障する 
おそれびあります。 


■ MP 3 / WMA ファイルについて 


MP3 (MPEG Audio LAYERS) は、音声圧縮技術に関する標準フォーマット 
です。 

MP3 を使用すれば、ちとのファイルを約1/10のサイズに圧縮することびで 
をます。 

WMA (Windows Media Audio) は、 Microsoft Corporation の音声圧縮 
フォーマットです。 MP3 よりもルさいサイズに圧縮することびでをます。 
使用でをる MP3 / WMA ファイルの規格やそれを記憶したメディア、フォーマッ 
卜には制限びあります。 

•再生可能な MP3 ファイルの規格について 
-対応規格 

MP3 (MPEG 1 LAYERS、MPEG2 LSF LAYERS) 

-対応ヴンプ U ング周波数 
MPEG1 LAYERS ； 32、 44. K 48 (kHz) 

MPEG2 LSF LAYERS ；1日、 22.0 己、24 (kHz) 

• 巧庇ビットレート 

MPEG1 LAYERS :己4、80、9己、112、128、 160,1白2、224、 

2已己、320 (kbps) 

MPEG2 LSF LAYERS ；已4、80、9己、112、128、144、1已〇 (kbps) 
《 VBR に対応しています。 

-対応チヤンネルモード：ステレオ、ジョイントステレオ、デュアルチヤン 
ネル、モノラル 
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3-2. オーディオの使い方 


♦再生可能な WMA ファイルの規格について 

-巧広規格 
WMAVer'7、 8、日 
-巧広ヴンプ U ング周波数 
32、 44. K 48 (kHz) 

• 対応ビットレート 

Ver'7、 8 : CBR48、 己4、80、9己、128、1己0、192 (kbps) 

Ver. 白： CBR48、 己4、80、白己、128、1己0、1白2、2已己、320 (kbps) 
《 2ch 再生のみ対応しています。 

♦使用でをるメディアについて 

MP3 / WMA ファイルの再生に使用できるメディアは CD-R および CD- 
RW です。 

CD-R、CD-RW の状態によっては再生できないことびあります。また、ディ 
スクに傷や指紋を付けた場合、再生でをないことや、音飛びすることびあり 
ます。 

♦使巧でをるディスクのフォーマットについて 
使用でをるメディアのフォーマットはなのとおりです。 

-ディスクフォーマット： CD- ROM Model および Mode2、CD- ROM 
XA、Mode2 Form 1 および Form2 

-ファイルフォーマット：旧09660レベル1、レベル2 (Romeo,」oliet) 

上記フォーマット外で書を込まれた MP3/WMA ファイルは正常に再生で 
きなかったり 、ファイル名やフォルダ名などび正しく表示されないことびあり 
ます。 

規格ならびに制限事項はなのとお0です。 

-最大ディレクト U 階層： 8階層 

-最大フォルダ名/ファイル名文字数：半角32文字（全角文字で記録され 
た情報をこのオーディオで表示することはでをません） 

-最大フォルダ数：192 (ルート含む） 

-ディスク内最大ファイル数； 2已已 
參ファイル名について 

MP3/WMA と認識し再生するファイルは、 MP3/WMA の掘;張子". mp3" 
または ".wma" び付いたちのだけです。 


室内装備の使いち 
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3-2. オーディオの使いち 


♦7 ルチセッションについて 

マルチセッションに対応しており、 MP 3/ WMA ファイルを追加したディ 
スクの再生び可能です。ただし、ファーストセッションのみ再生します。 


参 ID 3 タグ/ WMA タグについて 

MP 3 ファイルには、 ID 3 タグと呼ばれる付属文字情報を入力することびで 
を、曲のタイトル、アーティスト名などを記録することびでをます。 

ID 3 Ver .1.0, 1.1、 ID 3 Ver .2.2、2.3 のタグに対応しています。（文字 
数は03 Ver .1.0、1.1 に準拠します） 

WMA ファイルには、 WMA タグと呼ばれる付属文字情報を入力することび 
でを、03タグと同様に曲のタイトル、アーティスト名を記録することびで 
をます。 


• MP 3/ WMA の再生について 

MP 3/ WMA ファイルび収録されているディスクを挿入すると、最初にディ 
スク内のすべてのファイルをチェックします。ファイルのチェックび終わる 
と、最初の MP 3/ WMA ファイルを再生します。 

ディスク内のチェックを早く終わらせるために、 MP 3/ WMA ファイルし i (が 
のファイルや化要のないフォルダなどを書さ込まないことをおすすめします。 
音楽データと MP 3、または WMA 形式のデータびミ居在しているディスク 
は、音楽データのみ再生でをます。 


♦掘;張子について 

MP 3 / WM A 1；(夕怕)ファイルに ". mp 3" または ". wma " の拡張テび付 
いていると、 MP 3/ WMA ファイルと誤認識して再生してしまい 、大をな 
雑音び出てスピーカーを破損することびあります。 
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3-2. オーディオの使い方 


♦再生について 

•安定した音質で再生するために、 MP 3 の場含、 128 kbps の固定ビット 
レート、 44.1 kHz のヴンプ U ング周波数を推奨します。 

- CD - R 、 CD - RW はディスクの特性により再生できないことがあります。 

- MP 3 / WMA は市場にフ U — ウェアなど多くのエンコーダソフトが存在 
し、エンコーダの状態やファイルフォーマットによって、音質が劣化したり 
再生開始時にノイズが発生したりするおそれがあります。また、再生でさな 
いことがあ0ます。 

-ディスクに MP 3 / WMA 政外のファイルを記録すると、ディスクの認 
識に時間がかかったり、再生できないことがあります。 Microsoft 、 
Windows、Windows Media は米国 Microsoft Con 30 ration の、米国 
およびその他の国における登録商標および商標です。 


/!\迂 意 

■使用で さない CD • アダプター(一 P . 215) 

■ CD プレーヤーの取り扱いについて（一 P . 21色) 


室内装備の使いち 
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3-2. 才ーデイオの使いち 

快適に聞くために 


► AM / FM ラジオ 



□ 



PWR-VOL/tone 


を"ピッ"と音 


びずるまで押し続ける 


"TONE " の文字び表示部に出 
ます。 


且 



PWR-VOL/tone 


をまわして、音質 


を調整する 


左にまわずと低音び強調され、 
ちにまわずと高音が強調されま 
す。 

► CD プレーヤー & AM / FM ラジオ 



TUNE'FILE 

□ Q を巧して、調整したい 

AUDIO CTRL 

モードを表示させる 

TUNE. FILE 

□ Q をまわして、音質と音 

AUDIO CTRL 

量バランスの設定を変更す 
る （^ P . 22己） 


最適な音質と音量バランスで聞 
くために設定を変更することが 
でさます。 
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3-2. オーディオの使い方 


I 設定を変更ずるには （ CD プレーヤー S AM / FM ラジオ） 

■調整モードの切りかえ 

を巧すごとに、なのよラに切りかわりまず。 

FAD 一 巨 AS 一 TRE 一 巨 AL 一 EQ 

音質•音量バランスの調整 

をまわして、音質•音量バランスのレベルを調整しまず。 


S 音質レベルは、ラジオまたは巳 D プレーヤーそれぞれで調整でをます。 


調整モード 

表示 

レベル 

左にまわす 

ちにまわす 

前後音量 
バランス 

FAD 

R 7 〜 F 7 

後側大 

前側大 

ほ音 

BAS 

一已〜^已 


強 

高音 

TRE 

—ご 〜^已 

左も音量 
バランス 

BAL 

L 7 〜 R 7 

左側大 

ち側大 

曰 場 

EQ 

OFF 




OF 

ちへまわす 

■F 1 COMPACT 2 SEDAN 3 MIN 

左へまわす 

VAN 

1 COMPACT 

2 SEDAN 

3 MINIVAN 
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3-2. オーディオの使いち 


曰知識 

■音場調整について 

代表的な3つの室内空間[コンパクト（ル）•セダン（中） • =ニバン（大 )] に 
適した音場パターンび搭載されています。 

お客様の好みに応じて、 OFF を含む4つの音場パターンから選択することびで 
をます。 

■ SRS Labs , Inc . の登録商標に D プレーヤー& AM / FM ラジオ） 


srs@ srs@ 


FOCUS 


TruBass 


本製品は AM ラジオモードを除を 、 SRS Labs , Inc . の SRS FOCUS™, 
SRS TruBass ® の技術を使巧しています。 

FOCUS 、 TruBass、SRS と 記号は 、 SRS Labs , Inc . の商標です。 

FOCUS 、 TruBass 技術は SRS Labs , Inc . からのライセンスに基づき製品化 
されています。 

SRS FOCUS ™ は、最適な位置に設置されていないスピーカーからの音像をち 
の位置まで持ち上げて、違和感な< 自然に聴<ことびでをます。 

SRS TruBass ® は、どのようなサイズのスピーカーからでも、深く豊かな化音 
を再生することびでをます。 
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3-2. 才ーデイオの使いち 

アンテナ 


ラジオ使用時は、いっぱいまで 
引さ出して < ださい。 


A 迂意 

■アンテナの 損傷を防ぐために 

なのよ5なとをはアンテナを格納してください。 
•車庫の 天井などにアンテナびあたるとを 
•カー カノ（一をかけるとを 
参 自動洗車機で洗車するとを 



室内装備の使いち 
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3-3. 室内なのつけ方 

室巧な一覽 
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3-3. 室内灯のつけ方 


フ□ントパーソナルライト 


I フ□ントパーソナルライト（標準タイプ) 

n ライトを点なずる 
且ライトを消なずる 
且ドアの開閉作動に連動して、ラ 
イトの点打-消灯を切0かえる 
( ドアポジション） 


I フ□ントパーソナルライト（大型タイプ） 

■独立スイッチでの操作 

ライトを点灯-消なずる 


■ ドア連動スイッチでの操作 

n ライトを消なずる 
B ドアの開閉作動に連動して、ラ 
イトの点な-消灯を切0かえる 
( ドアポジション） 





室内装備の使いち 


229 




















3-3. 室内灯のつけ方 


ルーム ライト 


[ルームラ イト（標準タイプ) 



n ライトを点なずる 
且ライトを消なずる 
且スライドドアまたはバックド 
アの開閉作動に連動して、ライ 
卜の点打-消打を切0かえる 
( ドアポジション） 


(ルームラ イト（大型タイプ） 

■メインスイッチ 

照明部のスイッチの位置び" ON " のとさ、ルームライトの点な/消 
なを切りかえることびでさまず。 




ON/OFF 


n メインスイッチの ON / OFF に 
連動して、ライトの点灯•消灯 
を切りかえる 
0ライトを消なずる 
且スライドドアまたはバックド 
アの開閉作動に連動して、ライ 
卜の点な-消打を切0かえる 
( ドアポジション） 


230 


























■バッテリー あびりを防ぐために 

エンジンが停止した状態で、長時間ライト類を点灯しないで<ださい。 


3-3. 室内灯のつけち 

ルーム ライト 


曰知識 

■イル5ネーテッドエント U —システム 

ドアの施錠/解錠-ドアの開閉•エンジンスイッチの位置により、各部の照明 
び自動的に点な-消なします。 

■自動消な機首目 

半ドア状態で、フロントパーソナルライトスイッチ.ルームライトスイッチび 
ドアポジションのとをに、各部照明び点なしたままの場合、約20分後に自動 
消なします。 

A ま意 


室内装備の使いち 
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3-4. 収納装備の使い方 

収納装備一覧 



□白 d 


_ ITO34E044b 

n オープントレイ* 

曰カップホルダー* 

且ボトルホルダー 
□ 運転席ル物入れ 
且センターコンソールボックス 
0グ□ーブボックス 
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* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 
































































3-4. 収納装備の使い方 


A 警告 

■収納 装備に放置してはいけないちの 

メガネ'ライターやスプレーちを収納装備内に放置したままにしないでください。 
放置したままでいると、なのよラなことび起こるおそれびありを険です。 

♦室温び 高 < なったとさの熱や、他の収納物との接触などにより、メガネび変お 
やひび割れを起こす 

•室温び 高くなったとさにライターやスプレー宙び爆発したり、他の収納物との 
接触でライターび着火したりスプレー宙のガスびちれるなどして火災につな 
びる 


室内装備の使いち 
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3-4. 収納装備の使い方 


グ□ーブボックス 


[グ□-ブボックス 



グ□ーブボックスを開けるには、 
レバーを引さ上げる 


A 警告 
■走行 中の警告 

グローブボックスを必ず閉じてください。 

急ブレーキや急旋回時などに、開いたグローブボックスび体びあたったり、収納 
していたちのが飛び出したりして、思わ说事故につながりけがをするおそれがあ 
0ます。 
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3-4. 収納装備の使い方 


センターコンソールホックス 


■センター コン ソール ボックス 


センターコンソールボックスを開 
けるには、レバーを引さ上げる 


曰知識 


■前面トレイ 

センターコンソールボックスの前面部分を 
倒すと、トレイとして使用でをます。 


ボックス内の側面に、カードなどを収納で 
をるホルダーびあります。 





室内装備の使いち 
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3-4. 収納装備の使い方 


センターコンソールボックス 


A 警告 
■走行 中の警告 

♦センターコンソール ボックスのフタを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタに体びあたったり、収納していたちのび飛び 
出したりして、思わめ事故につなびりけびをするおそれびあります。 

♦前面 トレイにちのを載せたまま走行しないでください。急ブレーキ時などに 
載せていたちのび飛び出したりして、思わめ事故につなびるおそれびあ0を 
険です。 


A ま意 

■前面 トレイの破損を防ぐために 

トレイの上に手をついたり、長時間ちのを置いたままにしないで<ださい。 
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3-4. 収納装備の使い方 


カップホルダー 


■カップホルダー 


使用するとさは、手前にいっぱい 
まで引さ出ず 

もどすときは、トレイ部を上げてか5 
巧し込みます。 


► U ヤシートバック部 （1• 2列目） 

使用するときは、ボタンを巧して 
開< 

もどすときは、フタの先端を引を上 
け、□ックするまで巧し付けます。 




►インストルメントパネル 



室内装備の使いち 
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3-4. 収納装備の使い方 


カップホルダー 


► U ヤサイド部* 



► U ヤクオーターコンソール部 （ GL ) 



白知識 _ 

■ リヤクオーターコンソール部のカツプホルダーについて （ GL ) 

カップホルダー部分を取りはずすこともでをます。 
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* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 






























A 警告 

■収納して はいけないちの 

カップホルダーにはカップや宙し i (がのちのを置かないで < ださい。 

急ブレーキや事故により落ちてけびをするおそれびあります。やけどを防ぐた 
めに温かい飲み物にはフタを閉めておいてください。 

■カッ プホルダーを使わないとさは 

(インストルメントパネル-リヤシートバック部） 

必ずもとにもどしておいてください。 

急ブレーキ時などに、カップホルダーび体にあたったり、収納していたちのび 
飛び出したりして、思わめ事故につなびりけびをするおそれびあります。 


A ま意 

■カップ ホルダーについて 

参 カップホルダーに手をついたり、足で踏んだりしないでください。 

参 インストルメントパネルのカップホルダーは、必ずいっぱいまで引を出して使 
用してください。中間位置で使用すると、走行中にカップホルダーび動いて、 
飲み物びこぼれるおそれびあります。 


3-4. 収納装備の使いち 

カップホルダー 


室内装備の使いち 
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3-4. 収納装備の使い方 


ボトルホルダー 


(ボトルホルダー 


► フ□ントドア 



►スライドドア* 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 















































3-4. 収納装備の使い方 


ホトルホルター 


曰知識 

■ボトルホルダーについて 

♦ペットボトルのフタを必ず閉めてから収納してください。 

参ぺットボトルの大ささ-おによっては収納でをないことびあります。 


A ま意 

■収納して はいけないちの 

ボトルホルダーには、ジュースなどび入つている紙コップ.ガラス製のコップ 
などを収納しないでください。ジュースなどびこぼれたり、ガラス製品び割れ 
たりするおそれびあります。 


室内装備の使いち 
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3-4. 収納装備の使い方 


小物入れ 


[ル物人れ 


► 運転席ル物入れ 



ノブを押して開ける 


► U ヤクオーターコンソール部 （GL) 



フタを持ち上げて開く 


A 警告 
■走行 中の警告 

ル物入れを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタび体にあたった D 、 収納していたちのび飛び 
出したりして、思わめ事故につなびりけびをするおそれびあります。 
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3-4. 収納装備の使い方 


才ープントレイ 


— つ J トレイ 

►フ□ントドア部 


ITO34E012 


► U ヤサイド部* 


※イ ラストは マニュアルエアコン. AM / 
FM ラジオ装着車で代表しています。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



►インストルメントパネル’^ 




室内装備の使いち 
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3-4. 収納装備の使い方 


才ープントレイ 


► センターコンソール部 



► U ヤクオーターコンソール部 （GL) 



A 警告 
■走行 中の警告 

オープントレイには、転びりやすいものや、凹面からはみ出るよラなものを置 
かないで < ださい。 

急ブレーキ時などに収納していたちのが飛び出したりして、思わ说事故につな 
がるおそれがお0危険です。 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

サンバイザー 


■ 3 連式カードホルダー（運乾席側サンバイザー） 

广 ~-_ I カード類を収納することがでをます。 



ITO34E019a 



n 前方をさえざるには、バイ 
ヴーを下ろす 

且側 方をさえざるには、バイ 
ヴーを下ろした状態でフッ 
クか日はずし、横へまわず 


曰知識 


室内装備の使いち 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

巧皿 



フタを手前に引いて開ける 


取りはずずときは、プ□テクター 
を押さえて手前に弓 I を出しまず。 


口知識__ _ 

■灰皿照0月 

ライトスイッチび ON のとを点なします。 


A 警告 

■使 巧しないとをは 

灰皿のフタを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いた灰皿が体にあたったり、灰が飛び出したりして、 
思わ说事故につながるおそれがお0危険です。 

■出火を 防ぐために 

♦マッチ. タバコなどの火は完全に消してから灰皿の中に入れ、確実に閉めてく 
ださい。 

♦灰皿の 中に紙<ずなどの燃えやすいちのを入れないで<ださい。 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

シガレツトライター 



曰知識 
■使巧を件 

エンジンスイッチび " ACC " または" ON " のとを 


A 警告 

■やけど や义災を防ぐために 

♦シガ レットライターの金属部分にふれないでください。 

♦シガ レットライターを押さえたままにしないでください。 

• トヨタ純正品し U 外の電気製品の電源ソケットを挿し込まないでください。 
ソケットび変おし、そのあとシガレットライターを使用したとさにシガレット 
ライターび飛び出した D 、 押し込まれたまま出てこないおそれびあります。 


室内装備の使いち 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

アク七ヴ U — コンセント* 


AC 100 V で最大消費電力100 W L ソ下の電気製品を使ラとさの電源 
としてお使いください。 

■アクセサリーコンセント（フ□ント） 



■アクセサリーコンセント（荷室内）* 



口知識 

■使巧を件 

エンジンスイッチび " ON " のとき 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 

















































3-5. その他の室内装備の使い方 


A ま意 

■シヨー トや故障を防ぐために 

アクセヴ U —コンセントに異物び入ったり、飲料水などびかかったりしないよ 
ラに、使用しないとをはフタを閉めておいてください。 

■ヒューズび 切れるのを防ぐために 

AC 100 V で最大消費電力び1 00 W をこえる電気製品は使用しないでください。 
消費電力び1 00 W をこえる電気製品を使用すると、保護回路び作動して電源を 
遮断します。 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

エンジンび停止した状態で、アクセヴ1」ーコンセントを長時間使用しないでく 
ださい。（エンジンびかかっていても、アイド1」ング状態で長時間使用しないで 
<ださい） 

■ AC アダプターを使用ずるとをは 

フタび破損するおそれびあるため、直接アクセヴ U —コンセントに接続しない 
で < ださい。 

■正しく 作動しないおそれがある電気製品 

なのよラな AC 1 00 V の電気製品は、消費電力び1 00 W し U 下の場合でも正常に 
作動しないおそれびあります。 

♦起動時の ピーク電力び高い電気製品 
♦精密な データを処理する計測機器 
♦電源 周波数の切 D かえ （50/ 日 OHz ) のある機器 
•極めて ま定した電力供給を必要とするその他の電気製品 


室内装備の使いち 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

フロアマット 


お車（年式）専巧のものを、フ□アカーぺットの上にしっかりと固定し 
てお使いください。 


フ□アマット付属の固定フック 
(クリップ）を使用して固定して 
<ださい。 

固定フック（クリップ）のお状お 
よびフ□アマットの固定ちまはイ 
ラストと異なる場含があります。 
詳しい固定ち法はフ□アマット付 
属の取扱書をご確認ください。 



2已〇 









3-5. その他の室内装備の使いち 


A 警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、フ□アマットびずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わ 
めスピードび出たり車を停止しにくくなるなど、重大な事故につなびるおそれび 
あります。 

■運転席に フ□アマットを敷くときは 

• トヨタ純正品であってち、他車種および異なる年式のフ□アマットは使用しない 
♦運転席 専巧のフロアマットを使用する 

♦付属の フック（クリップ）を使って、常にしっかりと固定する 

♦他の フロアマット類と重ねて使用しない 

♦フ □アマットを前後逆さまにしたり、裏返して使用しない 

■運転ず る前に 

♦フロア マットびすべての固定フック（ク 
リップ）で正しい位置にしっかりと固定 
されていることを定期的に確認し、特に 
洗車後は必ず確認を行5 
♦エンジン 停止およびシフトレバーび P の 
状態で、各ペダルを奥まで踏み込み、フ 
□アマットと干渉しないことを確認する 



室内装備の使いち 


2已1 














3-5. その他の室内装備の使いち 


2已2 



お手入れのしかた 4 


4-1 .お手入れのしかた 

外装の手入れ . 254 

内装の手入れ . 2已8 

タイヤについて . 260 

4-2. 簡単な点検-部品交換 

エンジン点検 □. 264 

ボンネッ . 267 

ガレージジャッキ . 270 

電球（バルブ）の交換 . 272 

ヒューズの点検-交換 . 286 

キーの電池交換 . 296 

ウォッシャー液の補給 . 298 

エアコンフィルターの 
清掃 . 299 


2已3 














4-1 .お手入れのしかた 

か装の手入れ 


お手入れは、次の項目を実施してください。 

• 水を十分かけなび日、車体-足まわり-下まわりの順番に上か日下 
へミちれを洗い落とず 

♦車体はスポンジやセーム皮のよラなやわらかいちので洗ラ 
• 巧れびひどいとさはカーシャンプーを使用し、水で十分洗い流ず 
• 水をふを取る 

♦水のはじきび悪くなったときは、ワックスびけを行う 

ボデーの表面のミちれを落としてち水び玉状にな5ないとさは、車体の温度び;令 
えているときにワックスをかける（およそ体温にI下を目安としてください） 

なお、ボデーコート-ホイールコート-ガラスコートなど、トヨタケ 
S カル商品を施工された場合は、お手入れ方法び異なりまず。詳し< 
はトヨタ販売店にお問い合わせください。 


2已4 




4-1 .お手入れのしかた 


曰知識 

■自動洗車機を使うときは 

♦アウター S ラー. アンテナを格納し、車両前側から洗車してください。また、 
走行前は必ずアウター=ラーを復帰状態にちどしてください。 

♦ブラシで車体に傷び付を、塗装を損なラことびあります。 

■高圧洗車機を使ラとをは 

•ま内に水び入るおそれびあるため、ノズルの先端をドアガラスやドア砕付近 
に近付けすざないでください。 

♦バックドア内に水び入るおそれびあるため、八イマウントストップランプ部 
とノズル先端の距離を十分離して<ださい（約已0 cm しん h )。 

♦洗車の前に給ミ由□び確実に閉まっていることを確認してください。 

♦駆動系部品（デイファレンシャルギヤなど）のベア U ングやオイルシール部品 
に近付けすざないでください。 

近付けすざると、水圧び高いため、内部への水入りやグ U ス流出により、性能 
び劣化するおそれびあります。 

♦ク U アランスソナ ー& バックソナー装着車は、センサーに直接水をあてない 
でください。（一 P . 1已 4) 

■アルミホイール* 

•中性洗剤を使用し、早めに巧れを落として<ださい。研磨剤の入った洗剤や 
硬いブラシは塗装を傷めますので使用しないでください。 

♦夏場の長距離走行後などでホイールび熱いとさは、洗剤は使用しないで<だ 
さい。 

♦洗剤を使用したあとは早めに十分洗い流してください。 

■バンパーについて 

研磨剤入 D の洗剤でこすらないよラにしてください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



2已已 





4-1 .お手入れのしかた 


A 警告 

■洗車を ずるとをは 

エンジンルーム内に水をかけないでください。 

電気部品などに水びかかると、車両乂巧につなびるおそれびありを険です。 

■排気管に ついて 

排気管は排気ガスにより高温になります。洗車などでふれる場合は、十分に排 
気管び;令めてからにしてください。やけどをするおそれびあります。 


2已已 





4-1 .お手入れのしかた 


A ま意 

■塗装の 努化や車体•部品（ホイールなど）の腐食を防ぐために 

•なのよ 5な場合は、ただちに洗車してください。 

-ミ毎岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散巧した道路を走行したあと 

-コールタール.巧粉.樹液.鳥のふん.虫の死びいなどび付着したとを 
-ばい煙-油煙-粉じん-鉄粉-化学物質などの降下びをい場所を走行した 
あと 

■ほこり•ミ尼などで激しくちれたとを 
-塗装にベンジンやガソ U ンなどの有機を剤び付着したとを 
参 塗装に傷び付いた場合は、早めに補修して<ださい。 

♦ホイールな 管時は、腐食を防ぐためにちれを落とし、湿気の少ない場所へ保管 
してください。 

■ライ トの清掃 

♦ミ 主意して洗ってください。有機溶剤や硬いブラシは使用しないでください。 
ライトを損傷させるおそれびあります。 

雜 ライトにワックスびけを行わないでください。 

レンズを損傷するおそれびあります。 

■自動 洗車機を使ラとをは（電動アウター S ラー装着車） 

車両前面を洗;争するブラシは作動させないでください。 

フロントアンダー5ラー(一 P. 6日）び破損するおそれびあります。 

■アンテナの 損傷を防ぐために 

一 P. 227 
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4-1 .お手入れのしかた 

巧装の手入れ 


内装のお手入れについては、ここで記載されている事項にご留意くだ 
さい。 

車内びミちれたときは、掃除機などでほこりを取り除を、水またはめるま 
湯を含ませた巧でふさ取って<ださい。 


曰知識 

■力一ぺットの洗ミき 

カーペットは常に乾いた状態を保つことをおすすめします。洗;争には、巿販の 
泡タイプク U —ナーびご利用になれます。 

スポンジまたはブラシを使用して泡をカーぺットに広げ、円を巧くよラに塗り 
込んでください。直接水をかけたりせず、ふを取ってから乾燥させてください。 

■シートベルト 

刺激の少ない洗剤とめるま湯で、巧やスポンジを使って洗ってください。 

シートベルトのすり切れ-ほつれ-傷などを定期的に点検してください。 


A 警告 

■車両への 水の浸入 

♦車内に 水をかけたり液体をこぼしたりしないでください。電気部品などに水 
びかかると、故障や車両火災につなびるおそれびありを険です。 

♦ SRS エアバッグの構成部品や配線などをめらさないでください。（一 P . 79) 
電気の不具合により、エアバッグび展開したり、正常に機能しなくなり、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■内装の 手入れをずるときは（特にインストルメントパネル） 

離出しワックスや雖出しク U —ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルびフロントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視界をさまたげ思 
わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあ0ます。 


吕已 S 







4-1 .お手入れのしかた 


A ま意 

■清掃ず るとを使用ずる溶剤について 

♦変色- しみ•塗装はびれの原因になるため、なのを剤は使用しないでください。 

-シートしがIの部分：ベンジン-ガソ U ンなどの有機溶剤や酸性またはアル 
力1」性のを剤-染色剤-漂白剤 

-シート部分：シンナー.ベンジン.アルコール.その他のアルカ1」性や酸 
性の溶剤 

雜麗 出しワックスや麗出しク1」ーナーを使用しないでください。インストル 
メントパネルやその他内装の塗装のはびれ-溶解-変形の原因になるおそ 
れびあ0ます。 

■巧に 水びかかると 

水で洗わないでください。 

オーディオ*やフロアカーぺット下にある電気部品に水びかかると、車の故障の 
原因になったり、ボデーび鐘びるおそれびあります。 

■リヤ ウインドウガラスの内側を掃除ずるとさは 

♦熱線を 損傷するおそれびあるため、ガラスク1」ーナーなどを使わず、熱線に 
そって水またはめるま湯を含ませた巧で軽く面いてください。 

•熱線を 引つかいたり、損傷させないよラに気を付けてください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-1 .お手入れのしかた 

タイヤについて 


タイヤの点検は、法律で義務付けられていまず。曰常点検として必ず 
タイヤを点検して < ださい。 

タイヤの摩耗を均等にし寿命をのばずために、タイヤ□-テーシヨン 
(タイヤ位置交換)を FR 車は10,000 km ごとに、 4 WD 車は己,000 km 
ごとに巧ってください。 

■ タイヤの点検項目 

タイヤは次の項目を点検して<ださい。 

点検方法は別冊「メンテナンスノート」を参照してください。 

• タイヤ空気圧 

空気圧の点検は、タイヤび;令えているとさに行ってください。 

• タイヤの亀裂-損傷のち無 
• タイヤの溝の深さ 

• タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗していたり、 
摩耗程度び他のタイヤと著しく異なるなど）のち無 
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4-1. お手入れのしかた 


■ タイヤ□ーテーシヨンのしかた 

図でおずよラにタイヤの□一 
テーシヨ ンを行ラ 

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿 
命をのばすために、トヨタは定期 
点検ごとのタイヤ □ーテーシヨン 
をおすすめします。 


曰知識 

■タイヤ空気圧の数値 

タイヤの指定空気圧は、インストルメント 
パネル横（運転席側）のタイヤ空気圧ラべ 
ルで確認することびでをます。 


■タイヤ関連の部品を交換ずるとを 

タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナツトを交換するとをは、トヨタ 
販売店にご相談 < ださい。 




ITY41C001 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 警告 

■点検- 交換時の警告 

必ず;欠のことをお守りください。 

お守りいただかないと、駆動系部品の損傷や不安定な操縦特性により、重大な傷 
害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦タイヤは すべて同ーメーカー-同一銘柄•同ートレツドパターンで、摩耗差の 
ないタイヤを使用する 

♦メーカ ー指定サイズし U 外のタイヤやホイールを使用しない 

♦ラジアルタイヤ 'バイアスベルテツドタイヤ•バイアスプライタイヤをミ居在使 
用しない 

♦サマー タイヤ.オールシーズンタイヤ. を用タイヤを混在使用しない 

■異常が あるタイヤの使用禁止 

異常びあるタイヤをそのまま装着していると、走行時に八ンドルをとられたり、 
異常な振動を感じることびあります。また、なのよラな事態になり、思わめ事 
故につなびるおそれびあ〇を険です。 

参 破裂などの修理でをない損傷を与える 
♦車両び 横すべりする 

♦車両の 本来の性能（燃費-車両のま定性-制動距離など）び発揮されない 
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4-1. お手入れのしかた 


A 警告 


I タイヤ交換時のま意 



> 必ずナツトのテーパー部を内側にして取 
り付けて < ださい。 

テー! て一部をが側にして取り付けると、 
ホイールび破損しはずれてしまい、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあ0ます。 


参ね じ部にオイルやグ U —スを塗らないでください。 

ナツトを締めるとさに必要し U 上に締め付けられ、ボルトび破損したり、ディス 
クホイールび損傷するおそれびあります。また、ナツトびゆるみホイールび落 
下して、重大な事故につなびるおそれびあります。オイルやグ U —スびねじ部 
に付いている場合はふを取ってください。 


么 ミち意 


I 走行中に空気もれび起こつた S 

走行を続けないでください。 

タイヤまたはホイールび損傷することびあります。 

■悪路走行に巧ずるま意 

段差や凹凸のある路上を走行するとをはま意してください。 

タイヤの空気び抜けて、タイヤのクッション作用び化下します。また、タイヤ- 
ホイール. 車体などの部品ち損傷するおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

エンジン点検 □ 


エンジンカバーを持ち上げて、エンジン ルームの 点検などび行えまず。 
■ エンジン点検 □の 開けち 

固圆〇]エンジンを停止し、シフトレバーを P にずる 
固画回パーキングブレーキを確実にかける（一 P .129) 



カバーをめくって□ック （2 ヶ 
所）を解除ずる 



エンジンカバーを持ち上げ、パ' 
ンドをフックにかけて固定ずる 

フックをバンドの巧にしっかりと 
はめ込んで、確実に固定されたこ 
とを確認してください。 


iiir ^ エンジン点検口を閉めるとさは逆の手順で操作ずる 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■走行 前の確認 

エンジンカバーびしっかりロックされていることを確認してください。 

ロックせずに走行すると、走行中にシートび突然動いて、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■エンジン カバーを開けるとさは 

なのことを化ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それび友0ます。 

♦走行 中にエンジンカバーを開けない 

♦平坦な 場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトレバーを P にする 
♦お テさまに操作させない 

■エンジン ルームを点検したあとは 

エンジンルーム内に工具や巧を置を忘れていないことを確認してください。 

点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置を忘れていると、 
故障の原因になったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両火災に 
つなげる おそれびあ D を険です。 



吕6已 





4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 


■エンジン カバーを閉めるときは 



エンジンカバーを閉めるとさは、手などを 
挟まないよラにま意してください。 

重大な傷害を受けるおそれびあ〇を険です。 


A ま意 

■エンジン カバーを開ける前のま意 

エンジンカバーを開けると、センターコンソールボックスも同時に持ち上びり 
ます。荷物の破損などを防ぐため、なのことをお守りください。 

参才ー プントレイ上に荷物びある場合は降ろしておく 
参 ボックス内に壊れやすいものびある場合は取り出しておく 
•カップ ホルダーに飲み物び置かれていないことを確認する 

■エンジン カバーを閉めるときは 

シートベルトを挟み込まないよラにま意してください。 


26巨 
















4-2. 簡単な点検.部品交換 

ボンネット 


車内か S □ックを解除して、ホンネットを開けまず。 




ボンネット解除レバーを引< 
ボンネットがかし浮を上がります。 


レバーを引さ上げて、ボンネッ 
卜を開ける 

開ける前に、助手席側アウター S 
ラーび復帰状態になっていること 
を確認してください。（電動アウ 
ターミラー装着車を除く） 


ボンネットステーをステー巧に 
挿し込む 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■走行 前の確認 

ボンネットびしつかり □ ックされていることを確認してください。 

ロックせずに走行すると、走行中にボンネットび突然開いて、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■ボン ネット内を点検したあとは 

ボンネット内に工具や巧を置を忘れていないことを確認してください。 

点検や清掃に使用した工具や巧などをボンネット内に置を忘れていると、故障 
の原因になったり、また、ボンネット内は高温になるため車両乂巧につなびる 
おそれびあ D を険です。 

■ボン ネットを閉めるとさは 

ボンネットを閉めるときは、手などを挟まな 
いよラに注意してください。 

重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


心ち 意 


■ボン ネットへの損傷を防ぐために 

参 ボンネットを閉めるとさは、体重をかけるなどして強く押さないでください。 
ボンネットびへこむおそれびあります。 

♦ボン ネットを開ける前に、助手席側アウ 
ター5ラーび復帰状態になっていること 
を確認して<ださい。格納状態のままボ 
ンネットを開けると、アウター5ラーび 
損傷するおそれびあります。（電動アウ 
ター5ラー装着車を除 <) 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ガレージジャッキ 


ガレージジャッキを使巧して車両を持ちあげるときは、正しい位置に 
ガレージジャッキをセットして<ださい。 

正しい位置にセットしないと、車両が損傷したり、けがをしたりずる 
おそれびあ0まず。 

■ フ□ント側 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■車両を 持ち上げるとをは 

なのことを必ずお守0ください。お守 D いただかないと、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦図の よラなガレージジヤツキを使用して 
車両を持ちあげる 


参 ガレージジャッキを使用するとをは、必ずガレージジャッキ付属の取扱説明書 
を十分に確認の上、使用する。 

♦車に 搭載されているジャッキを使用しない 
車両び落下するおそれびあります。 

♦ガ レージジャッキのみで支えられた車両の下に体の一部を入れたり、ちぐり込 
んだ〇しない 

参 ガレージジャッキおよび、自動車用ジャッキスタンドをしっかりとした傾をの 
ない平坦な床面で使巧する 

♦車両が ジャッキアップされた状態でエンジンを始動しない 

•平らで 硬い地面に停車させ、しっかりとパーキングブレーキをかけ、シフトレ 
バーを P にする 

♦ガレージ ジャッキは、必ずジャッキポイントに正しくセットする 
ガレージジャッキを正し < セットせずに車両を持ちあげると、車両が損傷しま 
す。また、車両がガレージジャッキから落下するおそれがあります。 

♦車内に 乗員がいるとさは車両を持ちあげない 

•車両を 持ちあげるとさは、ガレージジャッキの上下にちのを置かない 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

電球（バルブ）の交換 


巧に記載ずる電球は、ご自身で交換できまず。詳細び不明な場合や 
その他の電球交換については、トヨタ販売店にごホ目談ください。 

■ 電球の用意 

切れた電球の W (ワット）数を確認してください。（一 P . 3已 3) 

■ フ□ントのバルブ位置 



デイスチャージへッドライト装着車は装着位置-意匠び異な0ます。 （^P. 已) 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


























4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ リヤのバルブ位置 



:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


I 電球交換のしかた 

■へッドライト（八□ゲンへッドライト装着車) 



クリップ （4 個）とネジ （2 本）を 
はずず 



ラジェーターグ U ルを手前に引い 
て取りはずず 


m 互電球を交換ずる側のドア（運転席または目力手席）を開けて作業 
スペースを広げ、バンパーのへッドライト前側部分に保護テー 
プを貼る 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



ノ ITO42E086a 




ネジ （2 本）をはずし、ヘッドラ 
イト本体を手前に引いて各部の固 
定をはずず 


へッドライト本体を手前に引いて 
取りはずず 


コネクターとゴムカバーを取りは 
ずず 



27已 















































4-2. 簡単な点検-部品交換 



27己 





















4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ へツドライト八イビーム（ディスチヤージへツドライト装着車) 
EJai 11へッドライト本体を取りはずず（一 P . 274) 



国画[互取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ フ□ントフォグライト* 



63麵13 I 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 


























4-2. 簡単な点検-部品交換 


■車幅な 

eaai 11 へッドライト本体を取りはずず（一 P . 274) 
feaai 21ソケットを取りはずず 
►八□ゲンへッドライト装着車 



デイスチャージへッドライト装着車 




電球を取りはずず 

イラストは八□ゲンへッドライト装 
着車で代表しています。 


国歴互取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■フ□ント&サイドち向指示兼非常点滅灯 

EJai 11へッドライト本体を取りはずず（一 P . 274) 


feaai 21ソケットを取りはずず 
►八□ゲンへッドライト装着車 



► デイスチャージへッドライト装着車 




E 1 M 41 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 制動'灯/尾'灯-リャち向指示兼非常点滅灯-後退な/ 

リヤフォグライト* 

ネジ （2 本）をはずし、ライト本体 
を手前に引さ出ず 

コネクターケーブルを損傷しないよ 
う、慎重に作業してください。 


ソケットを取りはずず 
□ 制動灯/尾な 
□ U ヤ方向指示兼非常点滅な 
曰後退打/ U ヤフォグライト X ’ 
&運転席側のみに装着されまず。 


手順 


11~〇3ク聪 
トイ丑ク擊 

固圆0取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
突起部をしっかりとはめ込んでください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


電球を取0はずず 
□ 制動な/尾な 
□ U ヤ方向指示兼非常点滅灯 
且後退な/1」ヤフォグライト 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 番号な 



ITO43E025A 



交換ずる側のネジ （ 1本）をはずし、 
ライト本体を引さ出ず 


ソケットを取りはずず 



電球を取りはずず 


163麵1 4 I 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 
ライト本体のツメび確実にかかっていることを確認してください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


曰知識 

■その他の電球 

なの電球び切れたとさは、トヨタ販売店で交換してください。 

•へツドライトロービーム（ディスチャージへツドライト装着車） 

♦八イマウントストツプライト 

□ゲンへツドライト*のコムカバーを取り付けるときは 

確実にはめ込まれていることを確認してください。 

□ コ’ムカバーの外周をしっかりとはめ込 
む 

且ゴムカバー内周（電球まわり）を全周に 
わたり電球の金具部分び確認でをるま 
で押し込む 


■ディスチャージへッドライト*の作動 

作動電圧範囲をはずれると、ライトび消なしたり、点なしなくなります。 

電圧び正常にもどると再点灯します。 

イマウントストップライトについて 

八イマウントストップライトは数個の LED で構成されています。もし LED び 
ひとつでも点なしないとをは、トヨタ販売店で交換してください。 

■レンズ内の水滴と量り 

なのよ5なとをは、トヨタ販売店にご相談ください。ただし、レンズ内の一時 
的な曇りは、機能上問題ありません。 

♦レンズ内側に大粒の水ミ商び付いている 
•ライト内に水びたまっている 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


I へッドライト本体の固定をはずずときは 

♦へッドライトの光軸びずれるおそれびあるため、光軸調整用のネジにふれな 
いで < ださい。 

►八□ゲンへッドライト装着車 



デイスチャージへッドライト装着車 



♦電球を交換したあとは、トヨタ販売店でへッドライトの光軸の点検を受けて 
<ださい。 

■電球の交換について 

電球の交換作業をするとをに、部品などの破損びむ配な方は、トヨタ販売店に 
ご相談 < ださい。 

■ラジエーターグリルのクリップの取り付け 

ク U ップを巧に巧し込み、中央部を押し込む 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■電球を 交換ずるときは 

♦ライ トは消なしてください。消な直後は高温になっているため、交換しないで 
<ださい。やけどをすることびあ0ます。 

♦電球の ガラス部を素手でふれないでください。 

プラスチック部または金属ケース部を持ってください。また、電球を傷付けた 
り、落下させた D すると球切れや破裂することびあります。 

♦電球 や電球を固定するための部品はしっかり取り付けてください。 

取り付けび不十分な場合、発熱や発火、またはへッドライト内部への浸水によ 
る故障や、レンズ内に曇りび発生することびあります。 

■デ ィスチャージへッドライト*について 

•交換 するとを（電球交換を含む）は、必ずトヨタ販売店にご相談ください。 

♦点な 中は、高電圧ソケットにふれないでください。 

瞬間的に2万ボルトの電圧び発生するため、感電により、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦電球- ソケット' 電気回路' および構成部品を、修理または分解しないでくだ 
さい。感電によ D 、 重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれ 
びあ0ます。 

■お 車の故障や义災を防ぐために 

電球び正しい位置にしっかりと取り付けられていることを確認してください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ヒユーズの点検 • 交換 


ライトびつかないとさや電気系統の装置び働かないとさは、ヒューズ 
切れび考え5れまず。ヒューズの点検を行ってください。 

IfeirrfI 1 1エンジンスイッチを " LOCK " にずる 


ifeaai 21ヒューズボックスを開ける 
►エンジン ルーム 内 




エンジン点検口（一 P . 264) を 
開けて、ツメを押しなび5、力 
バーを持ち上げる 

n 中央ヒューズボックス 
0 バッテ U - 横ヒューズボッ 
クス 


ツメを巧しなび5、カバーを手 
前に引く 


28白 





























4-2. 簡単な点検-部品交換 


► グ□ーブボックス下 

ヒューズボックスカノ（一を取り 
はずず 


固画互故障の状況から、点検ずべきヒューズを「ヒューズの配置と 
負荷」（一 P . 289)で確認ずる 

車の仕様によ0装着されていないヒューズわあ0ます。 

ヒューズはずしでヒューズを引 
さ抜< 

ヒューズはずしは、エンジンルーム 
内にある、バッテ U - 横ヒューズ 
ボックスのカバーに付いています。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


Enr ^ ヒューズび切れていないか点検ずる 

n 正常 

□ ヒューズ切れ 

ヒューズボックスの表示に従い、規 
定容量のヒューズに交換します。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


f ヒューズの 配置と負荷 

■ エンジンルーム內（バッテリー横ヒューズボックス) 



ITO42E091 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

ALT-S 

7.5 A 

オルタネーター 

2 

ETCS 

10 A 

エンジンコントロール、 ECT 

3 

A 巨 S SOL 

25 A 

A 巨 S 

4 

DOME 

10 A 

室内好 

已 

RADIO 

15 A 

オーディオ 

巨 

D . C . C 

30 A 

オーディオ、室内灯 

7 

ECU - 巨 

10 A 

エアコン、ワイヤレスドア□ック、 

パワースライドドア 

8 

PSD 

25 A 

パワースライドドア 

9 

D 00 R 2 

30 A 

ドア□ック 

10 

PWR OUTLET 

ISA 

— 

11 

TVSS 

1 己 A 

— 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■エンジンルーム内（中央ヒューズボックス) 



ITO42E017 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

EFI 

20 A 

エンジンコント□-ル 、 ECT 

2 

HAZ - H 0 RN 

15 A 

非常点滅な、ホーン 

3 

A/F 

15 A 

エンジンコント ロール 


290 











































4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 助手席足元 



ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

HEAD LL 

1 己 A 

ディスチャージヘッドライト（左側） 

2 

HEAD RL 

15 A 

ディスチャージヘッドライト（ち側） 

3 

HEAD LH 

15 A 

左側へッドライト（八イビーム)、ヘッド 
ライトレべ U ング調整ダイヤル 

4 

HEAD RH 

15 A 

ち側ヘッドライト（八イビーム） 

已 

ST 

7.5 A 

スッーター 

巨 

A/C N 0.3 

7.5 A 

エアコン 

7 

SPARE 

25 A 

予備ヒューズ 

8 

SPARE 

1 己 A 

予備ヒューズ 

曰 

SPARE 

10 A 

予備ヒューズ 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ITO42E019 


■グ□ーブボックス下 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

— 

— 

— 

2 

ACCL INT LCK 

25 A 

一（幼児バス、ウエルキャブ） 

3 

WIP 

25 A 

フロントワイパー 

4 

RR WIP-WSH 

1己 A 

U ヤワイパー、1」ヤウォッシャー 

已 

WSH 

20 A 

フ□ントウオツシヤー 

巨 

ECU-IG 

7.5 A 

シフト□ックシステム、 ABS 、 J の一 
スライドドア、ボデ ー ECU 、 自動光軸 
調整システム、自動防眩=ラー 

7 

GAUGE 

10 A 

EFI コンピューター、電動フアンシス 
テム、非常点滅な、充電系、アクセヴ 
U - コンセントメインスイッチ、助手 
席シートベルト非着用警告灯、シフト 
ポジション表示な、後退灯、 U ヤウイ 
ンドウデフオッガー、ヒーターコント 

□ールパネル、自動防眩5ラー 

8 

〇臣 D 

7.5 A 

ダイア グノー シス 

9 

STOP 

10 A 

制動灯、八イマウントストップライト、 
EFI コンピューター、 ABS 、 シフトロッ 

クシステム 、 ECT 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

10 

— 

— 

— 

11 

DOOR 

30 A 

ボデー ECU 、 パワーウインドウ 

12 

RR HTR 

1 己 A 

U ヤクーラー、 U ヤヒーター 

13 

— 

— 

— 

14 

FR FOG 

10 A 

フ□ントフォグライト、フロントフォ 

グライト表示な 

]已 

AMI 

30 A 

シガレットライター、アクセサリー、 
始動系 

16 

TAIL 

10 A 

尾打、車幅な、番号な、フ□ントフォ 
グライト、 EFI コンピューター 

17 

PANEL 

10 A 

スイッチ照明 

18 

A/C 

10 A 

U ヤヒーター、エアコン ECU 

19 

— 

— 

— 

20 

— 

— 

— 

21 

— 

— 

— 

22 

— 

— 

— 

23 

CIG 

1己 A 

シガレットライター 

24 

ACC 

7.5 A 

電動格納式アウター5ラー、シフト 
□ックシステム 

2已 

— 

— 

— 

26 

ELS 

10 A 

EFI コンピューター 

27 

ACIOOV 

15 A 

アクセヴ U —コンセント 

28 

RR FOG 

15 A 

U ヤフォグライトスイッチ、 U ヤフォ 
グライト 

29 

WEI_CA 目 

1 己 A 

—(ウエルキャブ） 

30 

IGN 

1 己 A 

EFI コンピューター、 ECT 、 エアバッ 
グコンピューター 

31 

MET IGN 

10 A 

メーター 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


曰知識 

■ヒューズを交換したあと 

♦交換してもライト類び点なしないとをは、電球を交換してください。 

UP . 272) 

♦交換してち再度ヒューズび切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けて<だ 
さい。 

■バッテリ -か 5の回路に過剰な負巧びかかると 

配線び損傷を受ける前にヒューズび切れるよ引こ設計されています。 

■バッテリーびはずされたり、バッテリーびあびってしまった場合は 

なの装置の初期化び化要です。 

♦パワースライドドア* (一 P . 34) 

参パワーウインドウ（一 P . 日 9) 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■車の 故障や、車両义災を防ぐために 

なのことをお守りください。 

お守りいただかないと、車の故障や火災、けびをするおそれびあります。 

♦規定 容量し U 外のヒューズ、またはヒューズし U 外のちのを使用しないでください。 
♦必ず トヨタ純正ヒューズか同等品を使用してください。 

参 ヒューズやヒューズボックスを改造しないでください。 


A ミち意 

■ヒュ ーズを交換ずる前に 

ヒューズび切れた原因び電気の過剰負荷だと判明したとさは、トヨタ販売店で 
点検を受けて < ださい。 


お手入れのしかた 


29已 







4-2. 簡単な点検.部品交換 

キーの電池交換 


電池び消耗しているときは、新しい電池に交換してくださし、。 

■用意するをの 

♦マイナスドライバー 

• U チウム電池 CR 2016 

■ 電池交換のしかた 




手順 




カパーを はずす 

傷が付くのを防ぐため、マイナス 
ドライバーの先端に巧などを巻い 
て保護してください。 


モジュールを取り出す 


コインなどを使用してモジユー 
ルカバーをはずし、消耗した電 
池を取0出す 

新しい電池は+極を上にして取り 
付けます。 


ElMTI 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 


29己 





















4-2. 簡単な点検-部品交換 


曰知識 

■ リチウム電池 CR 201 色の入手 

電池はトヨタ販売店' 時計店およびカメラ店などで購入でをます。 
■電池び消耗していると 
なのよ5な状態になります。 

•ワイヤレス機能び作動しない 
♦作動距離び短<なる 


A 警告 

■取りは ずした電池と部品について 

おモさまにさわらせないで<ださい。 

部品びルさいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 


A ま意 

■交換 後、正常に機能させるために 

なのことを必ずお守りください。 

♦めれ た手で電池を交換しない 
鐘の原因になります。 

•電池し ツ外の部品に、ふれたり動かしたりしない 
♦電極を 曲げない 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ウォッシャー液の補給 



タンク側面か b 液量を確認し、 
不足しているとさは、キャップ 
を開けてウオッシヤー液を補給 
ずる 


A 警告 

■ウォ ッシャー液を補給ずるときは 

ェンジンび熱いとをやェンジンびかかっているとをは、ウォッシャー液を補給 
しないで < ださい。 

ウォッシャー液にはアルコール成分び含まれているため、ラジェーターなどの 
高温部にかかると出火するおそれびありを険です。 


イ\ ま意 

■ウ ォッシャー液について 

ウォッシャー液のかわりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく 
ださい。 

塗装にしみび付くおそれびあります。 

■ウ ォッシャー液のうずめち 

必要に応じて水でラすめてください。水とウォッシャー液の割合は、ウォッ 
シャー液の容器に表示してある凍結温度を参考にしてください。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

エアコンフィルターの清掃 


エアコン-リヤクーラーを快適にお使いいただくために、エアコン 
フィルターを定期的に清掃してください。 

■ フ□ントエアコン 

Ifeirrfl 1 1エンジンスイッチを " LOCK " にずる 





グ□ーブボックスを開さ、グ 
□ーブボックス側面を内側に巧 
して上部のツメを片側ずつはず 
し、下部のツメをはずして取り 
はずず 


フィルターカノ（一を取りはずず 


エアコンフィルターを取りはず 
して清掃ずる 

水洗いするか、裏面か5ェアブ 
□一でほこ0を取り除をます。 


EUTbI 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
UP 」 マークの矢印び上を向くように取り付けます。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ リヤ クーラー 

I お M 1 1エンジンスイッチを " LOCK " にずる 




図におず位置にケ所）を巧して、 
□ックをはずず 


エアフィ ルターを 取りはずして 
清掃ずる 

水洗いするか、裏面か5ェアブ 
□一でほこりを取り除きます。 


Enm 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
エアフイルターのツメを挿し込んでか5、反対側を巧さえて□ツクし 
ます。 


300 























4-2. 簡単な点検-部品交換 


曰知識 

■フィルターの清掃について 

エアコン- U ヤクーラーを快適にお使いいただくために、フィルターを定期的 
に清掃してください。 

■エアコン-リヤクーラーの風量び減少、したときは 

フイルターの目づまりび考えられますので、フイルターを清掃してください。 


A ま意 

■エアコン- リヤクーラーを使用ずるときのを意 

参 フイルターを装着せずにエアコン. U ヤクーラーを使用すると、故障の原因に 
なることびあります。おずフイルターを装着してください。 

♦フイ ルターは水洗いするか、エアブローを使って清掃してください。ブラシな 
どでこすると、フイルターび損傷するおそれびあります。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


302 



トラブルび起をた 6 5 


日-1.まず初めに 

故障したとさは . 304 

非常点滅灯 . 30已 

発炎筒 . 306 

けん引について . 308 

フユーエル ポンプシャット 
オフシステム . 313 

日- 2. 緊急時の対処法 

警告口びついたときは . 314 

パンクしたときは . 318 

エンジンが 

かからないとさは . 33已 

シフトレバーがシフト 

でさないとさは . 336 

キーをな< したとさは . 337 

バッテ I 」 一が 

あがったとさは . 338 

オーパーヒート 

したとさは . 341 

スタックしたとをは . 344 

車両を緊急停止するには ..... 34已 
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己- 1 .まずネリめに 

巧障したとまは 


故障のときはずみやかに下記の指示に従ってくださし、。 



非常点滅灯を点滅させなび日、 
車を路肩に寄せ停車しまず。 

(一 P ' 305) 

非常点滅灯は、故障などでやむ 
を得ず路上駐車ずる場合、他車 
に知日せるため使用しまず。 



高速道路や自動車専用道路で 
は、車両後方に停止表示板また 
は停止表示なを置いて<ださ 
い。（法的にを義務付けられてい 
ます） 


緊急を要ずるとさは発炎筒で合 
図しまず。（一 P . 30己） 
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5-1. まず初めに 

非常点滅な 


事故や故障のとさなどにお使いください。 



スイツチを巧ずとずべての方向 
指示灯び点滅し、ちラー度巧ず 
と消なしまず。 


A 迂意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

エンジン停止中に、非常点滅なを長時間使用しないでください。 



































己- 1. まず初めに 

発炎筒 


事故や故障のときなど、緊急時に使用してください。 

発炎時間は約已分でず。非常点滅'灯と併用してください。 



助]手席足元の発炎筒を取り出ず 



本体をまわしなび日抜さ、本体 
を逆さにして挿し込む 


先端のフタを取り、ずり薬と発炎 
筒の先端をこずり、着火させる 


30巨 
























已 -1 .まず初めに 


曰知識 

■発炎筒の有効期限 

表示してある有効期限び切れる前に、新しいちのに交換してください。 


A 警告 

■ 発炎筒が使用でさない場所 

なの場所では、発炎筒を使用しないで<ださい。 

煙で視界び悪<なったり、引火するおそれびあるためを険です。 

• トンネル内 

• ガソ U ンなど可燃物の近く 

■発 炎筒の取り扱いについて 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 
♦使用 中は、発炎筒を顔や体に向けたり、近付けたりしない 
参 発炎筒は、お子さまにさわらせない 


トラブルび起さたら 


7 

〇 

3 







己- 1. まず初めに 

けん引について 


けん引は、できるだけトヨタ販売店または専門業ちにご依頼ください。 


■けん引されるとをは 



手順 


2已 m じ(内 



車体に傷び付かないよラに□一 
プをけん引フックにかける 

前進ち向でけん引してください。 

搭載されているけん引フックの数 
は、車種によ0異な0ます。 


□ープの中央に白い巧を付ける 

巧の大ささ： 

0.3 m 平ち (30 cm X 30 cm ) じし h 


固圆[互けん引される車両のエンジンをかける 

エンジンがかからないとをは、エンジンスイッチを " ACC " または 
" ON " にしてください。 

[ mi 互けん引される車両のシフトレバーを N にしてから、パーキン 
グブレーキを解除する 

けん引中は、前の車の制動灯にを意し、□ープをたるませないよラに 
して < ださい。 
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已 -1 .まず初めに 


けん弓 I ずる前こ 

次の場合は、駆動系の故障び考えられるため、トヨタ販売店へご連絡< 
ださい。 

• エンジンはかかるび車び動かない 
• 異常な音びずる 

けん引フックの取り付け方 




マイナスドライバーを使ってフタ 
をはずず 

傷び付くのを防ぐため、マイナスドラ 
イ バーの 先端に テープな どを巻いて 
保護してください。 


けん引フックを巧に挿し込み軽く 
締める 


ホイールナツトレンチを使い確実 
に取り付ける 


トラブルびおさたら 



































5-1 .まず初めに 


曰知識 

■けん引フックの使用目の 

けん引フックはけん引されるとをに使5ものであり、他車をけん弓 I するための 
ちのではありません。 


■他車をけん引ずる 



緊急時、一般路上で故障した他き械障き）※ 
をやむを得ずけん引するとをは、 U —フスプ 
1」ング部分にロープをかけます。 

^自車よ0重い車をけん引することはでをま 
せん。 


■けん引フックの収納位置 


^ P . 318 


A 警告 


■車両を 運搬ずるときは （4 WD 車） 

必ず4輪接地または、4輪とち持ち上げた 
状態で運搬してください。 

前輪または後輪だけ持ち上げたけん引は絶 
巧にしないで<ださい。駆動装置び焼を付 
きを起こしたり、車びトレ ツカー 治車）か 
ら飛び出すおそれびあります。 

また、駆動系部品び故障したと思われると 
をは、おず4輪を持ち上げて運搬して<だ 
さい。 
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已 -1 .まず初めに 


A 警告 

■けん 引中の運転について 

♦けん 引を行ラとをは細むのま意を仏ってください。 

けん引フックやロープに過剰な負荷をかける急発進や、間違った車両操作は避 
けて < ださい。 

けん引フックやロープび破損するおそれびあります。万一の場合、その破片び 
周囲の人などにあたり、重大な傷害を与えるおそれびありを険です。 

♦エンジン スイッチを " LOCK " にしないでください。 

八ンドルび□ックされ八ンドル操作びでをなくなり、思わめ事故につなびるお 
それびあ D を険です。 

• けん引されるまは、慎重に運転してください。 

エンジンび停止しているとフレーキの効をび悪くなったり、八ンドルび通常よ 
り重くなったりします。 

■けん 引フックを車両に取り付けるとき 

指定の位置にけん弓 I フックをしっかりと取り付けてください。 

指定の位置にしっかりと取り付けないと、けん引時にはずれてしまい、重大な 
傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■やむ を得ず他車をけん引ずるときは 

図のよラな U —フスプ U ング付をの車両は、 
図に示す部分でのけん引は絶対にしないで 
<ださしん破損し、その破片び周囲の人など 
にあたり、重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 















5-1 .まず初めに 



A ま意 

■車両の 損傷を防ぐために 

けん引するとをはなのことを必ずお守りください。 

♦ワイヤー □-プは使用しない 

♦速度 30 km/h し U 下、距離 80 km し U 内でけん弓 I する 

•前進ち 向でけん引する 

雜ヴス ペンシヨン部などにロープをかけない 

(やむを得ず U ヤの U —フスプ U ング部分で他車をけん引するとをを除く） 

上記のを度、距離をこえてのけん引、または後進ち向でのけん引をするとトラ 
ンス=ッシヨンに悪影響をおよぼし、損傷するおそれびあります。これらの場 
合は、車両積載車などにより4輪とち持ち上げて運搬してください。 

■ 長い下り巧でけん弓 I ずるときは 

レッカー車でけん引してください。 

レッカー車でけん引しないと、ブレーキび過熱し効をび悪くなるおそれびあり 
ます。 

■他 車をけん引ずるときは 

♦緊急 時しツがは行わないでください。 

バンノ f 一び傷付くおそれびあります。 

•自 車より重い車をけん弓 I することはでをません。 

無理にけん引すると、駆動系に悪影響を与えた D 、 U —フスプ U ング部分や車 
体などび損傷するおそれびあります。 
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エンジン停止時および SRS エアバッグ作動時は、 フユーエル ポンプ 
シャットオフシステムび作動し、燃料供給を停止し、燃料もれを最ル 
限に抑えまず。 


I "システム作動後にエンジンを再始動ずるには 

システムび作動したあと、エンジンを始動ずるには、次の手順に従って 
<ださい。 

因画のエンジンスイッチを " ACC " または " LOCK " にずる 
固画回エンジンを再始動ずる 


/?\迂 意 

■エンジンを 始動ずる前に 

車両下をよく確認してください。 

地面に燃料ちれを見つけた場合は、燃料システムに損傷びあり、修理する必要 
びあります。その場合はエンジンを再始動しないでください。 


トラブルびおさたら 










己- 2. 緊急時の対処法 

警告ながついたとをは 


警告灯が点!打または点滅したままの場合は、落ち着いて;夕①ように対 
処してください。点！打•点滅しても、その後消'灯ずれば異常ではあり 
ません。ただし、同じ現象び再度発生した場合は、トヨタ販売店で点 
検を受けてください。 


I ただちに停車してください。走行を続けるとを険でず。 

次の警告はブレーキの故障のおそれびあることを意味しまず。ただちに 
安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


警告打 

警告な名-警告内容 

(©) 

ブレーキ 警告む 

ブレーキ液の不足 

パーキングブレーキが解除されていないとさわ点灯します。 

解除後、消なすれば正常です。 


I ただちに停車してください。 

次の警告は、お車へのダメージや思わめ危険をお<おそれびあることを 
意味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して< 
ださい。 


警告な 

警告な名-警告内容 


口 


充電警告な 

充電系統の異常 




油圧警告な 

エンジンオイルの圧力異常 
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5-2. 緊急時の対処法 


I "ただちに点検を受けてください。 

次の警告は、放置ずるとシステムび正しく働かず、思わめ危険や故障をお 
くおそれびあることを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受け 
て < ださい。 


警告な 

警告な名-警告内容 




エンジン警告な 

-エンジン電子制御システムの異常 
•電子制御ス□ットルの異常 

. オートマチックトランスミッション電子制御システムの異常 


が 


SRS エアバッグ/プリテンショナー警告な 

- SRS エアバッグシステムの異常 
-プリテンショナー付シートベルトシステムの異常 


(©) 


ABS 警告む 

ABS の異常 


4り 


デイスチャージへッドライトオートレべリング警告な* 

自動光軸調整システムの異常 


也.- 

一が 因 

(点滅） 


クリアランスソナー表示な* (パターン 1) 

センサーの異常 

システム電源日 N 時に異常を検出すると、異常のあるセンサー 
の位置び点滅し、警告ブヴーび鳴0ます。その後は異常が解消 
されるまで表示されたままになります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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5-2. 緊急時の対処法 


I ただちに処置してください。 

次の警告はそれぞれの対処方法に従って処置し、警告打び消なずるのを 
確認してください。 


警告な 

警告な名-警告内容 

対処方法 




油量警告な 

エンジンオイル量の異常 

エンジンオイルを補給する 


半ドア警告む 

いずれかのドアび確実に閉 
まっていない 

全ドアを閉める 


を 




燃料残量警告な 

燃料の残量び約10.已1_1ツ下に 
なった 

燃料を補給する 






クリアランスソナー表示な* 

(パターン 2) 

センサー部に雪氷やミ尼などが 
付着している 

ミちれが付着しているセンサー 
の位置、および車両のマーク 
が点滅し、警告ブヴーび鳴0 
ます。 

巧れを取り除< 

センサー部び巧れていないの 
に警告された場合は、トヨタ販 
売店で点検を受けて < ださい。 


..か.'. 

旬;： 


(点滅） 
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5-2. 緊急時の対処ま 


警告打 


警告な名-警告内容 


対処ち法 





，ぶ 


(マニュアルェ 
アコン装着車） 


ぶ 


運転席シートベルト 
非着用警告む（警告ブザー^’） 

運転席シートベルトの非着用 


助手席シートベルト 
非着用警告な（警告 ブザー x ‘） 

助手席 シー トベルトの非着用 


(オートェアコ 
ン装着車） 


S 運転席-助手席シー S ベル S 巧着用警告ブザー： 

運転席-助手席シートベルトを非着用のまま、車速び約20 km / h しツ上になると、 
警告ブヴーび30砂間断続的に鳴0ます。その後ち運転席-助手席シートベルトを 
非着用のままだと、ブヴーの音びかわ0 90砂間鳴0ます。 


曰知識 


■助手席シートベルト非着用警告なの柔員検知センサーの作動について 

♦乗員びいなくてち、シートに荷物などを置くと、センサーび重量を検巧して 
警告打び点滅することびあります。 

♦座布団などを敷くと、センサーび乗員を検巧せず警告なび作動しないことび 
あります。 
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トラブルびおさたら 






















己- 2. 緊急時の対処法 

パンクしたとをは 


パンクしたタイヤを、備え付けのスペアタイヤと交換してください。 
( タイヤについての詳しい説明は、 P . 260を参照してください） 

■ ジャッキで車体を持ち上げる前に 

• 地面び固く平日な場所に移動ずる 
♦パーキングブレーキをかける 
• シフトレバーを P に入れる 
• エンジンを停止ずる 
• 非常点滅灯を点滅させる 

♦パワースライドドアメインスイッチを OFF にずる 
(パワースライドドア装着車のみ： 一 P . 32) 

■ スペアタイヤ-工具-ジャツキの位置 
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5-2. 緊急時の対処ま 


■工具 

工具袋の中に収納されていまず。（工具袋の取り出し方:一 P . 320) 



けん引フック^ 

レンチ 


&けん引フックの搭載数は車種により異なります。 



トラブルび起さたら 
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5-2. 緊急時の対処ま 


[ジャッキの 取り出し方 



工具袋の取り出し方 



固定バンドをはずず 

使用後はちとの位置にもどします。 

固定バンドで確実に固定してくださ 
い。 


320 


















































5-2. 緊急時の対処法 


I スペアタイヤの取り出し方 





マツトの切0欠さ部分をめ<0、 
キャップをはずず 


ホイールナツトレンチを使って、 
スペアタイヤ格納具びフツクか5 
はずせる程度にボルトをゆるめる 

ボルトをゆるめすざると、格納具び落 
下するおそれびあるためを意して< 
ださい。 


スペアタイヤ格納具を少し持ち上 
げ （ n )、 フックを手前に引いては 
ずず （ 0 ) 

格納具び落下しないよラに、手でしつ 
か0支えてください。 
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トラブルびおさたら 

































5-2. 緊急時の対処ま 



スペアタイヤ格納具を地面に降ろ 
して、スペアタイヤを取り出す 


因画[司スペアタイヤ格納具をいったんもとにちどす 

格納具をフックにかけ、ボルトを締め付けてもとにもどします。 
スペアタイヤを格納するとをは、 P . 329を参照してください。 
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5-2. 緊急時の対処ま 


パンクしたタイヤの交換 



輪止めをずる 


ノじ/クしたタイヤ 

輪止めの位置 

前輪 

左側 

ち側後輪の前後 

ち側 

左側後輪の前後 

後輪 

左側 

ち側前輪の前後 

ち側 

左側前輪の前後 



ホイールキャップをはずず 
(スチールホイールのみ） 

傷び付くのを防ぐため、図のように巧 
などを卷いて保護してください。 



ナツトをかし（約1回転)ゆるめる 


トラブルび起さたら 
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5-2. 緊急時の対処ま 


16311141 ジャッキ八ンドルを組み付ける 

n ジャッキ八ンドルの巧部を使 
し、ジャッキ八ンドル延長用 
バーの接続用ボルトをゆるめる 






且ジヤツキ八ンドルノ（一とジヤッ 
キ八ンドル延長用バーとを接続 
する 


0 ジャッキ八ンドルの巧部を使 
し、接続用ボルトを締め付ける 


□ ジャッキ八ンドル延長用バーを 
ジャッキ八ンドルの巧部に確実 
に挿し込む 
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5-2. 緊急時の対処ま 


Eimn 組み付けたジャッキ八ンドルをジャッキの巧部に挿し込み、 
ジャッキセット位置にジャッキをかける 
►フ□ント側ジャッキセツト位置 




タイヤび地面から少し離れるまで、 
車体を上げる 
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トラブルびおさたら 


































5-2. 緊急時の対処法 



ナツトすべてを取りはずし、タイヤ 
を取0はずす 

タイヤを直接地面に置くときは、ホ 
イー ルの 意匠面に傷び付かないよラ 
意匠面を上にします。 


32己 










5-2. 緊急時の対処法 


タイヤの取り付け 



ホイール接触面の巧れをふさ取る 
ホイール接軸面びミちれていると、走行 
中にナツトびゆるみ、タイヤびはずれ 
るおそれびあ D ます。 


111[互タイヤを取0付け、タイヤびびたつかない程度まで手でナットを 
仮締めする 

► スチールホイールにかえるとを 

ナットのテーパー部びホイールの 
シート部に軽<あたるまでまわず 




ナツトの座金びホイールにあたる 
までまわず 
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トラブルびおさたら 




































5-2. 緊急時の対処ま 





車体を下げる 


図の番号順でナツトを2、3度しつ 
かり締め付ける 

締め付けトルク： 

100 N • m (1020 k 有 f • cm ) 


スチールホイール装着車は、ホ 
イールキヤップを取り付ける 

タイヤのバルブ（空気 □) に切り欠き 
を合わせてホイールキャップを確実 
に取0付けます。 


臣圆互アルミホイール装着車は、センターオーナメントを取り付ける 
はずしたタイヤか日センターオーナメントを取0はずして、交換したタイ 
ヤに取0付けます。 

臣画回ずベての工具•ジャッキ-パンクしたタイヤを格納ずる 
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5-2. 緊急時の対処ま 


スペアタイヤの格納 




11 

, 1 ~ 产、 

覇 

[IJ 

IT052E175b 



スペアタイヤ格納具にタイヤを載せ 
て持ち上げ （ n )、 フックをかけ 
てボルトを締め付ける（曰） 

フックを格納具にかけるとさは、はず 
した場所と同じ位置にかけてくださ 
い。 

格納具にタイヤび確実に固定されて 
いることを確認します。 

パイプががたつかな<なるまで 
ボルトを締め付けたあと、さらに 
1/4 回転政上締め付ける 

締め付けトルク： 

18.0 N • m (184 kgf - cm ) 


キャップを取0付ける 

キャップのツ;をフ□ア下に挿し込 
んで、ボルトの頭にキャップ下部を合 
わせて、キヤツプ上部をフ□アにはめ 
て < ださい。 

キャップ上部が確実にはまっている 
ことを確認してください。 
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トラブルびおさたら 













































5-2. 緊急時の対処ま 


曰知識 

■スペアタイヤについて 

空気圧を必ず点検してください。（一 P. 3已 2) 

■スペアタイヤ格納具のフックについて 


スペアタイヤ格納具を降ろす際に、ボルト 
をゆるめすざてフックび脱落した場合は、 
図のよラにパイプび入つているのを確認し 
てからフックを取り付けてください。 


■キャップについて 



キャップ上部と下部びはずれたとさは、図 
のよラにはめ込んでから、フロアに取り付 
けてください。 

キヤップ下部のツメの位置び、キャップ上 
部の取っ手と反対側になるよラにはめ込ん 
で < ださい。 


■輪止めの使いち 




図のよラに展開して使用します。 
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5-2. 緊急時の対処ま 


A 警告 

■ジャッキの 使巧について 

ジャッキの取 D 扱いを誤ると、車び落下して重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

なのことをお守りください。 

♦ジャッキは タイヤ交換-タイヤチェーン取り付け'取りはずし！;(がの目的で使 
用しない 

♦備え付けの ジャッキは、お客様の車にしか使ラことびでをないため、他の車に 
使ったり、他の車のジャッキをお客様の車に使用したりしない 

♦ジャッキ セット位置に正しくジャッキびかかっていることを確かめる 
♦ジャッキで 支えられている車の下に体を入れない 
♦ジャッキで 支えられている状態で、エンジンをかけたり走らせない 
♦車内に 人を乗せたまま車を持ち上げない 

♦車を 持ち上げるとをは、ジャッキの上または下にものを載せない 
♦車を 持ち上げるとをは、タイヤ交換でをる高さし U 上に上げない 
♦まの 下にもぐり込んで作業する場合は、ジャッキスタンドを使用する 
車両を下げる際は特に、ご自身や周囲の人びけびをしないよラま意してください。 


トラブルび起さたら 







5-2. 緊急時の対処ま 


A 警告 

■タイヤ 交換について 

けびを負ラを険を減らすため、なのことを必ずお守りください。 

♦ホイール キャップ-センターオーナメントは直接手をかけて取らない 
取り扱いには十分にミち意してください。けびをするおそれびあります。 

♦走行 直後、ディスクホイールやブレーキまわ D などにはふれない 
走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっているため、タイ 
ヤ交換などで手や足などびふれると、やけどをするおそれびあります。 

♦ホイールの 交換後は、すぐに100 N-m (1020 kgf ' cm ) の力でナットを 
締める 

♦タイヤの 取り付けには、使用しているホイール専用のナットを使用する 

♦ボル トやナットのねじ部や、ホイールのボルト巧につぶれや亀裂などの異常び 
ある場合は、トヨタ販売店で点検を受ける 

♦約 1 ,000 km 走行したあとに、再度ナットを締め付けてゆるみびないことを確 
認する 

♦ナッ トを取り付けるとをは、おずテーパー部を内側にして取り付ける 
レ P . 2曰 3) 

上記のことをお守りいただかないとナットびゆるみ、ホイールびはずれ落ち、重 

大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■ジャッキ/ \ンドルを使用ずるとをは 

使用中、不意に分解しないように、ジャッキ八ンドル各部を確実に組み付け、接 

続用ボルトをしっかりと締め付けてください。（一 P . 324) 
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5-2. 緊急時の対処ま 


A 警告 

■スペアタイヤを 取り出ずときは 

なのことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦スペアタイヤは、 ジャッキアップする前にスペアタイヤ格納具から取りはず 
してお< 

参 スペアタイヤ格納具を操作するとをは、可動部分やスペアタイヤのあいだに 
手や足などを挟まないよラにま意する 

♦スペアタイヤ 格納具を降ろす、または持ち上げるとをは、足の上などに落とさ 
ないよ5、手でしっかり支える 

♦スペアタイヤは 完全に地面に降ろしてから取り出す 

■工具- ジャッキを使用したあとは 

走行前に必ず、指定の場所に確実に収納して<ださい。車室内などに放置する 
と、急ブレーキ時などに工具類び飛び出し、思わめ事故につなびるおそれびあ 
〇を険です。 


トラブルび起さたら 
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5-2. 緊急時の対処ま 


A ま意 

■パンクした ままの走について 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離の運転でち、タイヤとホイールび修理でをないほどの損傷になります。 

■ 車載ジャッキでジャッキアップずるとをは 

図のマウント八ンガーにジャッキをかけな 
いでください。マウント八ンガーび破損す 
るおそれびあります。 


■スペアタイヤを 格納ずるときは 

♦タイヤと 車両とのあいだにものび挟まつていないことを確認してください。 

♦タイヤを 格納したあとは、確実に固定されていることを確認してください。 
固定されていないとタイヤびびたつを、走行中にはずれるおそれびあります。 
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5-2. 緊急時の対処法 

エンジンびかか6ないとまは 


正しいエンジンのかけ方 （一口. 123)に従っても、エンジンびかか 
5ないときは、巧のことを確認してください。 

■スターターは正常にまわっているのにエンジンがかか5ない 
姑 n 

次の原因び考えられまず。 

• 燃料び入っていない可能性びありまず。 

給油して < ださい。 

• 燃料を吸い込みずぎている可能性びありまず。 

再度、正しい手順（一 P . 123)に従って、エンジンをかけてく 
ださい。 

♦エンジンイモビライヴーシステムに異常びある可能性びありま 
す。（一 P . 7日） 

■ スターターがゆっくりまわる/室巧な •へッ ドライトが暗い/ 
ホーンの音がルさい、または鳴5ない場合 

次の原因び考えられまず。 

♦バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 338) 

♦バッテ U —のターミナルびゆるんでいる可能性びありまず。 

■ スターターびまわ!5ない/室内灯- へッ ドライトび点 I 灯しな 
い/ホーンが鳴らない場合 

次の原因び考えられまず。 

♦バッテ U —のターミナルびはずれている可能性びありまず。 

♦バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 338) 

処置のしかたびねからないとを、あるいは処置をしてちエンジンびかか5ない 
とさは、トヨタ販売店にご連絡ください。 


335 


トラブルびおさたら 




己- 2. 緊急時の対処法 

シフトレバーがシフトでまないとまは 


ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトレバーびシフトできない場合、 
シフト□ックシステム（シフトレバーの誤操作を防ぐ装置）などの故 
障が考え6れまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
ただし一時的な処置として、巧の方法でシフトレバーをシフトずるこ 
とがでさまず。 

Enm ノ（ーキングブレーキをかける 

Ifeirrfl 2 1 エンジンスイ、ソチを " ACC " にずる 

Ifei 知1 3 1 ブレーキペダルを踏む 



シフト□ック解除ボタンを巧ず 
ボタンを巧しているあいだは、レ 
バーを シフトできます。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

キーをな<したとをは 


キーナンバープレートに巧刻されたキーナンパーと残りのマスター 
キ ー x ’ か 5、 トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しいキーを作ることびで 
さます。（一 P . 吕 0) 


&マスターキーをすべて紛失してしまった場合は、コンピューターの交換びお 
要とな0ます。（一 P. 21) 



己- 2. 緊急時の対処法 

パッテリーがあがつたとをは 


バッテリーびあびった場合、巧の手順でエンジンを始動ずることびで 
さまず。 

ブースターケーブルと 12 V のバッテ U —付を救援車びあれば、次の 
手順に従って、エンジンを始動させることびでさまず。 

固 画でエンジン点検口を開ける（一 P . 2己 4) 

固画回バッテ U —の+端テのカノ（一をはずし、ブースターケーブルを 
次の順につなぐ 

n 赤色のブースターケーブルを自車のバッテ U —の+端子につ 
なぐ 

曰赤色のブースターケーブルのちラー方の端を救援車のバッ 
テ U —の+端テにつなぐ 

□ 黒色のブースターケーブ j レを救援車の y (ッテ U —の一端モ 
につなぐ 

□ 黒色のブースターケーブルのちラー方の端をバッテ U —か 
ら離れた、未塗装の金属部（図におずよラな固定された部 
分）につなぐ 
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5-2. 緊急時の対処ま 


固画因救援車のエンジンをかけ、回転を少し高めにして、約已分間 
自車のバッテ U —を充電ずる 

固画因]救援車のエンジン回転を維持したまま、自車のエンジンをか 
ける 

固歷互自車のエンジンび始動した5、ブースターケーブルをつない 
だとさと逆の順ではずず 

エンジンびかかってを、早めにトヨタ販売店で点検を受けて<ださい。 


曰知識 

■バッテリーあびり時の始動について 

この車両は、押しびけによる始動はでをません。 

■バッテリーあびりを防ぐために 

♦エンジンびかかっていないとをは、ライトやエアコンの電源を切って<だ 
さい。 

•おおなどで長時間止まっているとをは、不必要な電装品の電源を切って<だ 
さい。 

■バッテリーびあびったときは 

パワースライドドア*とパワーウインドウの初期設定び必要です。 

(一 P. 34, 69) 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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トラブルびおさたら 












5-2. 緊急時の対処ま 


A 警告 

■バッテリーの 引义または爆発を防ぐために 

バッテ U —から発生する可燃性ガスに引火して爆発するおそれびあ0を険です 
ので、乂や乂巧び発生しないよラ、なのことをお守りください。 

♦ブー スターケースレは正しい端子または接続箇所し义外に接続しない 
♦ブースター ケーブルは+側と一側の端子を絶巧に接触させない 
♦バッ テ1」一付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない 

■バッ テリーの取り扱いについて 

バッテ U —内には有毒で腐食性のある酸性の電解液び入っており、また関連部 
品には鉛または鉛の混合物を含んでいるので、取り扱いに関し、なのことを必 
ずお守りください。 

♦バッ テ1」一を取り扱ラとをは保護メガネを着用し、液（酸）び皮膚-巧服•車 
体に付着しないよラにする 

♦必要し ツ上に、顔や頭などをノ（ッテ1」一に近付けない 

♦誤って バッテ1」一液び体に付着したり目に入ったりした場合、ただちに大量の 
水で洗い、すぐに医師の診察を受ける 

また、医師の診察を受けるまで、水を含ませたスポンジや巧を患部にあてておく 
♦バッ テ1」一の支柱-ター5ナル.その他の関連部品の取り扱い後は手を洗5 
• お子さまをバッテ U —に近付けない 


A ま意 

■ブースター ケーブルの取り扱いについて 

ブースターケーブルを接続したり、取りはずすとさは、ベルトに巻を込まれな 
いよラに十分ま意してください。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

オーバーヒートしたとをは 


才ーパーヒートしたときは： 

固画の車を安全な場所に止め、ェアコンを止める 
EHr ^ ボンネット周辺か b 蒸気び出ているか確認ずる 
蒸気び出ている場合： 

ェンジンを停止ずる。蒸気び出な<なったら、を意してボ 
ンネットとェンジン点検口を開け、ェンジンを再始動ずる 
蒸気び出ていない場合： 

ェンジンをかけたまま注意してボンネットとェンジン点検 
□を開ける 

固画回ラジェーターを却用のファンび作動しているか確認ずる 
ファンび作動している場合： 

水温計の針び下びってさてからェンジンを停止ずる 
ファンび作動していない場合： 

すぐにェンジンを停止して、トヨタ販売店に連絡ずる 

ェンジンび十分に;ちえてか5、 
を却水の量や ラジェーター コア 
部（放熱部）のを却水ちれを点 
検する 


































5-2. 緊急時の対処法 


を却水び不足している場合は、 
を却水を補給ずる 

;令却水びない場合は、応急措置と 
して水を補給してください。 


早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 



□知識 

■才ーバーヒートとは 

なの状態びオーノ（ーヒートです。 

参メ ーター内の水温計の針びレツドゾーンに入ったり、エンジン出力び低下する 
♦ボンネツト周辺から蒸気び出る 

■を却水の補給について 

を却水の量び LOW (下限）下になった場合は、を却水の補給後にエア抜きび 
必要となるため、トヨタ販売店で点検を受けてください。 
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5-2. 緊急時の対処ま 


A 警告 

■ェンジン ルーム点検中の事故やけがを防ぐために 

♦ボン ネット周辺から蒸気び出ている場合は、蒸気び出なくなるまでボンネット 
やェンジン点検□を開けないでください。ェンジンルーム内び高温になつてい 
るため、やけどなどの重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦ェンジンび かかつているとさは、手や着巧をフアンやベルトから離してくだ 
さい。 

♦ボンネット （一 P. 267)、ェンジン点検 □ レ P. 2日 4) のま意事項も併せて 
お読みください。 

♦ェンジン およびラジェーター、 U ヴーバータンクび熱い5ちは、ラジェーター 
キャップを開けないで < ださい。 

高温の蒸気やを却水び圧力によって噴を出し、やけどなどの重大な傷害を受け 
るおそれびありを険です。 


A ミ主意 

■ を却水を入れるときのま意 

エンジンび十分にをえてから入れてください。 

を却水はゆっくり入れてください。 

エンジンび熱いとさに急にをたい;令却水を入れると、エンジンび損傷するおそ 
れびあ0ます。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

スタックしたとをは 


めかるみや砂地-雪道などでタイヤび空転したり、埋まり込んで動け 
なくなったとさは、巧の方法で脱出してください。 

固 画 田パーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P にして、エン 
ジンを停止ずる 

111互タイヤ前後の±や雪を取0除< 

固 歷 互タイヤの下に木や石などをあてびラ 
固 画因 エンジンを再始動ずる 

固画回シフトレバーを D または R に確実に入れ、注意しなび日アク 
セルペダルを踏む 


A 警告 

■脱出ず るとさは 

前進と後退をくり返してスタックから脱出する場合、他の車-ちのまたは人と 
の衝突を避けるため周囲に何ちないことを確認してください。 

スタックから脱出するとを、車び前ちまたは後ちに飛び出すおそれびあります 
ので、特に注意してください。 

■シフ トレバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気を付けてください。 

車び急発進し、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


A ま意 

■ トランスミッションやその他の部品への損傷を避けるために 

参 タイヤび空転するのを避け、必要しツ上にアクセルペダルを踏まないでください。 
♦上記の ち法で脱出でをなかった場合、けん引による救援び必要です。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

車両を緊急停止するには 


万一、車び止ま5なくなったときの非常時のみ、次の手順で車両を停 
止させてください。 

Tn ブレーキぺダ J レを両足でしっかりと踏み続ける 

ブレーキペダルをく0返し踏まないでください。通常よ0強い力びお 
要とな0、制動距離わ長くな0ます。 

作 3 脂 II 21 シフトレバーを N に乂れる 

► シフトレバーび N に入った場合 
固 画 回減速後、車を安全な道路協に停める 
固 画] 互!エンジンを停止ずる 

► シフトレバーび N に入日ない場合 

111互ブレーキペダルを両足で踏み続け、巧能な限り減速させる 



エンジンスイッチを "ACC 
にして、エンジンを停止ずる 


固画]互車を安全な道路脇に停める 


A 警告 


■走行 中にやむを得ずエンジンを切るとさは 

♦ブ レーキの効きが悪くなり八ンドルが重くなるため、車のコント□-ルがしに 
くくなり尉黄です。エンジンを切る麵こ、十分に減速するようにしてください。 

♦キー を抜くと八ンドルが□ックされるため、キーは絶対に抜かないでください。 
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5-2. 緊急時の対処法 
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ま両仕様 6 


6-1. 仕様一覧 

メンテナンス データ 
(指定燃料- 

オイル量など） . 348 

6-2. カスタマイズ機能 

ユーヴー カスタマイズ 
機能一覧 . 3 巳已 

6-3. 初期設定 

初期設定がお要な項目 . 356 
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已 -1 .仕様一覧 

メンテナンスデータ（指定燃料-オイル量など) 


使用ずるオイルの品質により、お車の寿命は著しく左ちされまず。 
トヨタ車には最も適したトヨタ純正オイル•液類似下、「指定銘柄」 
といいまず）のご使用をおずずめしまず。指定銘柄む外を使用される 
場合は、指定銘柄に相当ずる品質のちのをご使用ください。 


L 燃料 


指定燃料 

容量 [ L ] (参考値） 

無鉛レギュラーガソ1」ン 

70 


I エンジンオイル 


指定銘柄 

容量 [ L ] (参考値’ XI ) 

オイルのみ 

交換 

オイルと 

オイルフィ 
ルター交換 

トヨタキヤツスルモーターオイル SN 日 W -2 日※2 

——API SN , RC/ILSAC 白 F - 己 ， SAE 0 W -20 

トヨタキヤツスルモーターオイル SN 已 W -2 日 

—API SN ， RC/ILSAC GF - 己 ， SAE 己 VV -20 

トヨタキヤツスルモーターオイル SN 已 W -3 日 

—API SN ， RC/ILSAC GF - 己 ， SAE 己 W - 吕〇 

トヨタキヤツスルモーターオイル SN 1 0 W -30 
——API SN , RC/ILSAC 白 F - 己 ， SAE 1 OW -30 

已 .0 

己.己 


1エンジンオイルの容量は交換する際の目安です。オイル量の巧認は、エンジンを暖 
機後に停止し、已分!; Lb 経過してか日レベルゲージで行つてください。 

2 0 W -20 は新車時に充慎されてお0、上表にをす中では最ち省燃費性に優れるオイ 
ルです。 
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6-1 .仕様一 


■指定エンジンオイル 

API 規格 SN / RC 、 SM / EC か、 ILSAC 規格合格油をおずずめしま 
す。なお、 ILSAC 規格合格油の宙には ILSAC CERTI 円 CATION (イ 
ルサックサーティフイケーシヨン）マークび付いていまず。 



■エンジンオイル推奨粘度 

下記表に基づさ、外気温に適した粘度のちのをご使巧ください。 



* 0 W -20 は新車時に充厦されてお0、上図におす中では最ち省燃費性に優れるオイ 
ルです。 

オイル粘度について（例として 0 W -20 で説明しまず）： 

- 0 W -20 の 0 W は、な温時のエンジン始動特性をおしていまず。 W の 
前の数値びルさいほどを場や寒;令時のエンジン始動び容易になりま 
す。 

- 0 W -20 の20は、高温時の粘度特性をおしていまず。 

粘度の高い（数値び大さい）オイルは、高速または重負荷走行に適し 
ています。 


車両仕様 
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6-1 .仕様一! 


[フシ 1— 夕一 


指定銘柄 

容量 [ L ] 暖考値） 

トヨタ純正スーパー□ングライフクーラント 
凍結保証温度 
濃度30% 一 12て： 

濃度已日％ — 3己て： 

14 


I 才ートマチックトランス S ッシヨン 


指定銘柄 

容量 [ L ] (参考値’ X ) 

トヨタ純正オートフルードタイプ T-IV 

8.0 


^交換び必要な際はトヨタ販売店にご相談ください。 


I フ□ントデイファレンシャル （4 WD 車) 


指定銘柄（推奨粘度） 

容量 [ L ] (参考値） 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル SX 
(API GL - 己 SAE 8己 VV - 白 0) 

1.3 己 


I リヤデイファレンシャル 


指定銘柄（推奨粘度） 

車種 

容量 [ L ] 

(参考値） 

トヨタ純正 

八イポイドギヤオイル SX 
(API 白 L - 己 SAE 8己 VV - 目 0) 

LSD なし 

FR 

3.2 已 

4 WD 

3.已已 

トヨタ純正 

八イポイドギヤオイル LSD 
(API 白 L - 己 SAE 8己 W - 目 0) 

LSD あり 

吕.已已 


3已〇 
































6-1 .仕様一 


[トランスファー （4 WD 車) 


指定銘柄（推奨粘度） 

容量 [ L ] (参考値） 

トヨタ純正 MG ギヤオイルスペシャル n 
(API GL -3 SAE 7 己 W -90) 

1.3 


[パワーステアリング 


指定銘柄 

容量 [ L ] (参考値） 

トヨタ純正パワーステア U ングフルード 

0.9 


f ブ レー キ 

■ ブレーキペタル 


項目 

基準値 [mm] 

遊び 

1〜6 

踏み込んだとをの床板とのすを間* 1 

120 


^ ] エンジン停止時に已00 N (日1 kgf ) の踏力をかけたとさの床板（フ□アパネル上 
面）とのすを間の最小値 


■ブレーキフルード 

指定銘柄 

トヨタ純正ブレーキフルード 2500 H 


■パーキングブレーキ 


項目 

車種 

基準値 [ 回数] 

引をしろ 

操作力200 N (20 kgf ) のときの 
ノッチ※ 2数 

ロング 

1日〜16 

スーパー □ング 

12〜18 


^2ノッチとは、パーキングブレーキをかけるときの節度（"カチッ"という音）のこと 
です。 


車両仕様 


3已1 





























I ウオッシャー 


容量 [ L ] (参考値) 
3.2 


(タイヤ 


タイヤサイズ 

駆動ち式 

タイヤが冷えているとさの 
空気圧 kPa ( k 旨/ cm う 



前輪 

後輪 

1吕已 /80 R 1 己107/10己 l _ l_T 

FR 

32己（吕 .2 己） 

300 (3.00) 

4 WD 

吕已〇 (3 .己 0) 

吕2己 （3.2 己） 


3已2 



















6-1 .仕様一 


[電球（バルブ) 



電球 

W (ワット）数 


へッドライト 

八□ゲンへッドライト装着車 
(バルブタイプ： H 4) 

60/已已 


ディスチャージへッドライト装着車 
八イビーム（バルブタイプ； HB 3) 

60 


□ービーム（バルブタイプ； D 4 R ) 

3己 


車幅灯 

己 

車外 

フ□ントフォグライト# 

(バルブタイプ： PSX 26 W ) 

26 


フロント&サイド方向指示兼非常点滅な 

21 


U ヤち向指示兼非常点滅な 

21 


制動灯/尾灯 

21/已 


後退打 

16 


番号灯 

己 


IJ ヤフォグライト* 

21 


ノ、イマウントストップライト 

LED * 


フロントパーソナルライト 

8 

車内 

ルームライト 

8 

スライドドアステップライト 

己 


灰皿照明 

1.2 

に D は丄 i 有 ht Emitting Diodes 镜光ダイオード)の略で、半導体発光電子素子でず。 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 


車両仕様 


3已3 























6-1 .仕様一! 


[車両仕様 


型式 

エンジン 

駆動方式 

TRH 214 W 

2 TR-FE 

(2.7 L ガソ U ン） 

FR (後輪駆動） 

TRH 224 W 

TRH 219 W 

4 WD (4 輪駆動） 

TRH 229 W 


3已4 














6-2. カスタマイズ機能 

ユーザーカスタマイズ機能一覽 


お車には、設定を変更ずることび可能な装備び付いていまず。トヨタ 
P ぶ売店で作動などをご蒂望の設定に変更ずることびできまず。 

機能によっては、他の機能と連動して設定びかわるちのもあります。詳しくは、 
トヨタ販売店へお問い合わせください。 


[カスタマイズ設定一覧 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 


車速オートドア□ック 

あ0 

なし 

オートドア□ック 

シフト連動オートドア 
□ック 

なし 

あ0 

(一 P . 2の 

シフト連動オートドアア 
ン□ック 

あ0 

なし 


運転席ドア連動オートド 
アアン□ック 

なし 

あ0 



3已已 















6 -五初期設定 

初期設定がが要な頃目 


巧の項目はバッテリーを再接続したり、メンテナンスを巧ったあとな 
どに、システムを正しく作動させるために初期設定び必要でず。 


項目 

初期設定び必要なとを 

参照先 

パワースライドドア* 

バッテ1」一の充電-交換後の再接続時 

P . 34 

パヮーウインドウ 

P . 巨目 


3已己 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 









さくいん 


略語一覧 . 3已8 

五十音順さくいん . 3已9 

症状別さくいん . 368 






略語一覧 

アルフアベツト帕[語一覽 


アルフアベツト略語 

カタカナ表記 

ABS 

アンチロックブレーキシステム 

ACC 

アクセサリー 

ECO 

エコノ =— /エコロジー 

ECU 

エレクト U ックコント□—ルユニット 

EDR 

イベントデータレコーダー 

LED 

ライトエ5ッティングダイオード 

SRS 

ヴプ U メンタルレストレイントシステム 


3已8 












五十音順さ < いん 

五十音順さ<いん 


巧 アームレスト . 48 

アクセサリーコンセント . 248 

アウター S ラー（ドア S ラー） ...... 63 

アンチ□ックブレーキ 

システム （A 巨 S). 174 

アンテナ . 227 

0イク’こッシヨンスイッチ . 123 

イベントデータレコーダー 

(EDR). 16 

インジケーター（表示灯） . 141 

インテリアライト（室内灯） 

スィッチ…..… ................229. 230 

ヮッ ト数…………………….……3已3 
インナー S ラー 

(ルーム S ラー） . 61 

B ウインカ-访向指示灯） 

電球の交換 .280. 2扫] 

ち向指示レバー . 128 

ヮット数 . 353 

ウインドウ 

ウオツシヤー . 14扫. ] 已] 

パワーウインドウ . 日扫 

U ヤウインドウ 

デフオッガー...……........ ....... 203 

ウインドウ□ックスイッチ . 68 

ウオーニングライト 
(警告口） . 1421314 

ウオッシヤー 

液の補給.………….……….. ..........298 

スイッチ………… ............ 148. ] 已] 

タンク容量 . 3巳2 

冬の前の準備-点検 . 178 


運転 

環境に配慮した運転 . 113 

寒冷時の運転 . 178 

正しい姿勢 ......77 

手順.….. ..................................... 112 

運転席シートベルト 
非着用警告灯 . 317 

巨!ェァコン 

オートエアつン . 190 

フィルターの清掃 . 299 

マニュアルエアコン . 184 

U ヤクーラー . 197 

リヤヒーター . 201 

エァバッグ 

一般的な警告 . 83 

SRS IE アノてッグ.……………….7曰 
SRS エアバッグの 

作動条件 . 80 

お子さまのためのミち意 . 83 

改造-廃棄 . 85 

警告灯 . 3] 已 

正しい姿勢 . 77 

配置 . 79 

ABS (アンチ□ックブレーキ 

システム） . 174 

エコドライブ 

インジケーターランプ . 113 

エンジン 

イグこッシヨンスイッチ ........ 123 

エンジン回転計 

(タコメーター).. . 133 

エンジンがかからない . 33己 

エンジン警告灯 . 315 

エンジンスイッチ . 123 

オーバーヒート . 341 

かけち . 123 


3已9 

























































五十音順さ < いん 


点検口……………. .. 2目4 

ボンネット…..… ....................... 267 

エンジンイモビライザーシステム 

(盗難防止システム） . 76 

エンジンオイル 

冬の前の準備-点検 . 178 

油圧警告な . 314 

油量警告灯 . 316 

容量 . 348 

エンジンスイッチ . 123 


^ォィル 

油脂類の容量と指定銘柄........ 348 

オーディオ 


アンテナ . 227 

MP 3 / WMA ディスク ........ 2 ] 7 

オーディオの種類..………… ..... 204 

音質調整. . .……….224 

CD プレーャー . 211 

ラジオ . 20巨. 20曰 

オートエアコン . 190 

オートマチックトランスミッション 
オート7チック 

トランスミッション . 126 

シフトレバーが 

シフトでさない……........……33巨 

オートレべリングシステム 

警告打…………… ........................ 31已 

作動について.…………....... ....... ]4已 

オーバーヒート（エンジン） ....... 341 

オープナー 

給油口………….....…............ ...... ....72 

ボンネット . 267 

オープントレイ . 243 


お子さまのち全のために 

ウインドウ□ックスイッチ…….目8 
エアバッグに関する警告 ........... 83 

エンジンカバーに 
関する警告 ............................. 2巨已 

お子さまのシートベルト 

着用 . 巳7 

お子さまを乗せるとさの 

警告 . 3日. 44 

キーの電池に関する警告 ........ 297 

シートの取り扱いに関する 

警告 . 51 

シートベルトに関する 
警告……….… ............ ..…..已8,107 

スライド式リヤヴイドガラスに 
関する警告….. ........................... 71 

スライドドアに関する警告 .......36 

チャイルドシート . 101 

チャイルドシートの 

固定 . 102. 104 

チャイルドプ□テクター . 33 

発炎筒の取り扱いに 

関する警告 . 307 

バックドアに関する警告 . 44 

バッテリーに関する警告 ........ 340 

パワーウインドウに 

関する警告 . 70 

オドメーター 

(積算距離計） . 132. 134 

が 力-ドホルダ- .235. 245 

ガソリンスタンドでの情報 . 372 

カップホルダー . 237 
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五十音順さ < いん 


曰キ 


イグニッションスイッチ. ....... 123 

エンジンスイッチ.…….... ....... 123 

キーナンノ くープレート… .... 20, 2 ] 

キーの構成 . 20, 21 

キーレスエント U — . 23 

キーをなくした . 337 

作動範囲 . 24 

電池交換 . 2曰6 

ワイヤレス U モコン . 23 

をしみやひっかを音が聞こえる 
(ブレーキパッドウェア 

インジケーター） . 116 

給油 □. 72 

緊急時の対処 

エンジンびかか5ない…………33已 
オーバーヒートした...………… 34] 
キーをなく した ....................... 337 

警告ながついた . 314 

けん引 . 308 

故障したとさは . 304 

シフトレバーが 

シフトでさない . 336 

車両を緊急停止するには ........ 34已 

スタックした . 344 

発炎筒..……………. .. 30巨 

バッテ U —びあびった…………338 
パンクした…………………………. 318 

B 空気圧（タイヤ） . 3已吕 

空調（エアコン） 

オートエアコン………....... ....... 190 

フィルターの清掃 . 2曰日 

マニュアルエアコン . 184 

U ヤクーラー .] 曰7 

U ヤヒーター . 201 


区間距離計 

(トリップメーター) . 132,134 

曇り取り 

フ□ントガラス………....186, ] 曰3 
U ャウインドウ 

デフオッガー . 203 

クリアランス ソナー & 

バックソナー . 1 已 3 

グ□ーブボックス . 234 

0警音器（ホーン） . 130 

計器（メーター） 

アナ□グメーター . 131 

オプテイト□ン メーター ........133 

警告灯 

(ウオーニングライト）….142, 314 
警告灯/表示打による警告 

ABS ........ .. .3] 已 

SRS エアノくッヴ’ . 315 

エンジン . 315 

ク U アランスソナー .....315. 316 

シートベルト非着用 . 317 

充電 . 314 

デイスチャージへッドライト 

オートレべリング . 315 

燃料残量 . 316 

半ドア..………. ..3] 6 

プ U テンシヨナー .3] 已 

ブレーキ . 314 

油圧...……….…………………………314 
油量.……. .......3] 6 
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五十音順さ < いん 


警告ブザー 

ク U アランスソナー& 

バックソナ ー.………… 3] 已. 316 
シートベルト非着用.….... .......317 

ライト消し忘れ………....... ....... ]4已 

U パース . 127 

けん弓I . 308 

M 交換 

キーの 電池 . 2曰6 

タイヤ . 318 

電球 . 272 

ヒューズ. ... 28巨 

工具（ッール) . 31日 

後退丹（バックアップライト） 

電球の交換……….…………..……. 28] 
ヮッ ト数……..…...…...……………3已3 

モイ共専用シート . 86 

か物入れ . 242 

コンソールボックス . 23已 

つンライト 

(自動点好•消'な装置） . 143 

13サィドち向指示口（ゥィンヵ-) 

電球の交換 . 2扫〇 

で向指示レバー ................ …… .128 

ヮッ ト数... . ..….3已3 

サンバイザー . 24己 

H シ-卜 

正しい姿勢…………………… ...... ....77 

チャイルドシートの固定 ........ 101 

手入れ . 258 

フ□ントシートの調整 . 47 

フ□ントシートの調整に 

関する警告 . 47 

へッド'レスト . 已3 


U ヤシートの調整 . 48 

U ヤシートの調整に 
関する警告….. ........................... 已1 

シートベルト 

お子さまの着用 . 已7 

緊急時シートベルト 

固定機構 . 巳6 

シートベルト非着巧 

警告灯 . 317 

シートベルト 

プ U テンショナー . 巳已 

清掃-手入れ . 吕已8 

正しい着用 . 已已 

チャイルドシートの固定 ........ 101 

妊娠中の方の着用 . 已日 

シガレットライター . 247 

室内灯（インテリアライト） 

パーソナルライト . 22日 

ルームライト . 230 

ワット数 . 3已3 

シフトレバー 
オート7チック 

トランスミッション . 126 

シフトレバーび 

シフトでさない . 336 

シフト□ックシステム . 33巨 

車速 

(スピードメーター） ........ 131，133 

ジャッキ 

収納位置 . 318 

セット位置 . 32已 

取0出し方 . 320 

ジャッキ八ンドル . 319 

車幅な 

スイッチ . 143 

電球の交換 . 吕7曰 

ワット数 . 3已3 
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五十音順さ < いん 


車両型式 . 3已4 

車両仕様（スペック） . 354 

車両データの記録 . 1曰 

収納装備 . 232 

手動光軸調整ダイヤル . 144 

初期設定 . 3已6 

助手席シートベルト 
非着用警告灯 . 317 

〇 水温計 . 131,134 

スイッチ 

イグニッション . 123 

ウインドウ□ック ........... .……….68 

エンジン . 123 

ク U アランスソナー& 

バックソナー;イン..… ........] 已3 

ドア□ック ..........26 

ノ、ザード'ライト . 30已 

パワーウインドウ . 6扫 

パワースライドドア . 32 

パワースライドドアメイン ....... 32 

非常点滅灯 . 30已 

フ□ントフォグライト . 146 

ライト . 143 

U ヤウインドウ 

デフォッガ ー....................... .203 

U ヤクーラーメイン.… 197. 198 

U ヤヒーター;/イン . .201 

U ヤフォグライト. . 147 

ルームライト;イン ............... 230 

ヮイパー& 

ウォツシヤ 148.] 已] 

スターター 

エンジンの始動 . 123 

スターターびまわらない ........ 33已 

スタック 

スタックした . 344 


ステアリングホイール（八ンドル) 


ステア U ング□ックを 
解除する.. ..... .........................124 

調整...... ...................... ..................60 

ストップライト（制動口） 

電球の交換 . 281 

ヮット数 . 3 已 3 

スピードメーター 

(速度計） .131. 133 

スペアタイヤ 

空気圧 . 3 已 2 

収納位置 . 318 

取 0 出し方 . 321 

スペック（車両仕様） . 354 

スライド式リヤサイドガラス . 71 

スライドドア 

イージーク□-ヴー . 33 

操作 ... …………30 

パワースライドドア . 31 

スライドドアステップライト 

スイッチ . 3 已 

ワット数 . 3 已 3 


巧清掃 

外装 . 2已4 

シートベ J レト . 2已8 

巧装... ........................................ 2 已 8 

制動灯（ストップライト） 

電球の交換 ..............281 

ワット数 . ..3已3 

積算距離計 


(オドメーター） . 132,134 


洗車 


254 


センターコンソールボックス ...... 235 
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五十音順さ < いん 


前照打（へッドライト） 

手動光軸調整ダイヤル…..…… . 144 
スイッチ...…………………… ........ 143 

ディスチャージへッドライトに 
関する警告.…… ..................... 28已 

電球の交換 .274. 277 

ライト消し忘れ警告ブザー….14已 
ライト消し忘れ防止機能 ....... 14已 

ライトセンサー . ]4已 

ワット数 . 353 

H 速度計 

(スピードメーター） ....... 131,133 

巧 夕-ンシグナルライト（ち向指示巧） 

電球の交換..………….….. 280. 281 
方向指示レバー ................ …… .128 

ワッ ト数……..………………………3已3 

タイヤ 

空気圧 . 352 

交換 . 323 

チェーン . 178 

，卓、検 . 260 

パンクした . 318 

冬用タイヤ . 178 

□ —テーシヨン ... 261 

タコメーター 

(エンジン回転計） . 133 

EI チェ-ン（タィャチェ-ン) '……178 
チャイルドシート 

IS0FIX バーでの固定 . 104 

シートベルトでの固定 . 102 

選択 . 86 

チャイルドプ□テクター . 33 

駐車ブレーキ 

(パーキングブレーキ） . 129 


ツール（工具） . 319 

手入れ 

が装……………. ........................... 2 已 4 

シートベ J レト . 2已8 

内装 . 2已8 

テールライト（尾巧） 

スイッチ . 143 

電球の交換 . 281 

ワット数 . 3 已 3 

デフォッガー 

フ□ントガラス . 18 日. 193 

U ャウィンドウ 

デフォッガー . 203 

電球（バルブ） 

交換………….... ..... 272 

ワット数 . 3 已 3 

ドア 

スライドドア . 30 

ドア□ック . 26 

バックドア . 42 

半ドア警告灯 . 316 

フ□ントドア . 26 

ドアガラス . 曰8 

ドアポケット 

(オープントレイ） . 243 

ドア S ラー（アウターミラー） ....... 曰3 

盗難防止システム 
(エンジンイモビライザー 

システム） . 76 

時計 . 136 

トップテザーアンカー . 10曰 

トランスミッション（オートマチック 

トランスミッション） . 126 

トリップメーター 

(区間距離計） . 132. 134 
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五十音順さ < いん 


巧 荷物 

スペースアップシート ....49 

積むとさのミち意..…… . 176 

ち 燃料 

ガソ U ンスタンドでの1青幸 g.... 372 

給油 . 72 

種類 . 348 

燃料計 . 131. 133 

フューエルポンプ 

シャットオフシステム . 313 

容量 . 348 

巧 パ-キングブレ-キ 

(駐車ブレーキ） . 12日 

パーソナルライト 

スイッチ. ..... 22曰 

ヮッ ト数..…………………….. .......3 已3 

灰皿 . 246 

灰皿照明 

装備について . 246 

ヮット数 . 353 

八イ7ウントストップライト 

電球の交換 . 2扫3 

ヮット数 . 353 

バザードライト（非常点滅灯） 

スイッチ…..… .... …………………. .30 已 
電球の交換……..…………2801 281 
ヮッ ト数… ..… .... …………………. .3 已3 
挟み込み防止機能 

運転席ドアガラス...……………… . 6曰 
パワースライドドア..…………… .3 已 

発炎筒 . 306 

バックアップライト（後退灯） 

電球の交換 . 281 

ヮット数 . 353 

バックドア . 42 


バックモニター . 163 

バッテリー 

バッテ U —あがりを 
防ぐために..………………………339 
バッテ U —びあがった ........ ….338 

冬の前の準備-点検 . 178 

バルブ谭球） 

交換 . 272 

ヮット数 . 3已3 

パヮーウインドウ . 68 

パワースライドドア . 31 

パンク 

パンクした .. 3]8 

番号灯（ライセンスプレートライト） 
スイッチ ...................................143 

電球の交換 ... 282 

ヮット数 ................................... 3已3 

A ンドル（ステアリングホイール） 
ステア U ング□ックを 

解除する . 124 

調整 . 60 

巧 トタ- 

オートエアコン . 190 

マニュアルエアコン . 184 

U ヤヒーター . 201 

非常点滅口 （A ザードライト） 

スイッチ.……30已 
電球の交換 ....... ………....280, 281 

ヮット数. .. ..….3已3 

尾口（テールライト） 

スイッチ ...................................143 

電球の交換 ... 281 

ヮット数.…….….3已3 

ヒューズ . 286 

表示灯（インジケーター） . 141 


36已 

























































五十音順さ < いん 


回 フォグライト 

スイッチ… .. . . 14目.147 

電球の交換..……………… 278. 281 
ヮッ ト 数… ..… ...........................3 已3 

フック（けん引フック） . 308 

フューエルポンプ 

シャットオフシステム . 313 

冬用タイヤ . 178 

ブレーキ 

警告な . 314 

パーキングブレーキ . ]2曰 

方ンテナンスデータ . 348 

ブレーキアシスト . 174 

ブレーキパッドウエア 

インジケーター . 116 

フ□アマット . 2已〇 

フ□ントシート 

調整 ..... .…………………47 


デイスチャージへッドライトに 


関する警告……..…………………28已 
電球の交換 ....... ………….274, 277 

ライト消し忘れ警告ブヴ ー... . 14已 

ライト消し忘れ防止機能 ........ 14已 

ライトセンサー . 145 

ワット数 . 3已3 

へジドレスト . 53 

巧 ホイール . 吕巨〇 

ホイールナツトレンチ . 319 

ち向指示打（ウインカー） 

電球の交換 . ……..280, 281 

方向指示レバー ......... …….........128 

ワット数. ... .3已3 

ホーン（警音器） . 130 

補助云ラー . 66 

ボトル ホルダー . 240 


フ□ントシートの調整に 

関する警告 . 47 

フ□ントパーソナルライト 

スイッチ . 22曰 

ワット数 . 353 

フ□ントフォグライト 

スイッチ . 146 

電球の交換…….. ...................... .278 

ワッ ト 数……..….…………………. .3 已 3 
フ□ント&サイド方向指示灯 
(ウインカー） 

電球の交換……. . 280 

方向指示レバー . .. ...128 

ワッ ト数. .. . .. 3 已 3 

H へッドライト（前照好） 

手動光軸調整ダイヤル . 144 

スイッチ . 143 


ボンネジト . 267 

巧 マニュアルエアコン . 184 

因ミラ- 

インナー S ラー . 61 

ドアミラー 

びウターミラー ) ....................63 

捕助 S ラー . 66 

^ メ—夕 — （計器） 


アナ□グメ ーター . 

....131 

オプテイト□ンメーター.… 

....133 

時計調整ボタン . 

....136 

表示切0かえボタン . 

....135 

メーター照度調整表示 ........ 

....135 

ソテナンス 


メンテナンスデータ . 

....348 


36巨 


























































五十音順さ < いん 


EI ユ-ザ-カスタマィズ . 3日已 

油脂類 . 348 

la ライセンスプレートライト（番号巧） 
スイッチ………… ....................... 143 

電球の交換 . 282 

ワット数 . 353 

ラィト 

スライドドア 

ステップライト . 3巳 

電球の交換 . 272 

非常点滅灯 

りげードラィト) . 30已 

フ□ントパーソナルライト… .22 日 
フ□ントフォグライト…………146 
へッドライト（前照打)……….143 
方向指示灯（ウインカー）……] 28 
U ヤフォグライト ................... 147 

ルームライト . 230 

ワット数 . 353 

ライト消し忘れ警告ブザー ......... 14已 

ライト消し忘れ防止機能 . 14已 

ライトセンサー . 14已 

0リヤウインドウデフォッガ- ..... 吕03 

IJ ヤクーラー . 197 

リヤシート 

スペースアップシート ....49 

調整 ....... .……………………………….48 

U ヤシートの調整に 
関する警告.…… .... .…….............己] 

リヤヒーター . 201 

IJ ヤフォグライト 

スイッチ . 147 

電球の交換 . 2扫] 

ワット数 . 353 


リヤ方向指示灯（ウインカー) 


電球の交換 ..............281 

方向指示レバー . 128 

ワット数 .. ..3已3 

回 ルームミラー 

(インナー S ラー） . 61 

ルーム ライト（室内口） 

スイッチ . 230 

ワット数 . 3已3 

ra 冷却* 

冬の前の準備-点検 . 178 

Bm ........................................... 350 

冷却装置 


エンジンオーバーヒート ........341 

巧 □ッッ 


ウインドウ □ツク . 68 

シフト□ツクシステム . 336 

スライドドア . 吕〇 

チャイルドプ□テクター . 33 

ドア□ツク .26. 27 

バックドァ . 42 

ワイヤレス U モコン . 23 

巧 ヮィパ- 

フ □ント ................148 

U 巾..……… .. 1己] 

ワイパーブレード . 179 

ワイヤレスリモコン 

電池交換 . 296 

リモコン . 吕3 

輪止め . 319, 330 
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症状別さくいん 

をげ別を<いん 


タイヤびパンクした 


P .318 


バンクしたとさは 


エンジンびかか5ない 


P .33 巳 

エンジンびかからないとさは 

P . 76 

エンジンイモビライヴーシステム 

P .33 吕 

パッテ U —びあびったとさは 


シフトレバーび動かない \ 

P .33 目 

シフトレバーびシフトでさない 
とさは 


水温計の針がホいゾーンに \ 

入った ノ 

P .341 

オーパーヒートしたとさは 


エンジンルーム.ボンネット\ 
から蒸気び立ちのぼった / 



キーを なくした > 

P .337 

キーをな<したとをは 


バッテ U —びあびった 


P .338 


パッテ U —びあびったとさは 


ドアが施錠でさない 


P .23 


P . 26 

ドア 

P .3 日 

P . 42 



パワースライドドア* \ 

び作動しない ノ 

P . 34 

スライ ド ドア 


めかるみや砂地などで \ 

動けなくなった ノ 

P .344 

スタックしたとさは 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 















































症状別さ < いん 


警告灯が点灯-点滅した 



警告灯びついたとさは 


►アナ□グ ーター 
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症状別さ < いん 


■警告灯一覧 


(©) 

ブレーキ 警告灯 

P. 314 

a 

充電警告な 

P. 314 


ミ由圧警告灯 


P. 314 


エンジン警告灯 

P. 31巳 

か 

SRS エアバッグ/プ U テン 
シヨナー警告打 P. 31巳 

優)） 

ABS 警告な 

P. 31巳 


ディスチャ-ジヘッドラ仆才- 
トレべリング警告な P. 31巳 

纔:~ 

'，'因 

ク U アランスソナー表示打 
(点滅：バタ-ン 1)P. 315 


《1 マニュアルエアコン 装着車 
オー ト エアコン 装着車 


ri^iiAiiAii^ 

油量警告な 

P. 316 

下 

半ドア警告な 

P. 316 

の 

燃料残量警告な 

P. 316 

-..' か - -. 

'嘴 

ク IJ アランスソナー表示打 
(点源：バタ-ン 2) P. 316 

ぶ 

運転席シートベルト非着用 
警部 P. 317 

PA 扣 ENGER 為 ^ 

助手席シートベルト非着用 
警告が 1 P. 317 

PASSENGER 

る 

助手席シートベルト非着用 
警部※ 2 P. 317 
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症状別さ < いん 


警告音び鳴った 


■警告打の点打-点滅をご確認ください。（一 P . 314) 


■警告灯び点な•点滅していないとさ、または警告音び鳴ったと 
きは、なのことをご確認ください。 


お車の状況 

鳴ったとさの状況 

参照ページ 

停車/駐車中 

ドアを開けたとさ 

P . 124 

P . 14己 

走行中 

シフトレバーを R にしたとを 

P . 127 

ブレーキペダルを踏んだとさ 

P . 116 
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ガソリンスタンドでの情報 

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。 


ボンネットフック国エンジン庶検口 I 給油 □ 


P . 267 P . 264 P . 72 



燃料の容量（参考値） 

70L 

燃料の種類 

無飽レギユラーガソ U ン P. 73. 348 

タイヤび冷えている 
とさの空気圧 

インストル;ントパネル横（運乾席側）に貼5れている 
「タイヤ空気圧」の表を参照してください。 UP. 261) 

エンジンオイル容量 
(参考働 

オイルのみ交換時：已 .0L 
オイルとフィルター交換時：已.已 L 

エンジンオイルの 
種類 

トヨタキヤツスルモーターオイル 

• SN 0W-20 (API SN, RC/ILSAC GF- 己， SAE 0W-20) 

• SN 5W-20 (API SN, RC/ILSAC GF- 己， SAE 5W-20) 

• SN 5W-30 (API SN, RC/ILSAC GF- 己， SAE 5W-30) 

• SN ] OW-30 (API SN, RC/ILSAC GF- 己, SAE 1OW-30) 
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お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたします。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 

を国巧通 •フ U —コール 

爲 0800-700-7700 

オープン時間 365 曰 9:00-18:00 

所在地于450 "日日の 名古屋市中巧区ち駅四 T 目10の27 
第二豊田ビル西館7階 

r 個人情報保護方針」については、 
htt 日 :/ Amw.toyota.co. jp にて掲載して おります。 


1-3 巧白動軍巧巧会れ 

http://toyota.Jp 
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